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    足元に咲き誇る緋ひ色いろの花々を見下ろしながら、少女はうっとりと瞳ひとみを細めた。


    



    　少女は生まれながらにして、世界に適応することのできなかった異形だった。


    　それを見て、人々は幸せだという──私は何が幸せなのかわからない。


    　それに触ふれ、人々は嬉うれしいという──私は何が嬉しいのかわからない。


    　それを得て、人々は満足だという──私は何が満足なのかわからない。


    　せっかく感情を持って生まれ落ちたというのに、それを分かち合える人間が周りにいない。


    　それは、喩たとえようもない孤独だった。


    



    　──要は、生まれてくる世界を間違えただけのこと。


    　そう割り切るまでに、少女がどれだけ悩み、苦しみ、傷付いたか。


    



    　だからこそ、夜や闇あんに広がるこの鮮やかな一面の花々は、孤独な少女がただひたすらに自分なりの〝在り方〟というものを追求した末に辿たどり着いた、ひとつの到達点だった。


    　少女はつくづく思う。


    　人の価値基準を示す一般的なバロメーター──優れた人格に秀ひいでた容よう貌ぼう、明めい晰せきな頭脳などというものは、自らの内に秘めたる本当の〝美〟を覆おおい隠す皮膜に過ぎないのだと。


    　大切なのは中身。


    　大切なのは内臓なかみ。


    　大切なのは鮮血なかみ。


    　大切なのは死なかみ。


    　美しいのは日ごと劣化していく生命の育はぐくみではなく、それが弾はじける終しゆう焉えんの炸さく裂れつ。


    　自らの手で作り上げた肉の花畑をくるくると舞い踊りながら、少女はその答えが間違っていないことを確信していた。


    　夜空に月、地には花。


    　漆黒の傘かさを携たずさえた少女は、その美しいコントラストに今夜も酔いしれる。


    



    



    　異常なのは、この世界だ。


    　──私は、異常者なんかじゃない。
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    　時刻は午前〇時。


    　古びた内装に由緒正しい歴史を擁した女子校の学び舎やは、しんと静まり返っている。


    　格子状にタイルが張り巡らされた暗くら闇やみの廊下を、俺──芥あくた宗そう佑すけはひとり進んでいた。


    　鼻び孔こうの奥には女子校特有の匂においなのか、熟した花のような甘い香りが漂ってくる。微かすかな目め眩まいを覚えながら、足を前へと進めていく。


    



    　先月中なか頃ごろ。


    　瀬せ科しな市内のミッションスクール──この隷れい陽よう女学院内においてある事件が発生した。


    　ある日の朝、ひとりの女生徒が意識を失って教室に倒れているのを、登校してきたクラスメイトが発見したのだ。


    　女生徒はすぐさま病院に収容された。しかし外傷も薬物反応も検出されなかったにもかかわらず、彼女はいつまでも目を醒さます兆候を見せなかった。


    　医師によれば、被害者の脳波は一定のパターンを刻み続けているという。その状況から鑑かんがみれば、彼女は〝悪夢〟に苛さいなまれ続けているらしい。


    　そうして被害者が時おり紡つむぎ出すうわ言を手掛かりに調査を行った結果、奇妙な事実が判明した。


    　少女は、夢の中で〝自らの過去〟に絡め取られていたのだ。


    　その後、同様の症状で昏こん睡すい状態へと陥おちいった被害者は、たった二週間のうちに五人を超えた。


    



    　常軌を逸いつしたその事件の解決は、警察ではなく俺達の手に委ゆだねられた。


    　ある〝異能〟による犯罪への対処に特化した調査機関。


    　神楽かぐらヰゐ探偵事務所。


    　その構成員こそが、所長である俺、芥宗佑と──


    　助手の少女──神楽ヰ音ね耶やだった。


    



    　五人の被害者達は、全員がこの学院に在籍する生徒であり、そして赤の他人同士だった。


    　そして彼女達には、犯人に抵抗した痕こん跡せきがいっさい認められなかったという。


    　犯人、もしくはそれに類する存在は、学年もクラスも違う被害者全員と関かかわりを持つことのできた人物である可能性が大きい。


    　そこで数日前、協力者である警察官のツテを利用し、学院に生徒として助手を潜入させたところ、やがて条件に該当するひとりの女生徒の存在が浮かび上がった。


    　学院高等部生徒会長の少女だ。品行方正で面倒見がよく、教師生徒問わず厚い人望のあった人格者──少なくとも、表向きは。


    　そしてその容疑者に、生いけ贄にえを装った音ね耶やが単独で接触したのが、ついさっきの話である。


    「────」


    　握った携帯は、依然として沈黙したまま。音耶の応答はすでに二〇分以上も途切れていた。おかげで本来は非戦闘員である俺が、こうして単独行動を余儀なくされる羽目になった。


    　本来であれば、音耶と合流してから容疑者と接触する手はずだったのだが──何を思ったのか音耶は、俺が学院に到着するのを待たず、ひとりで敵陣に乗り込んでしまったのだ。


    　募つのっていく苛いら立だちと焦あせりを呑のみ込みながら、等間隔に並んだ教室の扉に耳を当て、気配をチェックしていく。


    　やがて廊下の終わりに差し掛かったところで、微かすかなノイズの音がふと耳をついた。


    　音の方を見やる。扉の上部に突き出たプレートには、『視聴覚室』という文字。


    　そっと扉を開け、隙すき間まから室内を覗のぞく。


    　──とたん、奇妙な光景が目に飛び込んできた。


    　教室前面に据すえ付けられた大型スクリーンを埋め尽くす砂すな嵐あらし。


    　その灰色の明かりに照らされて、絡み合うふたりの少女のシルエットが浮き彫りになっていた。


    　より正確にいえば、すでに意識を失っているひとりの少女の躰からだを、もうひとりの少女がワルツでも踊るかのように抱き支えている。


    　もうすっかり見慣れた、透けるような白い髪の持ち主を、見間違えようもない。


    　意識を失っている少女は、紛まぎれもなく神楽かぐらヰゐ音耶であり──


    　そして彼女の躰を抱きながら、その長髪を愛いとおしげに指先で梳すいている少女こそ、今回の事件──「集団少女昏こん睡すい事件」の容疑者だった。


    



    「あら。覗き見ですか──少々、不ぶ躾しつけが過ぎるのではありませんこと？」


    



    　気配で気付かれたのか、敵はたしなめるような半眼でじろりと向けてくる。俺はとっさに顔を引っ込めると、扉に背を預けながら、ポケットに忍ばせたナイフの柄を握り締めた。


    「……悪かったよ。でもまあ、たまにはこういう青春っぽいイベントもちょっとばかし刺激的だろ」


    「殿方に興味はありませんもの」


    　美び貌ぼうの少女が、くすりと微ほほ笑えむ。


    　扉の縁から、再び視線だけを覗かせる。


    　少女の身動きに合わせて揺れる長い黒髪は、蠢うごめく女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの脚を思わせる。奇妙な妖あやしさを灯ともした瞳ひとみが、こちらをじっと見み据すえてくる。


    「どちら様か存じ上げませんけれど……驚かせてしまったのならすみません。彼女の進路の相談に乗っているうちに、いつの間にかこんな時間に──」


    「とぼけるなよ、東しの雲のめ麗れい華か」


    　下へ手たな言い訳を無視して告げる。名前を呼ばれた少女は、上品な仕草で首を傾けた。


    「失礼ですが……私の記憶違いでなければ、あなたのような方とは、今が初対面のはずですけれど。もう少しお顔をよく見せてくださらない？」


    「やなこった。生徒会長さんよ。──おまえさ、喰い過ぎだよ。おかげで思ったよりも早く面が割れた」


    「あなた……？」


    　笑顔を繕つくろう仮面に、微かすかなヒビが生じたのを見逃さない。告げる。


    「その〈義指ゆび〉──回収させてもらう」


    



    　東雲麗華の右手を見る。


    　彼女の肉体には今、精巧な義ぎ指しが寄生している。


    〈奇腫指キヤンサー〉。人の心に取り憑つくことで秘めた欲望に働きかけ、そいつを実現させる〝能力〟を装着者に与える、いびつな腫しゆ瘍よう。


    　未いまだ正体の知れない、その奇妙極まりない義指を、神楽かぐらヰゐ探偵事務所は追い続けている。


    



    「そう……さっき、神楽ヰさんが話していた素敵なパートナーというのは、あなたのことでしたのね？　妬やけてしまうわ」


    　開き直った東雲麗華が嗤わらう。


    　薄く開いた口元から覗のぞく歯は、溶かした獲物をすする蜘く蛛ものそれ。


    「ええ、そう。このとびきり素敵な〝義指〟が、私に最高の〝悲劇〟をもたらしてくれた」


    　東雲麗華は優雅な動作で右手を上げると、その小指を小さく振ってみせた。


    　彼女の瞳ひとみが、碧へき色しよくのノイズで侵食されていく。


    「マクベス、ハムレット、ジュリアス・シーザーにタイタス・アンドロニカス──どれもがとても悲しくて、とびきり美お味いしい悲劇。けれどそのいずれも、しょせんは過去に記された虚構。──その物語がどんなに鮮烈でも、何度も繰り返し味わってしまえば、やがては色あせてしまう」


    「で、今度は生きてる人間の〝それ〟を求めたってか」


    「彼女達の頭ず蓋がいの内側に、密ひそかに巣くっていた〝絶望〟を味わうのは──どんな悲劇よりも、美味しかったわ」


    　意識を失っている音ね耶やの頰ほおを優しく撫なでながら、東雲麗華は表情を歪ゆがめていく。


    「……変態野郎」


    　東しの雲のめ麗れい華かの駆る碧へき指し〈幻灯師フアンタズマゴリア〉は、精神干渉型の能力を持つ。


    〈幻灯師フアンタズマゴリア〉──人の過去トラウマを暴き出し、その過去を強力な幻覚として編集・再構成することによって、人の意識を内側に閉じ込めたまま破壊する力。


    　扉の後ろに再び身を隠す。あの音ね耶やが正面から挑んで、みすみす敵の術中に嵌はまったのだ。　発動のキーとなるのはおそらく、視線による催眠か、それとも声による暗示か──詳細がわからない以上、ここはいったん引いた方がいいかもしれない。


    　そんな思考を巡らせていると、碧へき色しよくの瞳ひとみがにたりと笑った。


    



    「ところであなた──とっくに夢の世界に堕おちていてよ？」


    



    「……、……？」


    　視界がふいに霞かすんだ。四し肢しから力が失うせていき、床に膝ひざをつく。


    　瞼まぶたがずしりと重くなり、意識が急速に霞んでいく。


    　押し寄せる眠気に抗あらがいながら、揺れる視界で東雲麗華の方を見る。


    「私の匂におい──甘い甘ぁい毒の霧。あなた、たくさん吸い込んだでしょう？」


    「───な、」


    　視線でも、言葉でもなく──奴やつの能力発動のキーとなるのは、体臭。


    　朦もう朧ろうとする意識の中で、〈幻灯師フアンタズマゴリア〉対策として用意しておいた注射器をとっさに取り出し、腕の静脈に針を突き立てる。中毒症状を起こしかねない高濃度カフェインが、血流に乗って瞬く間に全身へと行き渡るが──それも、強烈な眠気を妨さまたげるにはまるで至らなかった。


    「お眠りなさいな。殿方に興味はないけれど……神楽かぐらヰゐさんの大切なパートナーであるというあなたには少しだけ興味が湧わきました。これから彼女を堪たん能のうして、それでも余裕があれば遊んであげる」


    　その言葉を聞き届けた頃ころには、俺は顔面を床に打ち付けて意識を失っていた。


    



    
      ◇

    


    



    　脳が回る。記憶が回る。


    



    　冷たくほの暗い闇やみの底。


    　その中に、閉じ込められていた。


    　僕達はヒトじゃない。


    　僕達は〝部品〟だった。


    



    　巨大な鳥かごの中に、ひとりの少女が囚われている。


    　その肌も、その髪も、雪のように真っ白な、穢けがれを知らない少女。


    　彼女は決して笑わない。泣きもしない。


    　怒りもしなければ、喜びもしない。


    　──まるで石せつ膏こうの姫君だ。


    　彼女の躰からだは、神様を宿すための〝器〟だった。


    　いつか僕も、彼女の中に注がれて、彼女を構成する血肉となる。


    　彼女に触ふれたくてたまらなかった。生きているうちに彼女と話したくてたまらなかった。


    　この何もない、冷たい穴蔵の底で──彼女の存在だけが、僕にとっての光だった。


    



    　一度だけ、彼女と言葉を交わした。


    　空に海。雨に雪。朝に夜。土に風。夏に冬。街に人。


    　僕もまた満足に知らない──それでも、この白い鳥かごの外にある世界の色を彼女に教えた。


    　彼女は最後まで笑わなかった。笑うということすら知らなかった。


    　いつかその身に神様を宿すために、彼女は純粋な白でなければならなかったから。


    　そんな彼女に、それ以外の色を与えたかった。色々な彼女を見たかった。


    　だから僕は最後に


    　────


    



    



    
      ◇

    


    



    「────う、」


    　目が覚める。


    　頭の内側を跳ね回る痛みが、ぼやけた意識を乱暴に小突き回してくる。


    　即座に状況を理解する。視聴覚室前の廊下。砂すな嵐あらし。敵に不覚をとった。


    「なん、で」


    　疑問が口をつく。どうして目が覚めた。ガスの吸入量、効き目の個人差、注射したカフェインの作用、それとも──心臓に埋め込まれた〝異物〟の影響？


    　──いい。そんなもん後だ。


    　視線を持ち上げる。東しの雲のめ麗れい華かは無防備な背中をこちらに向けていた。音ね耶やを堪たん能のうするのに夢中で、俺の覚かく醒せいにまったく気付いていないらしい。


    　密ひそかに立ち上がり、足音を殺して背後に忍び寄っていく。


    「……え？」


    　こちらの気配を悟った東雲麗華が、今さらのように振り返った。その表情が、みるみるうちに驚きよう愕がくへと染まっていく。


    「よぉ……」


    「ど、どうして……？　どうして私の──、!?」


    　全力で拳こぶしを振り抜く。鼻骨が歪ゆがむ嫌いやな感触が拳に伝わり、東しの雲のめ麗れい華かの躰からだが勢いよく後方に倒れ込む。女相手に気は進まないが──こっちも生命いのちが掛かっている。


    　お嬢様らしくもない、豚の鳴き声じみた断末魔を残して、今回の敵は無ぶ様ざまに床に昏こん倒とうしていた。


    



    



    　微かすかに開かれた薄い唇くちびるから、静かな寝息がこぼれている。


    　ガラス細工のように儚はかなげな美び貌ぼうをぴくりとも動かさず、死んだように眠り続ける音ね耶やは、まるで白亜の眠り姫だった。


    　真っ白い肌も髪も、この暗くら闇やみの中でなおその純粋さを主張している。瞼まぶたを閉じて瞳ひとみの色を隠した音耶の相そう貌ぼうからは、いっさいの色彩が消え失うせていた。


    「────ぁ」


    　やがて、ゆっくりと瞼を開けた音耶が、ぼんやりとした瞳でこちらを見つめてくる。


    「おそよう。夢見は最悪らしいな」


    「宗そう佑すけさん？　わたし──」


    　音耶は半身を起こすと、目を擦こすりながら周囲を見回した。視線の先には、整った顔立ちを鼻血で汚しながら伸びている毒どく蜘ぐ蛛も、もとい東雲麗華の姿。


    「──わたし、負けたんですね」


    　音耶の表情に、みるみるうちに苦いものが広がっていく。


    「……みすみす虎こ口こうに飛び込みやがって。俺が着くまで待機っつったろうが」


    　呆あきれる口調で吐き捨てると、音耶は反はん駁ばくすることなくうな垂れる。


    「今回の被害者の中に、知り合いがいたんです。それで──」


    　今年の夏、音耶は潰殺魔スカツシヤー事件を巡る顚てん末まつで重傷を負い長期入院した。その際に病室で知り合った中学生の少女が、今回の被害者に含まれていたのだ。


    　彼女はこの学院に通っている生徒であり、また、昏こん睡すい事件の被害者の中ではもっとも衰弱と精神の摩ま耗もうが進んでいる状態だった。


    「……それで、つい」


    「頭に血が上っちゃいました、か」


    　消沈しきった様子で、音耶は床から立ち上がろうともせず深く肩を落とす。


    〈幻灯師フアンタズマゴリア〉が純戦闘型の義ぎ指しでなかったからこそ事なきを得たものの、場合によっては全滅も起こり得た状況である。


    「天下の執行者サマが、らしくもねえな」


    　ぼそりと告げ、気まずそうに瞳ひとみを細める音ね耶やから視線を外して立ち上がる。自らの不手際をそれ以上責められなかったことがよほど意外だったのか、音耶が困惑した目を向けてくる。


    「あんだよ。いっそのこと、なじり倒してくれた方が気が楽だってか？」


    　無言のまま、力なく首を横に振る音耶。


    「ったく」


    　つまるところ今回の音耶は、見知った他人のために自身の制御を失った、というわけだ。


    　正直、音耶の言い訳はあまりにありふれていて、言い訳にすらなっていない。


    「…………」


    　しかしそのありふれた凡ぼん庸ようさこそ、出会った当初の彼女には欠片かけらも備わっていなかったはずの機能だった。


    　他人への感情移入能力の欠けつ如じよ。まるでロボットのように、上司である俺以外の他人の身をいっさい省かえりみることなく、ひたすらに目前の敵を排除するだけの処刑人。


    　それがかつての神楽かぐらヰゐ音耶のすべてであり、そして本質だったはずだ。


    　しかし今年の夏、立て続けに発生した二件の猟奇事件の解決を機に、音耶の精神は僅わずかずつではあるが、変化し始めている。


    　今夜の一件は、まぎれもなく音耶の〝甘さ〟が招いた事態だった。


    　にもかかわらず、俺はそのことを責める気に、どうしてもなれないでいる。かつて俺が嫌悪してやまなかった殺人機械としての神楽ヰ音耶に生じた、他人の身を省みるという〝心の変化〟を、俺はどこかで喜んでいるのだろうか。


    「……音耶？」


    　と。そこでふと、音耶の全身が小刻みに震ふるえていることに気付いた。気丈を装う表情には血の気がなく、透き通った両の瞳が、弓なりの睫まつ毛げの奥で落ち着きなく揺れている。


    「おい」


    〈奇腫指キヤンサー〉回収における唯一の協力者である刑事には、すでに連絡を入れてある。あまり顔を合わせたい相手ではないので、さっさと東しの雲のめ麗れい華かの義ぎ指しを回収し、この場から撤収しなければならない。


    　ならないのだが──


    「す、すみません。今、〝除去ネクローシス〟の準備を──」


    　音耶は慌あわてて顔を上げると、膝ひざをついて立ち上がろうとする。


    「───あ」


    　音耶の唇くちびるから、そんな間の抜けた声が漏もれた。床から立ち上がろうとした彼女の躰からだがバランスを崩して傾かしぎ、白髪を揺らめかせながら前のめりに倒れ込む。


    　慌てて飛び出し、音耶の躰を抱き留める。


    「どうしたよ」


    「あ、あれ……立てない……」


    　両りよう膝ひざを床についたまま、茫ぼう然ぜんと音ね耶やはいう。


    　音耶の様子は今や、悪夢に怯おびえる子供そのものだった。音耶の震ふるえが、彼女の腕を通して、こちらまで伝わってくる。歯の根が合っていない。かちかちという微かすかな音が耳を突く。


    「すみません。すみません──わたし」


    「アホ、いいから落ち着け」


    　抱き留める腕に少しだけ力を込める。


    　音耶は泣きそうな声で繰り返し謝るばかりで、一向に立ち上がろうとしない──のではなく、立ち上がれない。焦あせる音耶の背中を、落ち着かせるように小さく叩たたいてやる。


    「何を見た」


    　ややおいて短く訊たずねる。


    〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の能力による影響は──すでに消えているはずだ。深い幻覚に囚とらわれていた音耶が、こうして自力で目を覚ましたのが何よりの証拠だ。


    　今の音耶の怯えようは、今まで垣かい間ま見みていた幻覚の残ざん滓しによるものに外ほかならない。


    　過トラ去ウマから作り上げた精神の檻おりの中に、人の精神を閉じ込める〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の能力。


    　その術中に落ちた音耶もまた、東しの雲のめ麗れい華かが創つくり出した幻覚の世界で、自らの過去と対たい峙じしてきたのだ。


    　その過去が耐え難いものであればあるほど、精神的なダメージもまた深刻なものとなるだろう。


    　しかし音耶は、両手を俺の肩に掛けたまま、力なく首を振る。


    「あまり、覚えて……いないんです」


    　答えるその声に、ごまかすような気配はない。


    「でも、何か───とても怖い、夢を。わたしの目の前で、私の大切な誰かが──」


    　そういって音耶は右腕を持ち上げ、自らの掌てのひらをじっと見下ろした。


    　緩く握られた、しなやかな右手。その小指──紅あかい義ぎ指しだけが、まるで指切りでもするかのように、ひとり孤独に立っている。


    「……どうして」


    　音耶の呟つぶやきを受けて俺は口をつぐんだまま沈考する。


    　どうして。


    　音耶が漏もらしたその疑問と、今俺の中で渦巻いている疑念は、おそらく同じものだろう。


    　神楽かぐらヰゐ音耶の肉体は、それぞれが異なる才覚を内蔵した義指型デバイス〈奇腫指キヤンサー〉の性能を遺憾なく発揮するための〝器〟として造り出された〈専用肉体ハードウエア〉だ。


    　そして、今それに接続されている義指こそ、他ほかの義指の排除を専門とする対奇腫指用カウンター〈奇腫指フインガー〉──〈執行者エグゼキユーター〉である。


    　自らを人形と謳うたい、数々の義ぎ指しを精確に使いこなすことで、これまで敵の義指を幾本も討ち取ってきた紅くれないの執行者。


    　──つまるところ「神楽かぐらヰゐ音ね耶や」という個人は、〈執行者エグゼキユーター〉という義指にプログラミングされた疑似人格に過ぎない。どれだけ自然に人間らしく振る舞えるようになろうとも、結局は、ヒトという生き物を模も倣ほうしているだけの精巧な被造物だ。


    　音耶本人も、彼女の変化を間近で見てきた俺ですらも、心のどこかでそう思っていた。


    　たった今までは。


    「わたしは、──何？」


    　冷たい怯おびえを帯びた音耶の自問。


    　人として培つちかってきた十数年の人生──積み重ねた歴史を持たない、造り物としての生命。過去を持たないはずの自分が、なぜ存在するはずもない過去に絡め取られたのか。


    　表情を硬直させながら、音耶は答えを求めるようにこちらを見上げてくる。滑らかな前髪の隙すき間まから、不安に潤うるむ瞳ひとみが頼りなげに見つめてくる。


    「以前から、おかしいとは……思っていたんです。わたしの、造り物に過ぎないはずの人格が、なぜかあなたのことを考えるときだけは、何か制御できない熱を帯びる……」


    　音耶の右手が、すがるように俺の胸の辺りを強く握り締める。胸の中心に穿うがたれた古傷が、蠕ぜん動どうするように疼うずく。


    「〈紅指わたし〉があなたと共きよう融ゆうしたことによる影響を、わたしも──そしてあなたも、疑っていました。けれど、やっぱりそれも違ったんです。──だってわたしは、あなたを初めて目にしたその瞬間から、あなたのことを守ろうとした」


    　それがまるで自分の意志ではなく、見えない糸に操られていたがゆえの自動的な行動であったかのように音耶はいう。


    



    　冬。音耶と初めて出会ったときのことを思い出す。


    　蒼そう指し──〈狙撃手スナイパー〉を巡る事件で瀕ひん死しの重傷を負った俺は、貫かれた心臓に〈紅こう指し〉の断片を共融させることで生命を繫つなぎ止めている。


    　なればこそ、自分自身の一部分が融とけ込んだ芥宗佑おれという存在を、音耶が守ろうとする行為は、一種の自己防衛として考えれば納得のいくものだった。


    　しかし音耶は、自分自身の記憶と意志を徴ちよう証しようとして、そんな推論をはっきりと否定した。


    　確かに音耶のいう通りだ。


    　彼女の〝処置〟による俺の蘇生は、〈狙撃手スナイパー〉事件の、まさに終盤の出来事だった。


    　極限的な状況がいくつも重なったことでうやむやになってはいたものの──あの日、敵対した義指達の討伐から回収に至るまでの間、音耶は初めて出会ったはずの俺をあらゆる脅威から守り続けた。


    　音ね耶やは続ける。


    「……そうだ。さっき、幻覚の中で、わたしは白い部屋にいました。幼いわたしは、その中に独り閉じ込められていて──そして、目の前には」


    　膨ふくらむ疑惑が、薄れていた夢の記憶を呼び起こしたのだろう。


    「あなたが──いいえ、違う。でも──」


    　音耶は言葉を切り、茫ぼう然ぜんとした様子でいう。


    「音耶、おまえは──」


    　──おまえは、何だ。


    　さっきの音耶の自問と同じ言葉を、俺の唇くちびるが知らず知らずのうちになぞっている。


    　これではっきりした。他ほかの女生徒達と同じように、音耶が〈幻灯師フアンタズマゴリア〉による能力に呑のみ込まれた以上、義ぎ指しの中に組み込まれたプログラムに過ぎないはずの彼女にも、確たる〝過去〟が存在する。本物の人間のように。


    　しかし、と内心でかぶりを振る。


    　神楽かぐらヰゐ音耶の肉体は造り物ではないのか。


    　神楽ヰ音耶の人格は造り物ではないのか。


    　音耶は俺の胸から手を放すと、彼女自身の〝人格〟が宿っているはずの義指を、右手ごと強く握り締めた。その内に込められたものがどこにも逃げないよう、必死に守るように。


    「……そうだ。どうして、わたしはこんなことを、忘れて──」


    　音耶の双そう眸ぼうが見開かれる。〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の能力にあてられたことで何かのタガが外れたのか、彼女は加速度的に自らの記憶を取り戻しているらしい。


    「宗そう佑すけさん。わたしは、あなたと」


    　音耶の言葉は、そこでふいに中断した。


    　靴くつ底がリノリウムの床を叩たたく、こつりと乾いた音が耳を突く。声のした方に振り返る。


    



    「───くすくす」


    



    　草木が夜風にさざめくような、不気味な笑い声。


    　視聴覚室の入り口に小さな人影がひとつ、ぽつりと佇たたずんでいた。薄うす闇やみの中に茫ぼう洋ようと浮かび上がる矮わい軀くを見て取った瞬間、息を呑んだ。


    「ごめんあそばせ、名探偵さん方。……でもぉ、深夜の女子校で逢あい引きなんて、少々倒錯趣味が過ぎるのではなくて？」


    　人影の唇が、下弦の月の形を刻む。鼻にかかったような猫ねこ撫なで声が、俺の背筋を冷たく舐なめ上げていた。


    　美術品のように精せい緻ちな造りをした白い相そう貌ぼう、切れ長の瞳ひとみ。滑らかな黒髪のボブカット。細腕にぶら下がるレース細工の黒い日ひ傘がさ。黒と白のモノトーンを基調とした格好の中で、胸元を飾るタイの黒色だけがやけに毒々しい。


    「──〈斬殺鬼リツパー〉」


    　傍そばの音ね耶やが、敵意に満ちた低い声でその名を呟つぶやく。


    　金きん指し──〈斬殺鬼リツパー〉。最強の純戦闘型奇腫指キヤンサーにして、音耶と俺が出会う直前まで、彼女の〈専用肉体ハードウエア〉を所有していた存在。


    　約二か月前、瀬せ科しな市内で密ひそかに横行した連続遺体失しつ踪そう事件──その終幕を飾る夜において、〈専用肉体ハードウエア〉を取り戻すために現れた〈斬殺鬼リツパー〉は音耶を追い詰めながら、その目的を果たす直前で自身の〝宿主〟に阻止され、行方を晦くらませていた。


    「なぜ、あなたがここに？」


    　音耶が疑問を呟くのと同時に、〈斬殺鬼リツパー〉の身を包んでいるのが、この隷れい陽よう女学院の制服であることに気付いた。


    「……そういうことかよ。おまえ、いいトコのお嬢さんだったワケだ」


    「そ。正確には、わたしじゃなくてこの殻カラダの身分だけど」


    　現在、金指かのじよと接続されている肉体は言わずもがな、何の変哲もない一般市民だ。最後に〈斬殺鬼リツパー〉と会った際、彼女にはどういうわけか、義ぎ指しに取り憑つかれた宿主に特有の精神汚染が見られず、どころか〈斬殺鬼リツパー〉が宿主の人格に圧倒される形で支配下に置かれていた。
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    〈斬殺鬼リツパー〉──人の躰からだと生命を引き裂くことをこそ存在意義とした、生まれながらの殺人者。


    　各々の〈奇腫指キヤンサー〉は、自身にインプットされた才能を行使するにあたって、薬物の中毒症状にも似た強迫観念を宿主に植え付けることでそれを実行させる。


    　だが夏に対たい峙じして以降、〈斬殺鬼リツパー〉の仕し業わざと思われる猟奇殺人事件は起きていない。


    「よく今日までのうのうと過ごせてきたもんだな」


    　この学院からは失しつ踪そう者なんてひとりも出ていない。隠いん匿とくのもっとも難しい〝才能〟を抱えた彼女は、今日まで品行方正なお嬢様として、つつがなく学生生活を送ってきたのだ。


    「そこはそれ、わたしだって日々努力してるわけ。この息苦しい世の中で、うら若い乙女が誰だれにも知られず〝欲求〟を発散するのがどれだけ難儀か、あなたご存じ？」


    「ご存じじゃねえし、興味もねえよ。ゴミ溜めのゴキブリだって、てめぇよりゃ節操がある」


    　吐き捨てる。──つまりはそういうことなのだ。〈斬殺鬼リツパー〉の手にかかる犠牲者が減ったわけではない。彼女自身が、より狡こう猾かつに社会へと溶け込む術すべを身につけただけのこと。


    「いたいけな女の子に、酷ひどい喩たとえ」


    　答える〈斬殺鬼リツパー〉は、妖よう艶えんな笑みを崩さない。


    「でも正直──普通の人間ってちょっと脆もろすぎるの。ねぇ、日々慎つつましく生きているわたしなんだから、たまには嚙かみ応えのあるごちそうで贅ぜい沢たくをしたって、罰ばちは当たらないと思わなぁい？」


    「つまり、今夜あなたが本来狙ねらっていたのは──」


    　音ね耶やが気付いた顔をする。音耶が向けた視線の先には、いまだ床に昏こん倒とうしたままの東しの雲のめ麗れい華かの姿があった。


    「くすくす。最近の昏こん睡すい事件が〈奇腫指キヤンサー〉の仕業だったのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだったもの。その犯人が同じ学校に通っているっていうんだから……美お味いしく頂かない手はないでしょう？」


    　赤い舌を蛇へびのように覗のぞかせて〈斬殺鬼リツパー〉がいう。


    「……反へ吐どが出ます、殺人鬼」


    　短い罵ば倒とうと共に、音耶はゆっくりと立ち上がる。教室の入り口の傍そばに依然として佇たたずんでいる〈斬殺鬼リツパー〉から、俺を庇かばうように対峙する。


    「──でもまさか、こんな所であなた達に会えるだなんて思ってもみなかった。こういうのって、海え老びで鯛たいを釣るっていうんだったかしら？」


    　心底愉快げな笑みと共に、〈斬殺鬼リツパー〉は手にした日ひ傘がさの柄に指先を掛けた。


    「さっきみたいに所長さんと見つめ合って、お互いの睫まつ毛げでも数えていなさいな。痛みもなく終わらせてあげるわぁ」


    　金属が滑る音と共に、傘から細身の刀身が抜き放たれる。銀色のサーベルがぬらりと妖あやしい光を放つ。


    「あなたわたしの躰──今夜こそ、返してもらう」


    〈斬殺鬼リツパー〉の瞳ひとみが、暗くら闇やみのなかに鮮やかな金色の輝きを灯ともし始める。


    「宗そう佑すけさん、退避してくださいっ！」


    　切迫した叫びと共に、音ね耶やが床を蹴けり上げて飛び出す。右目から紅あか色の残光を引きながら、戦闘態勢の〈斬殺鬼リツパー〉に接敵する。


    「くす──っ」


    〈斬殺鬼リツパー〉の振るったサーベルの軌跡が奔はしる。数本の白髪を散らしながら、身を屈かがめた音耶が敵の足首を狙ねらったローキックを放つ。


    　真上に跳躍した〈斬殺鬼リツパー〉の腹目掛けて、素早く立ち上がった音耶が鋭い貫ぬき手てを繰り出す。


    　その追撃を、空中で猫のごとく身をひねって回避した〈斬殺鬼リツパー〉が、下方から刃を斬きり上げる。しなる刃先が、攻撃を空振りして無防備となった音耶の左肩口を引き裂いていた。


    「──っ！」


    　肉の裂ける音。視聴覚室の白い壁に血を撒まき散らしながら、音耶が苦く悶もんの声を漏もらす。たまらず後退しようとする音耶目掛けて、閃せん光こうめいた速度でサーベルの切っ先が殺到する。


    「ぐ」


    　ガードした左下腕、右下腕、脇わき腹ばらを同時に貫かれながらも、音耶はほうほうの体ていで体勢を持ち直して着地する。両者の距離が再び離れ、室内に静寂が立ち戻る。


    「紅こう指し？　あなた……前にもまして、動きが鈍くてよ」


    　サーベルに付着した血を振り払う〈斬殺鬼リツパー〉の表情に、初めて愉悦と嘲ちよう笑しよう以外の色が浮かぶ。


    　彼女の言葉通り──音耶の動作は、明らかに普段のキレを欠いている。その不調が、先ほどまで見ていた幻覚による影響であることは明らかだった。


    「おい音耶！」


    　床に血を滴したたらせる音耶の背中に向かって叫ぶ。


    「わたしは平気ですから、早く退避を！　いつまでも防ぎきれません！」


    「ちょっと落ち着け！」


    　逃げるも何も〈斬殺鬼リツパー〉に入り口塞ふさがれてるし。あとここは四階である。


    　一方の〈斬殺鬼リツパー〉は、手負いとなった音耶に追撃を掛けるでもなく、ただ教室の入り口に立ち尽くしたまま、冷め切った瞳でこちらを見下ろしている。


    「……あなたの体たらくにはほとほと呆あきれていたけれど──まさか、ここまで腑ふ抜ぬけになっていたなんて」


    　金色の瞳が、音耶を外れてこちらに向く。


    「いっそ夏のときみたいに、後ろの所長さんに頼った方がいいんじゃなくて？」


    「……ぞっとしねえな」


    　苦笑を返しながら、思い出す。　


    　約二か月前──夏の連続遺体失しつ踪そう事件の際、〈斬殺鬼リツパー〉に殺されかけた俺の躰からだに起きた異変。俺の心臓に融とけた〈奇腫指キヤンサー〉がもたらしたと思おぼしき、紅こう指しの能力の、その一端。


    　運も味方したとはいえ、一度は〈斬殺鬼リツパー〉を退けた戦闘能力の発現。


    　歯は嚙がみする。正直なところ、今の音ね耶やに〈斬殺鬼リツパー〉を倒すだけのポテンシャルを発揮できるとは思えない。


    　──例の能力の発動条件が俺の生命状態に連動しているのなら、あの日のように俺が一度死にかけることで、この状況を切り抜けることができるかもしれない。


    　ポケットの中の硬い感触を握り締める。……あの夏以来、俺のポケットの中には、事務所の瓦ガラ礫クタから発掘した折り畳みナイフが眠っている。敵に対する武器ではなく、自傷のために準備しておいた道具。


    「──下へ手たな考えを起こさないでください、宗そう佑すけさん」


    　ナイフを取り出そうとした瞬間、俺の思考を先読みしたように音耶が鋭く告げる。


    「どうにかします。ですから、どうか──」


    〈斬殺鬼リツパー〉は呆あきれたように目を細めた。


    「滑こつ稽けいねぇ。あなたもわたしも──しょせんは造られた存在なのに」


    「……黙りなさい」


    　音耶の声が硬さを帯びる。


    〈斬殺鬼リツパー〉はなおも可お笑かしそうに首を傾かしげる。艶つややかな黒髪が白い頰ほおにかかった。


    「ねぇ紅指。あなたの目を見てようやくわかったわぁ。今、あなたの躰からだを襲おそっている無ぶ様ざまな不調、その原因。──あなた、思い出したのね？」


    「……黙って」


    「でもね、残念。あなたがどれだけあがこうか、どれだけ望もうが、あなたの望みは決して叶かなうことはないの」


    「音耶」


    　震ふるえる音耶の腕を背後から摑つかむ。音耶は応えない。


    「わたし達はしょせん、他人の手によって定められた動きで滑稽に踊るだけの──」


    〈斬殺鬼リツパー〉の唇くちびるが吊り上がる。その瞳ひとみが愉悦の形に歪ゆがんでいく。


    「──奇械仕掛けのデク人形に過ぎないわ」


    「黙れぇ！」


    　ついに音耶が激する。彼女は俺の腕を振り払うと、流れるような動きで自らの左手の義ぎ指しを外した。その手がスカートの下に伸び、太ふと腿ももにベルトで巻きつけられたシガレットケースの蓋ふたを開ける。


    「音耶ッ！」


    　声は届かない。


    　ケースから取り出した新たな義指──蒼あおいマニキュアで爪そう部ぶを彩られた〈奇腫指キヤンサー〉を、自らの欠けた右手に接続した。


    「装塡リロード──〈狙撃手スナイパー〉ッ」


    　激情に塗り潰つぶされた声が響き渡る。音ね耶や自身の人格が内蔵された紅こう指しに入れ替わり、蒼そう指しの疑似人格が目を覚ます。


    　暗くら闇やみの中に淡い蒼あおが浮かび上がる。彼女の両の瞳ひとみが発する、義ぎ指しの専用色彩パーソナルカラー。


    〈狙撃手スナイパー〉の才覚──精密性に優れ、あらゆる銃火器を意のままに使いこなす疑似人格。


    　瞬時に換装を終えた音耶が、手慣れた動きで腰に挟んだ拳銃FN Five-seveNを引き抜き、その銃口を〈斬殺鬼リツパー〉へと向ける。


    「馬ば鹿か野や郎ろう……！」


    　奇襲にすらなっていない。いくら卓越した射撃技術を有しようとも、こんな馬鹿正直な戦い方でどうにかなるはずもない。


    　加えて今の敵は、規格外の戦闘力をもった〈斬殺鬼リツパー〉である。トンズラまでの時間稼ぎになれば御おんの字、最悪この場で皆殺しだ。


    「──　　　　──、ぎ──……　　!?」


    　が、次に目の前で起きた事態は、そんな予想を完全に逸脱するものだった。


    　音耶の喉のどから苦しげな吐息が漏もれる。その指からするりと銃が滑り落ち、床にぶつかって玩がん具ぐのようにちゃちな音を立てる。


    　続いて、その銃じゆう把はを握っていた右手から──接続されていた蒼い義指までが、ぼとりと勝手にこぼれ落ちた。


    「な……」


    「────」


    　驚きは、俺だけでなく〈斬殺鬼リツパー〉も同じだったらしい。構えていたサーベルを下ろし、目の前の光景を怪け訝げんそうに見守っている。


    「……そう。そういうことなのねぇ？」


    　音耶の躰からだが膝ひざから崩れ落ちる。床に跪ひざまずいた彼女の手が、自動的な動作で紅あか色の義指を再び接続する。


    「どう──して？」


    　自らの身を襲おそった状況を、ようやく把握したのだろう。数秒の間を置いて、音耶は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。自らの血で塗まみれた右手と、床に転がったままの義指を凝然と見下ろしている。


    　いったい何が起きた。


    　義指の──〈奇腫指キヤンサー〉の作動不良だって？


    　馬鹿な、と叫び出したい気持ちになる。こんなこと、これまでただの一度たりとも起きていない。


    「どうして。どうして、どうして、どうして──」


    「しっかりしろ！」


    　茫ぼう然ぜんと自問を繰り返す音ね耶やの腕を強く引き、耳元で呼びかける。


    「状況考えろ、落ち込んでる場合じゃねえだろ！」


    「宗そう佑すけ、さん──わたし」


    　音耶の瞳ひとみがこちらに向く。この状況に対する答えを、彼女の視線が訊たずねてくる。


    「……そう」


    　音耶のそれとは対照的な、涼やかな声。一連の光景を、〈斬殺鬼リツパー〉はただ黙って見守っていた。


    「こぉんな幕切れって、正直釈然としないんだけどねぇ」


    〈斬殺鬼リツパー〉の声には、喜びも怒りも込められていない。ただ凍り付くような失望だけが、冷たい殺気となって漂ってくる。


    〈斬殺鬼リツパー〉は静かに目を閉じると、こちらに向かってゆっくりと歩み寄ってくる。


    「あなた達は、わたしを失望させたわ。せめてその身を贄にえと差し出して、〇・一秒の永遠の中で責任を果たしなさい」


    〈斬殺鬼リツパー〉が無慈悲に告げ、その姿が搔かき消える。


    　目で追うことすら叶かなわない。気付いたときには、〈斬殺鬼リツパー〉はすでに俺の横を素通りし、背後の音耶に向かってサーベルを振り上げていた。


    



    「さようなら、〈執行者エグゼキユーター〉。──せめてわたしが執行してあげる」


    



    　処刑に要した時間は、ほんの一瞬だった。


    　まず、音耶の紅こう指しが根本から切断された。


    　斬きり飛ばされた義ぎ指しが宙を舞う。その光景がやけに鮮明に、ゆっくりと、瞳の内側に流れ込んでくる。


    〈斬殺鬼リツパー〉のサーベルが踊り、光が奔はしる。


    　ひとつ。ふたつ。みっつ。


    　紅あかい小指がみるみるうちに寸断されていく。まるで透明なミキサーに掛けられるようにして、人体の一部としての形も、意味も、一いつ閃せんごとに失われていく。


    　原型など残らない。ゴミのように地面にばら撒まかれた無数の破片には、すでに神楽かぐらヰゐ音耶としての面影も、尊厳も、残されてはいなかった。


    「────」


    　音耶の瞳から光が失われていく。抜け殻と化した躰からだが、今さらのように床に倒れ込んだ。奇妙な人形のように四し肢しを投げ出し、ぴくりとも動かなくなる。


    　それで終わりだった。


    　あまりにも呆あつ気けない、消滅。消失。


    　死。


    「さようなら。ヒトに憧あこがれた、愚かなお人形さん」


    　ついに宿敵を屠ほふった〈斬殺鬼リツパー〉は、さして感慨にふける様子もなく、ただ倒れ伏した音ね耶やの躰からだを──〈専用肉体ハードウエア〉を──じっと見下ろしていた。


    〈斬殺鬼リツパー〉はゆっくりと音耶の傍そばに腰を下ろすと、自らの義ぎ指しをサーベルにあてがい切断した。


    　これまで〈斬殺鬼リツパー〉だった宿主の躰が、切断される直前に義指から〝先行入力〟された命令に従って、〈専用肉体ハードウエア〉の右手に金きん指しを接続する。


    　もう幾度も目の当たりにしたはずの光景。自らの相棒が、まるでＣＤでも入れ替えるような手軽さで、別の人格──別の存在へと切り替わる瞬間。ひとつ今までと異なるのは、〝切り替わった〟彼女が再び帰ってくることは、もう二度とあり得ないということだけ。


    　抜け殻だった躰が、びくんと震ふるえる。これまで〈斬殺鬼リツパー〉だった少女の躰がどさりと床に倒れる。入れ替わりに、糸に吊られて持ち上げられる人形のように神楽かぐらヰゐ音耶〝だった〟躰が起き上がる。白い睫まつ毛げに縁取られた瞼まぶたが、ゆっくりと開かれていく。


    　その透き通った瞳ひとみが徐々に──淀よどみのない、鮮やかな金色へと彩られていく。


    「────くす」


    　つい数秒前まで相棒だった者が、その外観だけはまったくそのままに、中身だけがまるで異なる存在へと変へん貌ぼうしていく一連の光景を、俺は為なす術すべもなく傍観するしかなかった。


    「やっぱり不調の原因はコレねぇ……〝不純物〟が溜たまりすぎ」


    　その声音すら、神楽ヰ音耶のものと変わりがない。ただ、陶然としたその口調だけで、彼女がまったく異質な存在に変わってしまったことが伝わってくる。


    「でも……気分は本当に最高だわ。忌いまわしい枷かせから解き放たれて、全身が羽根になったよう」


    　両腕を広げ、〈専用肉体ハードウエア〉を取り戻した〈斬殺鬼リツパー〉は軽やかなステップを踏みながら、その場でくるりと回ってみせる。真しん珠じゆ色の髪がふわりと広がり、嗅かぎ慣れた甘い香りを振りまく。


    「さぁて」


    　肉体を取り戻した達成感に陶酔していた〈斬殺鬼リツパー〉の視線が、ふとこちらに向く。彼女は床に転がっていたサーベルを拾い上げる。


    　動くことができなかった。


    　恐怖でも諦てい観かんでもない。この四し肢しを突き動かす何かを、根こそぎ奪われてしまったかのような──正体のわからない虚脱感に、全身を蝕むしばまれていた。


    「じゃあ、今夜の仕上げといこうかしらね。……わたしからこの躰を奪ったあなたの悲鳴と絶望は、きっと忘れられない想い出になるわ」


    　淀みない靴くつ音が近づいてくる。


    　確かな死が歩み寄ってくる。


    　空虚な気分のまま、その光景を見つめる。


    「──？」


    　そのとき、〈斬殺鬼リツパー〉の足がふいに止まった。奴やつの視線が窓の方へ向く。


    　少し遅れて、校舎の外から車のブレーキ音が連続して聞こえてきた。……さっき、俺が知り合いの刑事を通して頼んだ応援がようやく到着したようだ。


    　お楽しみに水を差されたことへの苛いら立だちに、見慣れた相そう貌ぼうが不機嫌そうに歪ゆがむ。


    「邪魔が入ったわねぇ……まあどうせ、こんなお粗末な得物で頂くにはもったいない高級食材だし。せっかくだけれど、またの機会にしましょう」


    〈斬殺鬼リツパー〉は手にしたサーベルを、空き缶でも放ほうり投げるかのように放棄する。墓標のように床に突き立ったそれを一いち瞥べつし、奴は踵きびすを返した。


    「くす──ではごきげんよう、もうひとりのお父様。あなたのその絶望が美お味いしく醸じよう成せいしたときに、最高の得物と最高の気分で捌さばきにくるわ」


    　横顔だけで微ほほ笑えんだ〈斬殺鬼リツパー〉は、そんな奇妙な一言を最後に告げ渡すと、今まで自らの宿主だった少女の躰からだを邪魔そうにまたぎ、静かな足取りで教室を出て行った。


    　その白い背中が暗くら闇やみに呑のみ込まれる最後の瞬間まで、俺はついにその場から、一歩も動くことができなかった。
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    　誰だれもいない、薄暗く狭い個室だった。


    　あの出来事から一夜が明け、時刻は午前一〇時。


    『東しの雲のめ麗れい華かの〈奇腫指キヤンサー〉は、先ほど無事に切除が済んだよ』


    　手にした携帯のスピーカーから、淡たん々たんとした桐きり呀がの声が響いてくる。警視庁捜査一課の警察官であり、互いに〈奇腫指キヤンサー〉を追い続ける唯一の協力者。


    　あの後、立ち去った〈斬殺鬼リツパー〉と入れ違いで駆け付けた桐きり呀がの部下によって俺は保護され、そのまま彼らの車に乗せられて、見知らぬ建物へと連れ込まれた。


    　高速を使って一時間ほど。隣県の山奥にひっそりと建つ無味乾燥なビル。


    　生い茂る木々の中、巧妙に隠された四階建ての施設の外観は、隔かく離り病棟か、それとも刑務所のような印象を抱いだかせた。


    　ただひとつ奇妙だった点は、その建物には、鉄格子どころか窓というものがひとつも存在しなかったことだ。


    『貴様が殴なぐった顔面を除けば、肉体的にはほぼ健康そのものだ。一般的な医療処置で、充分に回復可能だ。体内に腫瘍デツドセルが形成された痕こん跡せきも、今のところ見られない』


    　デッドセル──その忌いむべき単語が、耳の奥に滑り込んでくる。それは宿主に取り憑いた〈奇腫指キヤンサー〉が、その異能を発揮するため体内に生成する特殊な腫瘍だ。


    　本来、〈奇腫指キヤンサー〉の切除には紅こう指しの持つ〝透視スキヤン〟と〝除去ネクローシス〟、ふたつの能力が必要となる。それらの工程を欠いたまま、デッドセルを残して義ぎ指しの切除を行った場合、侵食度にも左右されるものの、装着者は肉体と精神を完全に破壊されることになる。


    　だが桐呀は開口一番、その摂理を呆あつ気けなく否定してみせたのだ。


    『宿主との相性や、義指本来の性能差だろう。依然として得体の知れない代しろ物ものではあるが、〈奇腫指キヤンサー〉が人の手になる物で、かつ複数本存在している以上、製造を重ねるほど機能が洗練されていくのは当然だ』


    　施設内の一室──粗末なパイプベッドが一台と、机が一脚だけの狭い個室。鉄製の扉は外側から施錠され、俺は保護という名目の隔離状態に置かれている。


    『おい芥あくた。さっきから、人の話を聞いているのか。たった今、貴様達の存在意義が否定されたところだぞ』


    　電話の相手がじれったそうに訊たずねてくる。


    「……聞いてるっつの。で。楽しい話はそれで終わりか、桐呀」


    　短く返す俺に、桐呀はくつくつと皮肉っぽく笑う。


    『ふん。ずいぶんとご傷心の様子だな。貴様はもっと割り切っていると思っていたが──』


    「うるさい。……だいたい何なんだよ、この監獄めいた施設は」


    『ふむ。そういえば、ここに貴様を招待するのは初めてだったな』


    　桐きり呀がが淀よどみなく続ける。


    『以前、ある事件で押収された物件を改修した施設でね。色々とややこしい過程を経て、今は私が責任者だ。〈奇腫指キヤンサー〉に関かかわった者のほとんどが、今もこの施設に収容されている』


    　その言葉に、俺は伏せていた顔を上げる。


    「なんだと」


    『貴様が今寄りかかっているその壁一枚隔へだてた向こう側では、貴様がよく知る〝哀れな被害者〟達が、今も昏こん々こんと眠りについているよ』


    　笑いを堪こらえるようなその言葉に、息を呑のんだ。どんよりと鈍化していた思考に火花が走り、ここ数か月の記憶が蘇よみがえる。


    『そうだなぁ、芥あくた……貴様が特に深く当事者と関わった案件は、冬の連続航空機墜落事件……それに、八月に起きた連続潰かい殺さつ事件だったな？　ふたりとも目と鼻の先で〝入院〟している。貴様が面会を希望するなら、手配してやらんでもないが』


    　弄もてあそぶような、嗜し虐ぎやく的てきな声。


    『──もっとも、どちらも会話が成立するような状態ではないがね』


    「てめえ」


    　握り締めた拳こぶしが震ふるえる。


    「こんな辛しん気き臭え部屋に人を一晩閉じ込めて、悪趣味な挑発で時間を潰つぶすことがおまえの仕事か？　ずいぶんと暇ひまなんだな、警察のエリートさんよ」


    『そういきがるな。それに本来、この場面で腹を立てるのは私の方だぞ』


    　桐呀が小さく息をつく。


    『芥。私はね、貴様のことをそれなりに評価していたんだ。だからこそ、庇ひ護ごするべき一市民に過ぎない貴様に、貴重な〈専用肉体ハードウエア〉と紅こう指しを託した』


    「────」


    『それを片や奪取され、片や破壊された──正直、目も当てられない有り様だ』


    　これまでこちらを玩がん弄ろうするばかりだった桐呀の声に、初めて明確な苛いら立だちが混じる。


    『神楽かぐらヰゐを預けたときに忠告したはずだ。〝こちらの助力は期待するな〟と』


    　その難なん詰きつが契機となって、冬の記憶が蘇る。


    　俺が初めて、あの忌いまわしい義ぎ指しと──三本の〈奇腫指キヤンサー〉と同時に邂かい逅こうした事件。


    　ある海域で、あらゆる航空機が連続して墜落事故を起こす出来事が相次いだ。墜おちた航空機やヘリはすべて、対物ライフルの砲弾によって機関部や主翼、ローターを正確に撃ち抜かれていた。〈奇腫指キヤンサー〉──〈狙撃手スナイパー〉を手に入れた、たったひとりの少女によって。


    　当時、俺はすでに〈奇腫指キヤンサー〉の存在を察していた桐呀と出会い、そして事件に巻き込まれたのだ。


    　調査を進めるうち──その狙撃事件には、ひとりの殺し屋が関かかわっていることが判明した。


    　その殺し屋こそが、当時〈専用肉体ハードウエア〉に接続されていた〈斬殺鬼リツパー〉だ。


    　俺の計略と桐きり呀がの武力によって辛くも〈斬殺鬼リツパー〉を切除することには成功したものの、連続航空機墜落事件のケリをつけるため音ね耶やと共に訪れた航空機内で、奴は自身の躰からだを取り戻すため、再び俺の前に姿を現した。当時の、仮かり初そめの宿主に取り憑き、その意志のすべてを支配して。


    　激戦の結果、音耶に敗れた〈斬殺鬼リツパー〉は機外に投げ出されたあげく、海の中へと消えた。どうにか生命を奪わず確保することに成功した〈狙撃手スナイパー〉の少女も、義ぎ指しによってすでに心を喰い尽くされ、今も昏こん々こんと眠り続けている。それ以降、俺は桐呀にあのオンボロ事務所と、そして『探偵事務所所長』という失笑ものの看板を与えられたのだ。


    『私が神楽かぐらヰゐを貴様に預けたのは、奴やつが貴様以外の人間に懐なつこうとしなかったからだが……それ以上に、私の胸には期待があったよ』


    　桐呀の声音が低くなる。


    『当時、貴様は全盛期の〈斬殺鬼リツパー〉を見事に止めてみせ、あまつさえ奴の〈専用肉体ハードウエア〉まで奪ってみせた。その手腕を評価したからこそ、私は貴様に彼女を託した』


    「……そりゃ結果論だ。俺はわけもわかんねえまま、てめえ大事であがいてただけだ。最終的に〈斬殺鬼リツパー〉と戦ったのだって、音耶だろうが」


    『重視されるのはいつだって過程でなく結果だよ。もっとも、結果的に貴様は純粋な人間でなくなり、〈狙撃手スナイパー〉の少女は義指に人格を侵食されて再起不能となったわけだが』


    　自らの胸に視線を落とす。


    　撃ち抜かれた風穴を塞ふさぐため、この世でもっとも忌いむべきモノを埋め込まれた自分の心臓。


    『……まあいい。本題だ。昨夜、〈斬殺鬼リツパー〉が脱ぎ捨てていった宿主についてだがね』


    　唐突に話題が変わる。携帯を握り締めたまま、ぼうっと耳を傾ける。


    『名前は幌ほろ月づき翠すい子こ。隷れい陽よう女学院の中等部に所属する学生だ。かなりの期間、金きん指しと接続していたと予想されるが、東しの雲のめ麗れい華かと同様、精神汚染はほとんど起きていない。今は意識を失っているが、じきに目を覚ますだろう。家族にはまだ引き渡していない』


    「…………」


    『検査の結果、幌月翠子の躰からだには内臓、肉体を大きく損傷した痕こん跡せきが見られた。何かしらの事故によって重傷を負ったものの、いずこかで手に入れた金指を接続したことで生命を繫つなぎ止めていたようだ』


    〈奇腫指キヤンサー〉が宿主にもたらす代謝能力の強化によって、幌月翠子は長い時間をかけて傷を癒いやしたのだろう。


    『義指と宿主との相性のような要素もあるのだろうな。ともあれ、〈奇腫指キヤンサー〉を失った現在も彼女が生きているのは、義指が接続されたことで機能不全に陥おちいっていた代謝機能が修復されたからだろう。これから尋問に移るところさ』


    　桐きり呀がの声が一瞬、嗜し虐ぎやく的てきな色を帯び、すぐに元の乾いたそれに立ち戻る。


    『さて──〈専用肉体ハードウエア〉を取り戻した〈斬殺鬼リツパー〉の行方は、依然として不明のままなわけだが』


    「……だろうよ」


    　奴やつがどこへ逃亡したかは知れないが、少なくとも桐呀の息が掛かった瀬せ科しな市には、しばらくは姿を現さないだろう。


    『昨夜から学院を中心点とした各地点に監視網を敷くと同時に、現在も市内で聞き込みを行わせてはいるが、目撃情報は今のところゼロ。この時刻になってしまっては、もう発見は期待できないだろう』


    　そこでだ、と桐呀が低く告げる。


    『神楽かぐらヰゐという〝武力〟を失った今の貴様にできることは、これまでのノウハウを活いかして我々の捜査に協力することだけなのだが……どうするね？』


    「どうせ、おとなしく従わねえ限り、ここから出してもらえねえんだろうが」


    　桐呀は短く喉のどを鳴らして、肯定を表す。


    『貴様は〈奇腫指キヤンサー〉の事情を知り過ぎている。これまでの貴様達には、そのリスクを上回ってなお余りある利用価値があったが、それも今となってはこのザマだ。選択の余地はないだろうが、まあ貴様なら──』


    「嫌いやだね」


    　あらかじめ用意していた回答は、思いのほかスムーズに喉から出てきた。


    『……理由を訊きいてほしいか？　それとも慰めの言葉でも掛けてもらいたいか』


    　失望もあらわに吐き捨てる桐呀の声を聞きながら、黙って宙を見つめる。


    『貴様の体内で今も蠢うごめいている〝機密〟の件だってある。従わなければ──』


    「それ込みで好きにしろっつってんだよ。培養液にでも漬けときゃ、案外もう一本作れるんじゃね？　新しい〈執行者エグゼキユーター〉をさ」


    　沈黙が落ちる。桐呀が息を呑のむ気配──というのは、相当に珍しい代しろ物ものではないだろうか。


    　もう、何もかもどうでもいい気分になっていた。


    　自分はもっと、器用に立ち回れる人間だと思っていた。


    　いけすかない相棒と組んで事件を追って、いつかあの得体の知れない義ぎ指しの謎なぞを摑つかんで──そうして、いつかは救うことができると思っていた。


    　新しい街に来たばかりの俺に手を差し伸べてくれた、〈狙撃手スナイパー〉の女の子のことも。


    　家族に翻ほん弄ろうされ、最後は自らの過ちを後悔しながら眠りについた、後輩の女の子のことも。


    　自分の存在を「人形」と蔑さげすみ、そのくせ徐々に変わっていく自分自身の内面に困惑して、それでも必死にあがき、最期まで無力な俺を守り続けた──あいつのことも。


    　音ね耶やの顔を思い出したとたん、今さらのように背中を鳥肌が走った。


    〈奇腫指キヤンサー〉の行方を追い、そのすべてを始末して、かつての日常を取り戻す──これまで抱き続けてきた〝意志〟という名のエンジンから、大切な部品が抜け落ちたような気分。いくら気力を奮い立たせようと努力しても、胸の内は冷えて沈黙したまま、無機質な鼓動だけを虚むなしく繰り返す。押し寄せる孤独感が、自分という存在の矮わい小しようさを必要以上に自覚させる。


    　音ね耶やは死んだ。自分の無力のせいで。


    　変えようのない事実は銛もりのように深く突き刺さったまま、俺の心身を腐敗させていた。


    『そうか』


    　耳元で終わりを告げる声がする。通話が途切れる。


    　この狭い部屋にぶしゅうとガスが吹き込まれて、意識を奪われる妄想をする。


    　しかし実際に聞こえたのは、鉄てつ扉ぴの施錠が外される、がちゃりという音だった。


    　扉を開けて現れたのは、黒いスーツに身を包んだ屈強なふたりの男だった。


    「出口はこちらです」


    　野太い声が、抑揚なく告げる。てっきり、このまま問答無用で施設の奥に連行されることを想像していた俺は拍子抜けしてしまう。


    　前後を男に挟まれ、四方をコンクリートで囲まれた廊下をしばらく歩くと、すぐに出口へと辿たどり着いた。


    「よろしければ車でお送りしますが」


    　無駄に親切な申し出に、首を横に振って応こたえる。無言で施設内へと戻っていく彼らの背中を見送ったあと、周囲に視線を移す。


    　背の高い木々の葉に切り取られた空は、清すが々すがしいほどに晴れ渡っていた。ひやりと冷たい空気が肌を撫なでる。


    「……んだよ」


    　ひとりごちる。桐きり呀がの奴やつ、人を脅すような物言いしやがったくせに、断ったとたんあっさり放ほう逐ちくしやがった。


    　いっそ実験動物として扱ってくれでもすれば、色々と思い悩む手間も省けたのだが。


    　こうして自由の身になったことを、俺はもっと喜ぶべきなんだろう。それがいつの日か〈斬殺鬼リツパー〉に斬きり殺されるまでの、束つかの間の自由だったとしても、だ。


    　顔を上げる。現在地は判然としないが、電波はしっかり届いている。携帯を取り出してマップを立ち上げる。


    　瀬せ科しな市まで徒歩で戻るにはいささか距離があったが、出口のない思考のループに身をやつすには、ちょうどいい時間かもしれない。


    　ともあれ、まずは森を抜けて道に出なければ。


    　踏み出した足は、まるで砂でも詰まっているように重かった。


    



    



    　事務所の前に辿たどり着いた頃ころには、すでに午後九時を回っていた。辺りはすでに暗くら闇やみに包まれていて、半日近く休憩も水分補給もせずに歩き続けたことになる。


    　瀬せ科しな市からさほど離れてはいなかったものの、少なくとも徒歩で行き来するような距離ではない。その証拠に下半身が悲鳴を上げている。


    　細かな亀き裂れつと苔こけに覆おおわれた、今にも崩れそうなテナントビルの外観をぼんやりと仰ぎ見る。


    　連続航空機墜落事件後、音ね耶やと行動を共にすることになったせいで本来入居予定だったアパートが使えなくなった。それを見かねた桐きり呀がが急きゆう遽きよ、このねぐらを用意したのだ。


    　入り口には、各階の詳細を示す色あせたプレートが設置されている。


    　とはいっても、表記は軒並み空欄だ。


    　そんな中で唯一、四階フロア部にだけ『神楽かぐらヰゐ探偵事務所』という掠かすれた文字が鎮ちん座ざしている。以前の住人が残していったままの機材やら看板のせいで、結局なし崩し的に運営を引き継いでしまった。


    　あまりにちっぽけで頼りない砦とりで。この数か月、俺と音耶はこの古錆さびた建物を本拠地にして、〈奇腫指キヤンサー〉の追跡に明け暮れてきた。あの中で、そりの合わない相棒と衝突もした。和解もした。俺は料理でも覚えやがれと命じ、彼女は狭いキッチンで試行錯誤を繰り返していた。夏には新たな所員を迎え入れて賑にぎやかにもなった。良きも悪しきも入り乱れているものの、想い出はいくらだってある。──今は朧おぼろの彼か方なたに映る幻のようにぼやけている。


    　看板を眺めていると、ふと記憶が蘇よみがえる。


    「他ほかの〈奇腫指キヤンサー〉を刈り取るため」という、他の義ぎ指しとは一線を画すコンセプトを有していたからか──紅こう指しにはあらかじめ、「ネヤ」という個体名が与えられていた。


    　が、さすがに姓の方までは設定されていなかったようで、「神楽ヰ」という苗みよう字じは事務所の看板から引っ張ってきたのだ。我ながら適当な真ま似ねをしたもんだ。今さら、少し悪いことをしたな、という気持ちになる。


    　……結局、儲もうからないわ時間と手間だけは取られるわで、探偵事務所の所長なんざ良いことなんて何ひとつなかったな。


    　錆び付いた階段を、一段一段、踏み締めるように上っていく。


    　ぎしり、ぎしり。頼りなく足元が軋きしむ音が、胸の中に巣くう孤独感を増長させていく。


    　もう、この場所は空からっぽだった。


    　役目を終えたこの廃はい墟きよにはもう、自分以外の誰だれも存在しない。


    



    「って、あ────っ！　やっと帰ってきたー！　学校サボったうえに事務所まで放ほうりっぱなしで外泊のち夜帰りとか自由っぷりにもほどがありすぎます先輩！　ところでご飯にしますかお風ふ呂ろにしますかっ、それともあ・た・し？　などと何のひねりもない古典的な決め台詞ぜりふでお出迎えしてみましたけども、内心では正直めっちゃくちゃ怒り心頭な巻まき島しま舞まい奈な一七歳、純情乙女レボリューション！」


    　事務所のドアを開けた瞬間、ハイテンションすぎる声が耳に突き刺さった。早口言葉か。


    　応接間に置かれたソファから身を起こした巻まき島しまが、頰ほおをフグのごとく膨ふくらませながら、びしっと人差し指を突き付けてくる。


    　チョコレート色のおさげをぶんぶんと振り乱すことで怒りを表現しているらしい少女──巻島舞まい奈なは、同じ高校に通う一学年下の女子生徒兼、事務所の所員二号である。


    「ああ……おまえとかいたね」


    「開口一番ケンカ売ってくるなんて、今日も先輩の傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりは微み塵じんもブレないですね！　でも少しもめげない一途なあたし、一〇ポイントゲッツです」


    　巻島はいじけたように眉まゆ根ねを寄せ、ジト目でこちらを睨にらんでくる。実年齢とまるでかけ離れた童顔の持ち主なので、迫力はまるでない。大粒の瞳ひとみが責める視線を向けてくる。


    「も～、携帯は昨日からずっと繫つながらないし、メールは返事ないしで、本気で心配したんですからね？　今日は夕食作っとけなんて、自分でいったくせに」


    　──昨夜は〈幻灯師フアンタズマゴリア〉を追って行動中だったので、音ね耶やと桐きり呀がを除いた着信はすべて拒否設定していたのだ。


    　巻島はソファから飛び降りると、スリッパを突っかけて歩み寄ってくる。制服の上からエプロンを掛けている。今日は確か部活は休みのはずなので、夕方に学校が終わってから今までずっと俺を待っていたのだろう。


    「はい、上着貸してください。ご飯の前にお風ふ呂ろに──、って」


    　目の前の巻島はいきなり俺の服を摑つかむと、顔をじっと覗のぞき込んできた。


    「？　なんだよ」


    「あの、先輩。どうしたんですか？」


    「どうしたって、何が」


    「いえ、あの……昨日、ご飯ちゃんと食べました？　なんかげっそりしてますけど」


    　視線を外さないまま、巻島が不思議そうに訊たずねてくる。


    　まさか、一日絶食したくらいで人相が変わるほど贅ぜい沢たくな暮らしをしてきたつもりじゃない。


    　が、この感性豊かな後輩は、俺自身ですら認識できない変化に目ざとく気付いたらしい。


    「何でもないっての」


    　巻島の手をそっと引き離して歩き出し、ソファの背に上着を放ほうり投げる。


    　と、そこで、テーブルの上に並んだ料理の数々が、否いや応おうなく目に飛び込んできた。


    　野菜たっぷりのシチューに、鮭さけのムニエル。色鮮やかなポテトサラダに、あとはこんがりと焼かれるのを待つだけの食パン。


    　──きちんと三人分用意された、素朴ながらも美う味まそうな夕食。


    「だめですからねぇ、お風呂入ってからじゃないと。その間に温め直しますから。ってか先輩、ちょっと汗あせ臭くさいですよー。まあそれはそれで、あたしとしてはその先輩フレグランスだけでご飯三杯くらい軽くイケますけど」


    　背中から聞こえる無邪気な声も、今日はまったく頭に入ってこない。


    「ところで音ね耶やさんは？　どーせ一緒だったんでしょう？」


    　ふいに放たれた巻まき島しまの質問に、俺は背中を一度だけ震ふるわせた。表情の方は──たぶん、平静を保てていたと思う。


    「あの、先輩……？」


    　おずおずと声を掛けてくる巻島に振り返り、俺はなるだけ表情を付ふ随ずいさせずに告げる。


    「巻島。おまえさ、もう明日から来なくていいから」


    「だが断ります」


    　即答である。これだよ。


    「……今日はおまえの漫才に付き合う気分じゃねえよ。いいから。もう決まったから」


    「いやいや意味わからないですし。事前勧告もなしにリストラ食らって路頭に迷った哀れな後輩は、いったい明日からどこに行けばいいというのです！」


    「学校行け」


    「むぅ……何という、かつてない力押し……」


    「だいたいおまえ来年受験だろが。進学すんだろ？　だったらこんなくだらねえことしてる場合じゃねえって。ただでさえ飲食店とバイト掛け持ちだってのに」
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    「ふっふっふ、甘々ですね先輩！　そんなお説教に備えて、あたし今では食事と睡眠以外のほとんどすべての時間を受験勉強にあてているのです！　ちなみに平均睡眠時間は約五時間」


    　こんな場面で意外と勤勉な一面見せてんじゃねえよ。


    　──ダメだ、調子がくるう。巻まき島しま相手じゃ、話せば話すほど泥沼だ。


    　こいつがおとなしくこちらの言い分に納得してくれる様子がまったく思い浮かばない。


    「だいたい受験勉強なんてゆうちょーなコトしてたら、いよいよ本格的に先輩争奪戦で遅れをとっちゃいます！　というわけで、この件については後ほど音ね耶やさんも交えて朝まで真剣十代ミーティングなどを……」


    「───黙れ」


    　相手の言葉を断ち切って告げる。


    「……先輩？」


    　これまでのどんな辛しん辣らつな罵ば声せいとも異なる、乾いた決別の言葉。それを真正面から受けた巻島が、果たして今どのような心境なのか、想像したくもなかった。


    「で、でも……」


    　しつこく食い下がってくる巻島の目を見て、俺はいう。


    「あいつはもう、いない」


    「え？　……え、と」


    　何かを言い淀よどんでいる巻島に向けて、へらっと口元を歪ゆがめてみせる。笑顔の形が作れているだろうか。あまり自信がない。


    「──急な話でさ。故郷に帰っちまった。そのいざこざに巻き込まれて、俺も帰りが遅れたってわけ」


    「先輩」


    「それにビルの持ち主がさ、いい加減うるせえの。さっさとここ取り壊したいんだってよ。ここがなくなったら、次に事務所を構えるための金もコネもないだろ」


    「先輩」


    「ま、渡りに船ってやつだな。俺だっていい加減、こんな将来性のねえ仕事にゃ見切りを付けて、まっとうな学生生活に戻りたかったわけ。だからもう」


    「先輩」


    「……んだよ」


    　気付かぬうちに逸そらしていた目を、おそるおそる巻島へと向ける。


    「──どこから噓うそで、どこまで本当です？」


    　冷然とした、しかしどこまでも悲壮感に満ちた、それは初めて耳にする後輩の声だった。


    「ほとんどが出まかせだとは思うんですけど……でも、それでも全部が噓だったなら、きっと先輩、そんな顔できない」


    　見透かすような視線が、俺の全身を睨ねめ付けていた。


    　感情が制御できなかった。俺は見えない腕に引かれるように、乱暴な足音を立てて前へと踏み出した。巻まき島しまの目の前に立ち止まり、その二の腕を摑つかむ。


    「先輩、痛い……」


    　華きや奢しやな腕に、俺の指先が食い込む。


    「……うるせえよ。何様だ、おまえは？」


    　巻島の瞳ひとみを正面から見み据すえる。羞しゆう恥ちと後悔で無ぶ様ざまに歪ゆがんだ自分の貌かおが映り込んでいる。


    　彼女を巻き込みたくない。けれど見捨てられたくもない──そんな救いのない甘えが、半端な噓うそを口にさせた。巻島はもう俺と関かかわるべきじゃない。そもそも〈奇腫指キヤンサー〉が及ぼす危険を鑑かんがみれば、この事務所に所員として彼女を迎え入れたこと自体が間違いだった。その事実を自覚していながら、今まで目を逸そらし続けてきたのは──彼女の存在そのものが、絶えず起こる陰いん惨さんな事件と、平穏な日常とを明確に隔へだててくれる境界線だったからだろうか。


    「それともてめえには、はっきりいってやらないとわからないか」


    　自分史上最高の醜みにくさで笑う。これから浴びせ掛けられるであろう決定的な言葉を予期したらしい巻島の表情が、初めて怯おびえらしきものを帯びる。構わない。告げる。


    「──うざかったんだよ、心底。空気の読めない馬ば鹿かに、勝手に懐なつかれて、勝手に付きまとわれて」


    　巻島の腕から乱暴に手を放し、テーブルへと歩み寄った。丁てい寧ねいに並べられた、巻島の手作りの料理の数々が視界いっぱいに映る。


    　テーブルを足あし蹴げにし、その上に載っていたものを残らず床にぶちまけた。こぼれたシチューがカーペットに付着し、潰つぶれた鮭さけの油が向かいのソファの合皮を汚す。


    　巻島は驚くでも悲鳴を上げるでもなく、どこか虚うつろな目をしてその光景を見届けていた。


    「出て行け、消えろ。そのツラ二度と俺に見せんなッ」


    　腹の底から飛び散った、聞くに堪たえない醜悪な罵ば声せいと共に、俺は巻島から視線を外した。


    「…………」


    　巻島は一瞬だけ悲しそうに瞳を細めたあと、それ以上何もいわず、着けていたエプロンを丁寧に畳んで脇わきに置くと、鞄かばんを抱えて事務所を出て行った。


    　階段を駆け下りる音がやかましく響き、やがてそれも止やんで、あとには不気味な静寂だけが残された。


    　最悪な気分のまま、背中からソファに倒れ込んだ。無惨に床に飛び散った料理の残ざん骸がいを片付ける気も起きない。香ばしい匂においが混ざり合い、糾きゆう弾だんするように鼻び孔こうを突いてくる。


    　じっと天井を見つめる。時刻はすでに午後一〇時半。女の子がひとりで出歩くには、遅すぎる時間帯だった。この街では、特に。


    　──夏休みに起きた連続潰かい殺さつ事件を、ふと思い出す。


    　俺は、巻まき島しまが殺されたと早とちりして──柄にもなくいきり立ったっけな。


    「────」


    　あのときの記憶が起爆剤となって、嫌いやな焦燥感がじりじりと胸を焦こがしていく。


    　こんな時間に無理やり追い出した手前、せめて家まで付いて行ってやるべきだったのだろうか。……いや、でも家まで送ってやるよとかいえる空気じゃとてもなかったし。


    　ポケットを探る。短縮を呼び出し、たっぷり三分ほど躊ちゆう躇ちよしたあと、発信ボタンを押した。果たしてコール音は三〇秒ほど続いた。


    『……もしもし』


    　相手がようやく応じる。あの能天気な後輩のものとは思えない、乾いた声が耳を打った。


    『なんですか』


    「別に」


    『そうですか』


    　それ以上、会話が続くはずはなかった。そのまま無言の時間がいつまでも続くが、互いに通話を切ろうとはしない。時おり響く車の走行音に混じって、ローファーが地面を叩たたく規則正しい音だけがメトロノームのように耳に届く。


    　そのまま、二〇分ほどが経過した頃ころだった。


    　靴くつ音が止やんだと思いきや、まったくの無音が続き、そして──


    



    『きゃ───きゃああああああああっ！』


    



    　そんな、甲高い悲鳴がスピーカーから響き渡った。


    「……巻島!?」


    　一も二もなくソファから飛び起き、つんのめりながら玄関へと向かう。


    「おい！　おい!?」


    　まさか、本当に？　よりによって、このタイミングで。


    　自らの迂う闊かつさを呪のろう。秒刻みでリズムを乱していく心臓の鼓動がうるさい。


    　畜生、と叫び出したくなった。巻島と縁を切るにしても、もっとやり方を考えるべきだった。少なくとも、あんな──


    『なんちゃって』


    　華麗なまでのアクションでずっこけた。顎あごをしたたかに床に打ち付け、視界に星が散る。


    『噓うそですよ。演技です』


    「ぶっ飛ばすぞゴラア！」


    　携帯に向かってがなり立てる。たちが悪すぎるだろ。


    『……安心してください。もう家の前ですよ』


    「そうかよ」


    　ふざけたイタズラを仕掛けてきはしたものの、巻まき島しまの声には依然として抑揚がない。初めて耳にする、まるで他人のような彼女の声音は、予想よりも遥はるかに強く俺の心を圧迫した。


    『あたしってこんなんだから、結構誤解されやすいんですけど』


    　電源ボタンに伸ばした俺の指を、ふいに聞こえた巻島の声が引き止めた。


    『一度やるって決めたことに関しては、わりと真剣なんですよ。喫茶店のバイトだって部活だってそうですし、受験だって』


    　そんなことは知っている。巻島舞まい奈なは一見すれば馬ば鹿かで間抜けで能天気で、実際馬鹿で間抜けで能天気だが、何事においても手を抜くような真ま似ねだけは決してしなかった。助手としての雑務はしっかりとこなし、最初は不慣れだった料理だって、最近は着実に腕を上げていた。


    『だから、神楽かぐらヰゐ探偵事務所の一員として迎えてもらったときだって──先輩の力になれるんだって思うとすごくうれしくて、日々のやる気もマキシマムでした。巻島だけに』


    　こいつは本当は少しも怒ってないんじゃないだろうか。そんな疑念が頭をよぎったが、次に彼女の口から出た言葉は確かな悲壮さと、そして、自身の不ふ甲が斐いなさへの悲しみを帯びていた。


    『……ねえ先輩。あたしって、そんなに頼りなかったですか？　あんな顔で苦しんで、悲しんでる先輩の力に──ちょっとだけでもなれませんか』


    　醒さめていた巻島の声に、すがるような熱がこもる。


    『あたし、そんなに役立たずな助手でしたか──？』


    「──ああ」


    　即答した。瞼まぶたを閉じ、携帯から伝わってくる巻島の気配だけに神経を傾ける。


    『そう、ですか』


    「おまえじゃ、荷が重いんだ」


    　はっきりと告げる。生じた沈黙が凍り付く前に、答えをいい渡す。


    「だから、二度と会いたくない」


    『はい』


    　先に通話を切ったのは、俺と巻島、どちらだっただろう。


    　玄関口からソファへと戻る。床に放ほうり出した携帯は、倒れたままのテーブルの脚に当たって止まった。


    　……心臓の鼓動はまだ無ぶ様ざまに乱れたままだ。巻島に、今度こそ明確な決別の意志を告げ渡すとき、俺はもしかして焦あせっていたのだろうか。


    「……なんてな」


    　これで良かった、と自分にいい聞かせる。〈斬殺鬼リツパー〉の宣告が蘇よみがえる。


    〝あなたのその絶望が美お味いしく醸じよう成せいしたときに、最高の得物と最高の気分で捌さばきにくるわ〟


    　遅かれ早かれ、俺は奴やつに殺されるだろう。


    　神楽かぐらヰゐ音ね耶やを失った今、俺は丸腰に等しい状態だ。


    　そしてそのとき、もしも俺の隣に誰だれかがいたとしたら、〈斬殺鬼リツパー〉は嬉き々きとしてその凶きよう刃じんを振るい、俺の目の前でその隣人をいたぶり殺すだろう。芥あくた宗そう佑すけという獲物を、骨の髄まで味わうために。


    　巻まき島しまはもう俺と関かかわるべきじゃない。


    　俺はもう、彼女の隣にいてはいけない。


    　見慣れた事務所の内装を、ぼんやりと見つめる。引っ越してきた当初や、音耶と喧けん嘩か別れしていた時期にはゴミ溜ためじみた有り様だった所内は、俺がさっき自分でひっくり返したテーブルを除いて、整然とした秩序を保っていた。


    　大量の書籍や資料はしっかりと分類されて本棚に並び、カウンターの上には古びたブレッド缶や、巻島達の持ち込んだファンシーな小物が飾り付けられている。枯れかけていた観葉植物はきちんと剪せん定ていされ、その葉は瑞みず々みずしさを取り戻して生い茂っていた。


    　その清潔な静寂に、耐えられなくなって目を閉じる。周囲を漂っていた孤独感が全身の毛穴から体内に入り込み、悪お寒かんとなって背骨に絡み付いてくるような錯覚をした。


    　ここにはもう、誰もいない。


    　苦し紛まぎれにテレビの電源を点つけたが、気分はまったく変わらなかった。無機質なニュースキャスターの声が神経に障り、握ったリモコンを壁に叩たたき付ける。ボロい建材がへこみ、バッテリーカバーが音を立てて弾はじけ飛んだ。


    　自問する。なぜ昨夜、迷わず自らの胸を刺し貫くことができなかったのか。


    　決まってる。自分の身が可愛かわいかったからだ。


    　連続遺体失しつ踪そう事件で〈斬殺鬼リツパー〉と対たい峙じし、瀕ひん死しの重傷を負った際、俺の体内に埋め込まれた紅こう指しは尋常でない戦闘能力の向上をこの躰からだにもたらした。


    　あの力が再び発動する確証はなく、また本来の性能を取り戻した〈斬殺鬼リツパー〉に対する勝ち目は薄いだろうが、あの時決断できていれば、結果は違ったものになったかもしれない。


    〈斬殺鬼リツパー〉の出現は、明らかな異常事態だった。音耶ひとりの力では奴に太た刀ち打うちできないことも以前の戦闘ですでにわかっていた。


    　俺の判断ミスだった。


    　そのせいで、音耶は。


    「──、──」


    　喉のどの奥が、意志と関係なく蠕ぜん動どうした。ソファから起き上がり激しくえづくが、丸一日食物も水分も摂取していない胃からは、血液混じりの涎よだれしか出てこなかった。床にぶち撒まけられた巻島の料理に、汚らしい唾だ液えきが混じり込む。


    　吐と瀉しや物ぶつは出てこない。だが躰の芯しんは、仲間をみすみす見殺しにした俺自身を糾きゆう弾だんし、痛めつけるように蠕ぜん動どうを繰り返す。臓ぞう腑ふの奥が破れるような痛みを帯び、視界がちかちかと明滅する。


    　その痛みに、背中を丸めて耐えながら、溢あふれそうになる悲鳴を嚙かみ殺した。


    「──、──」


    　力なくソファにもたれながら、漫然と垂れ流され続けるテレビの映像に視線を向ける。何かを考えるのがもう嫌いやだった。せめて内側でなく外側に、思考を委ゆだねていたかった。


    　そのまま、どれだけ時間が経たっただろうか──番組は次々と移り変わり、やがて日付が変わる頃ころになって深夜のワイドショーを流し始める。


    　題目は未解決事件特集。次々と切り替わっていく話題に関心も湧わかないまま目を向ける。特集の中には、夏の連続潰かい殺さつ事件も取り上げられていた。的外れな推測を口にしているコメンテーターに届きもしない視線を送る。


    　やがて番組も折り返しに差し掛かった頃、ふと聞き慣れた名前が飛び込んできた。


    『失しつ踪そう事件といえば──門かど間まグループの元社長の失踪から、今日でちょうど一年になりますね。当時はえらく話題になったものですが……』


    「…………」


    　門間グループ。明治時代から連なる長い歴史を持ち、展開する主要会社だけでもゆうに六十を超える、日本国内に知らぬ者はいない一大複合企業。


    　音ね耶やが夏に入院していた門間総合病院もこの会社の管轄下にある企業立病院であり、また二月に発生した連続航空機墜落事件の発端となった新型国産航空機開発プロジェクトの出資元もこの門間である。


    　そんな大企業の最高責任者である門間閃せんが、去年の一一月を境に謎なぞの失踪を遂げたことを知らない人間は、日本にほとんど存在しないだろう。現在は彼の息子に全権が移され、企業経営自体はつつがなく存続している。


    　門間閃の顔写真がスタジオのスクリーンに表示される。テレビや雑誌で何度も目にした写真。頑健で強きよう靱じんさを感じさせる、獅し子しのような容よう貌ぼうの壮年男性。少年時代に遭った火事で負ったという右顔面を覆おおうケロイド痕あとが、その存在感に一層の凄すごみを与えている。


    　だがそれだけだ。別段関心があるわけでもない。いい加減にうるさくなってきた。リモコンは電池とお別れして遠くの床に転がっている。コンセントを抜いてしまおうと思い立ち、立ち上がった瞬間だった。


    「─────」


    　頭ず蓋がいの内側に、ざり、と爪つめを立てられる錯覚。


    　激しいノイズが視界を覆い尽くす。目め眩まいだか走馬灯だかわからない、グチャグチャとした何かが頭の中を痛みと共に高速で駆け抜けている。


    　だがそれもすぐに治まり、やがて視界は元の色を取り戻していた。俺は部屋の中央で間抜けに立ち尽くしながら、いつの間にか上がっていた呼吸を必死に整えていた。


    　……なんだ、今のは？


    　ただの不調か──それとも、何かが契機となったのか。


    　心臓に埋没した紅こう指しの能力を使う際にも似た、苦痛と不快感。


    　ノイズで濁にごった視界の中で、一瞬垣かい間ま見みえたのは──白壁で囲まれた、広大な部屋と、


    　そして、その中心に佇たたずむ、ひとりの白い──少女の姿。


    「……、……」


    　足がもつれ、尻しりからソファに倒れ込む。


    「今のは」


    　既視感──〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の攻撃を受けたときの、朧おぼろげな感覚にも似た──


    　がんがんと痛む頭を巡らせているうちに、意識がどろりと溶けていく。


    　まるで今の光景が何なのか──それを思い出すことを、頑かたくなに避けているかのように。
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    「────くそ」


    　史上最悪の目覚めだった。


    　翌朝になっても、全身に滞とどこおる疲労はまったく和やわらいでくれてはいなかった。


    　激しい目め眩まいをこらえて立ち上がり、洗面所で貪むさぼるように水を飲んでから、全身にこびり付いた脂汗をシャワーで流す。


    　冷蔵庫には巻まき島しまが特売日に買い込んだらしい食材がそれなりに詰まっていたが、調理無しで口に入れられるような物は何もなかった。一本だけ余っていた野菜ジュースを半ば無理やり胃に流し込み、身支じ度たくを調えてから外に踏み出した。


    「───〈斬殺鬼リツパー〉」


    　一刻も早く、奴やつを捜し出す。


    〈斬殺鬼リツパー〉が逃亡してから、一日以上が経過している。初動の遅れは致命的ではあったが、だからといってこれ以上時間を与えれば、いよいよ奴を見つけ出すのは不可能になってくる。俺の周囲に危険が及ぶ可能性を見過ごすわけにはいかなかった。


    　みすみす死にに行くつもりですか、あなたは──耳元で、彼女が囁ささやく幻聴がした。


    　まさか、と口の中で呟つぶやく。そんなつもりは毛頭ない。


    　曲がりなりにも、あいつのおかげで拾ったこの生命いのちだ。無駄にはしない。


    　あの夜、〈専用肉体ハードウエア〉を取り戻した〈斬殺鬼リツパー〉は確かにいっていた。


    



    〝やっぱり不調の原因はコレねぇ……〝不純物〟が溜まりすぎ〟


    



    　その呟きの意味するところは正確には知れないが、少なくとも奴はまだ本来の調子を取り戻していないはずだ。今の〈斬殺鬼リツパー〉に時間を与えれば与えるだけ、俺が殺される確率が増加していく。


    　現状かろうじて残されているはずの一パーセントの勝機が、指を咥くわえたまま〇パーセントへと変わるのを見過ごすわけにはいかない。


    　よりによってこの俺が、奴の異常性癖を満たすだけのペットのような存在になるだなんて、考えただけで反へ吐どが出る。


    　──それともうひとつ、俺にはどうしても、奴に直接確かめたい疑問があった。


    　九月に対たい峙じした際──そして昨夜にも、〈斬殺鬼リツパー〉はどういうわけか、俺のことをこう呼んだ。


    



    〝くす──ではごきげんよう、もうひとりのお父様〟


    



    　その言葉に隠された解答は、昨夜垣かい間ま見みた奇妙な光景に対する答えでもあるかもしれない。


    　とにかく〈斬殺鬼リツパー〉を追跡し、今度こそ確実にあの殺人鬼の息の根を止める。あわよくば、あの発言の真偽と意味も問いただす。


    　それが神楽かぐらヰゐ探偵事務所に──芥あくた宗そう佑すけに残された最後の責務であると、胸に刻んだ。


    



    
      ◇

    


    



    　──憧あこがれたのは、一〇〇年以上もの昔にロンドンに実在した、刃物遣いの殺人鬼だ。


    



    　教壇に立つ穏やかな風ふう貌ぼうの教師が、隣人を愛し、慈愛に溢あふれた人物になりなさいと諭さとす中、幌ほろ月づき翠すい子こはその可憐な風貌には似つかわしくない頰ほお杖づえなどをつきながら、よくそんなことを考えたものだ。


    　他ほかの誰だれに知られることもなく、幾人もの人間を夜な夜な斬きり殺しては、その亡なき骸がらを鮮やかに解体してみせた──正体不明、稀き代たいの連続殺人鬼。


    　なんて素敵なんだろう。なんて美しいのだろう。自らの本能に忠実なその在り方。禁忌とされる行為に手を染めることを微み塵じんも恐れない、人として尊とうとき魂。


    　幌月翠子は多くの人間が尊いと感じるであろう、生まれ出るもの、救われるものよりも、死にゆくもの、滅びるものに対して特別な美と喜びを見み出いだす性質の持ち主だった。


    　だがいわずもがな、社会というものは往々にして、多数派に対し都合の良いように構築されている。


    　運悪くその渦中に生まれ落ちてしまった彼女は、比較的幼い段階で、自らの性質と、そして社会の違和感に気付いてしまった。傍はた目めには、誰からも賞賛される真ま面じ目めな優等生を演じながら。


    　──齢よわい一四にして、幌月翠子は自らの退屈な人生に飽き飽きしていた。


    



    　だからある日、家族と旅行で訪れた海で、浜辺に打ち上げられた〝ソレ〟を見つけたとき、彼女は奇妙な直感と、そして高揚を覚えた。


    　名前を呼ばれた気がした。自分が選ばれた気がした。


    　本物の小指と見まごう──あまりに精巧な、その義ぎ指し。


    　その日以来、翠子は大切なお守りとしてその義指を肌身離さず持ち歩くようになった。


    　そうして──数か月後の夜。


    　彼女は運悪く無謀運転の車に撥はねられ、普通なら助かるはずのない傷を負い、そこから生き残った。


    　金きん指し──〈斬殺鬼リツパー〉の、新たなる宿主として。


    



    



    「目が覚めたか？」


    　穏やかな声に問い掛けられて、翠すい子こは目を覚ました。


    　凝こり固まった四し肢しを伸ばそうとしたところで──四肢がベルトで固定されていることに気付く。昔映画で見た、拘束衣というものを着せられているようだ。


    　翠子の躰からだは椅い子すに固定されていた。身動きひとつとれない。自由なのは首から上だけだ。


    　現状を把握しようと努める。


    　翠子は今、四方を打ちっぱなしのコンクリートに囲まれた、窓のない狭い部屋に閉じ込められている。正面には簡素なテーブルがあり、それを隔へだてて女性がひとり、自分と向かい合っている。


    「おはよう、幌ほろ月づき翠子くん。すまないね、いいところのお嬢様に、そんなはしたない格好をさせてしまって」


    　濃紺のパンツスーツに身を包んだ女性が微ほほ笑えむ。年は、二十台前半ほどだろうか。穏やかな笑顔の似合う優しげな風ふう貌ぼうは、しかし、なぜか翠子に野生の狼おおかみを連想させた。


    「気分はどうだ？　体調が優れないのなら、早々に申し出るといい」


    　それが心にもない形式だけの問い掛けであることを、少女は本能的に見抜いた。目の前の女性から向けられる鋭利な視線は、紛まぎれもなく外敵に対する類たぐいのものである。


    「……大丈夫よ、喋しやべれるわ。気分は最悪だけどね」


    　自らの拘束衣を見下ろしながら答える翠子に、女性は嫌いや味みなく微笑みかけてみせる。


    「それはよかった。安心するといい、私は警察関係者だ。訳があって一時的に君の身柄を預かっているが、時が来たらちゃんと家に帰してあげよう」


    　まるで信しん憑ぴよう性せいのない気休めの言葉に、翠子は黙って瞳ひとみをすがめる。女性はまるで動じる様子もなく、静かな声で告げた。


    「では始めよう。幌月翠子君。君、あの義ぎ指しをどこで手に入れた？」


    



    
      ◇

    


    



    「──本当ですか？」


    　ようやく手掛かりの一端を握ることができた頃ころには、すでに夕方の五時を回っていた。


    「うんそうそう。一昨日おとついの夜からさぁ、一台、まだ事務所に帰ってきてないんだよねぇ」


    　待ち望んでいた答えに、思わず息を呑のんで身を乗り出す。


    　俺が今訪ねているのは、市内の片隅にひっそりと看板を構えた、あるタクシー会社の小さな事務所だった。


    



    〈斬殺鬼リツパー〉の逃走先を予想するにあたってまず、奴やつがすでに瀬せ科しな市を離れているという前提で動くことに決めた。


    　俺をこうして生かしている以上、自らの逃亡が警察にも知れ渡ったことは、奴も承知のはずだった。いくら金きん指しの戦闘能力が破格であろうと、公権力相手に〈斬殺鬼リツパー〉が迂う闊かつな行動をとるとは考えにくい。


    　すぐに発見される可能性のある近隣の土地に、みすみす居座るような不用心をするとは考えにくかった。


    　次に、よその土地に逃亡したと考えた場合の、〈斬殺鬼リツパー〉の移動手段について。


    　今朝の時点で、〈斬殺鬼リツパー〉の目撃情報はゼロであったと桐きり呀がはいっていた。


    〈専用肉体ハードウエア〉の風ふう貌ぼうは相当目立つ。いくら夜中であろうが、誰だれの目にも、監視カメラにすら触ふれずに長距離を徒歩で移動することは不可能に近いだろう。


    　かといって、〈斬殺鬼リツパー〉自身が車かバイクを調達したとも考えにくい。盗難車はアシがつきやすいし、他県に出るための主だった道路に検問が張られることは、奴も予想しているはずだ。


    　だが、電車もバスも明朝まで動いていない。その状況で、始発を待つような悠長な真ま似ねをするだろうか。


    〈斬殺鬼リツパー〉の逃亡手段のひとつとして考えられるのは、運転手以外の人目につかず、かつ二四時間営業している公共交通機関であるタクシーだ。


    　一昨日の夜の逃亡後、即座にタクシーを拾い、警察が展開するよりも一歩早く市外へと出てしまえば、奴ならどうとでもなる。ドライブレコーダーに記録されるリスクはあるが、録画映像を警察にチェックされる頃ころにはすでに行方を晦くらませているだろう。


    　──正直、穴だらけの推論に過ぎない。


    　もしも〈斬殺鬼リツパー〉が徒歩で監視網の外に出たあとで他ほかの移動手段を使い逃亡していた場合、足取りを追うことはもはや不可能に近い。他にも、未いまだ市内に留とどまり機を窺うかがっている可能性、変装して悠々と市外へ出た可能性、こういった事態に備えてあらかじめアシを用意していた可能性──考え出せばきりがない。あれで元殺し屋なのだから、警察からの逃亡なんざ手慣れたものだろう。


    　しょせんは素人の独力──その程度が関の山だ。


    　だが可能性が残されている以上、何も行動を起こさないわけにはいかない。


    　そうして今日一日、市内のタクシー会社を訪ねて回り続け、妙な乗客を乗せたドライバーがいなかったかどうかを聞いて回った。


    　当然、桐呀も同じ結論に達していたらしく、行く先々の会社で、同じことを警察に聞かれたばかりだと嫌いやな顔をされた。


    



    「その戻ってきてないっていうタクシー、無線は!?　それに連絡が取れなくても、ＧＰＳで現在位置くらいは──」


    　──だが、最後の最後でようやく魚が掛かってくれた。


    　こちらの剣幕に困惑しつつも、初老の社長はあっけらかんという。


    「それが無線も個人携帯も、ぜんぜん繫つながらなくてねえ。それに積んでる機械もかなり古くてさあ、ＧＰＳも調子悪いまんまなんですわ」


    　規模の小さな会社とはいえ、どんだけずさんなんだ……！　内心で舌を打つ。


    「今日はまあ彼、どのみち非番だからさ。これまでも、たまーに自宅まで直接タクシーに乗って帰ってたこともあったし──」


    　紙幣数枚を叩たたき付けて、そのタクシーの外観やナンバー、運転手の情報を得、事務所を後にする。その足で運転手のアパートへと向かったものの、さもありなん駐車場には該当車両の影も形もなかった。自宅も留守だ。


    「くそ」


    　せっかく摑つかんだ手応えが、掌てのひらからすり抜けていく感覚。湧わき上がる焦燥を、奥歯を嚙かみ締めて抑える。


    　行方のわからない自動車の足取りを追う方法なんて、ひとつしかない。


    　自動車ナンバー自動読み取り装置Nシステム。国内の主要道路に警察が設置している、通過した自動車のナンバープレートを記録する防犯装置だ。盗難車両の捜索や、凶悪犯罪の初動捜査にも用いられ、いくつもの成果を上げている。


    　ただし車両ごと運転手を撮影するという仕様上、個人情報に深く関かかわるために情報の秘匿性が高く、一般市民という身分では逆立ちしようが閲えつ覧らんは不可能である。


    「……結局、あいつに頼るしかねえのか」


    



    



    　事務所に戻り、電話をかける。


    『──ずいぶんとお早い心変わりだな』


    　開口一番、桐きり呀がは冷然とした声でうそぶいた。


    「至急、照合してもらいたい車両がある。タクシーのナンバープレートだ」


    　皮肉を無視し、押し被かぶせるように告げる。


    『……××タクシー会社の車両だろう？　こちらでとっくにあたっている。〈斬殺鬼リツパー〉が消えた夜から、運転手が車両ごと行方不明になっているらしくてな』


    「…………」


    　俺がさっきまで聞き込んでいた会社だった。結局、先を越されていた。


    　あのタクシー会社のおっさん、金巻き上げるために黙ってやがったな。


    『すでに照合も済んでいる。該当車両は瀬せ科しな市を出て北西方向に進み、高速を経由してＮ県へと向かったことが判明した』


    「……ずいぶん遠いな」


    　ここから三〇〇キロ以上離れている。車なら三時間以上は掛かる距離だ。


    『映像で確認できたのは運転手だけで、後部座席に誰だれが乗っているかまではわからなかったがね。該当車両は最終的に、定てい州しゆう自動車道の入り口を通過したのを最後に、消息を絶っている。時刻は〈斬殺鬼リツパー〉が逃亡した当日の午前四時頃ごろ。もしも奴やつがあの車両に乗っていたとすれば、貴様達の前から姿を消してすぐに移動を開始した計算になるな』


    　短く礼を告げ、本棚から地形図を取り出す。


    「……って、定州自動車道っていったら、おもいっきり山ん中じゃねえかよ」


    　位置を確認したとたん、目め眩まいがした。


    　該当地域は、道路周辺を広大な山と木々でびっしりと囲まれている。よほどの痕こん跡せきを残していない限り、この中に紛まぎれ込んだ車両を何の手掛かりもなしに探り出すなんて、とうてい無謀な話だ。


    『システムで追跡できるのはここまでだ。衛星写真も確認してみたが、やはりそれらしい車両は確認できなかった。あとは地道な捜索活動が実を結ぶのを待つしかないだろうが……』


    　もっとも、その頃には〈斬殺鬼リツパー〉の姿など影も形もなくなっているだろうがね、と桐きり呀がはつまらなそうに付け足してみせる。当然の帰結だ。現状でさえ、奴の逃亡から時間が経たちすぎている。もしも奴があのタクシーに乗っていたとして、今もわざわざ山中に身を潜めているとは思えない。


    「助かった。また連絡する」


    『芥あくた』


    　咎とがめるような響きの声が、耳元を撫なでた。


    『なにか摑つかんだのなら、その時点で必ず私に報告しろ。妙な疑念やつまらん責任感に駆られて、単独行動だけは起こすな。いいな』


    「……わぁってるよ」


    　小虫を潰つぶすように親指を押し付け、通話を切る。


    　見透かされたような気まずさを覚えながら、ソファに躰からだを沈み込ませる。汚れたままの床から視線を外し、瞼まぶたを閉じる。壁掛け時計の秒針が回る音に思考を同調させ、感覚を研ぎ澄ませる。


    　もしあのタクシーに乗っていたのが本当に〈斬殺鬼リツパー〉だったとしたら、奴はどうしてわざわざ、こんな山奥にまっすぐ向かったのだろう。


    　広げたままの地図を手元に引き寄せ、地域全体をもう一度確認してみる。


    　何度見ても、木々と山の他ほかには何もない土地だ。どれだけ思考を空回りさせたところで、目的なんて見えてくるはずもなかった。


    　無為に過ぎていく時間に本格的な焦あせりが伴ともない始めた頃ころ、床に放ほうり出した地形図の背表紙を見つめていて、ふと思い付いた。


    　そこに記された年号は去年のものだ。もしも現場付近の開発状況や地形の変化を遡さかのぼって調べることができるのなら──


    　慌あわててソファから立ち上がり、本棚の隣に置かれたディスクラックを漁あさる。巻まき島しまがしっかりと整理してくれていたおかげで、目的の品はすぐに見つかった。


    　ノートＰＣを立ち上げ、発見したディスクをドライブに突っ込む。


    　元の家主が事務所内に残していた、旧版地形図の画像TIFFデータの存在を思い出したのだ。


    　俺がさっきまで閲えつ覧らんしていた地形図は、今から二年前に測量、発行されたものだった。


    　それよりも古い旧版地形図を調べていけば、もしかしたら何か手掛かりが摑つかめるかもしれない。藁わらをも摑む思いで次々とディスクを取り替え、疑似的に時間を遡っていく。


    　二〇〇〇年版──変化はない。次も同様。次も、次も、次も。


    　都市部ではないために開発の手がほとんど行き届いておらず、どれだけ遡っても、見て取れる変化は徐々に整備されていく車道程度のものだった。


    　マウスを動かす手に、徒労感が滲にじみ始める。細かな地形図を凝視し続けたことで、視界がぼやけてちかちかと瞬またたく。乾いた瞳ひとみを見開き、ほんの僅わずかな変化も見逃さないよう、地形図を隅々まで精査していく。


    「……なんだ、これ」


    　やがて二時間ほどが経過した頃、ほんの微かすかな違和感を、視界の端が捉とらえていた。


    　マウスのホイールを回し、画像をズームする。


    　山奥に位置するある地点に、小さな矩く形けいがかろうじて見て取れた。


    　地図の年度は今から八〇年以上も前の物だ。かなり古い紙面をスキャンした代しろ物ものなので、画質はあまりよくない。


    「天文台か、それともレジャー施設かなんかか？　──いや」


    　縮尺から考えても、それほど大きな建物ではなさそうだ。


    　試しに前年度の地形図も調べてみたが、その奇妙な建物の存在を示す図形は確認できなかった。その前年も、さらに前年も同様。


    　目の前のデータを信じるのなら、この建物は八〇年以上前に突如として現れ、そしてすぐに消滅したということになる。


    　少なくとも、地形図上では。


    　音を立ててソファから立ち上がる。デイパックに、印刷した地図と方位磁石、懐中電灯、衣類や携帯カイロをありったけ詰め込み、ポケットに財さい布ふとナイフを突っ込む。最後に、ベルトに拳銃FN Five-seveNを挟んでから事務所を飛び出した。


    　腕時計を確認する。当然ながら、新幹線はとっくに終電時間になっていた。


    　ひとまずコンビニまで駆けて幾分かの食料を購入し、折よく通りがかったタクシーを呼び止め、行き先を告げる。唐突な遠距離ドライブを命じられた運転手は怪け訝げんな声を上げた。


    　購入したばかりのゼリー飲料を半ば義務的に胃へと流し込みながら、窓の景色を見つめる。色とりどりの照明が、メリーゴーラウンドのように視界を緩やかに横切り流れていた。


    



    
      ◇

    


    



    　──気が付くと独り、白い空間の中に佇たたずんでいた。


    「ここは」


    　プラネタリウムのスクリーンを思わせる、ドーム状の広大な空間。床も天井ものっぺりと白く塗り潰つぶされ、その内側には、ヒトの生活を示すものが何ひとつとして存在しない。


    　その有り様は部屋というより、巨大な檻おりを連想させた。


    



    「おきたのね？」


    



    　ふと声を掛けられ、慌あわてて前に向き直った。


    　いったいいつ、どこから現れたのか──前方に幼い女の子が立っていた。


    　それが何者かを認めた瞬間、俺は言葉を失って、ただ立ち尽くした。


    　腰まで伸びた艶つややかな髪をたなびかせながら歩み寄ってきた少女は、俺の目の前で立ち止まると、俺が知るものよりもずっと幼い相そう貌ぼうを持ち上げた。


    　白い肌、白い髪、白い手足、白いワンピース。


    　この異様な空間と同じく、存在すべてを穢けがれを知らない白亜に染め上げられた少女は、唯一存在する色彩である透き通った瞳ひとみで、こちらをじっと見上げてきた。


    「…………音ね耶や？」


    　背丈は俺の胸元までしかなく、その顔立ちは完全に子供のそれだ。


    　それでも間違いない。彼女は紛まぎれもなく、神楽かぐらヰゐ音耶だった。


    「……そうね。わたしは、ネヤだわ」


    　名前を呼ばれた少女はにこりともせず、ガラスのように冷たく硬い表情を崩さない。精せい緻ちな人形めいたその様相は、出会った当時の神楽ヰ音耶そのものだった。


    「おまえは、何だ」


    「ずっと近くにいたわ。あなたが気付かなかっただけ」


    　そういって、ネヤは俺の胸にとん、と人差し指を当てた。


    　傷跡の下、俺の心臓に今も巣くっている、忌いむべき捕食寄生者の断片。


    　紅こう指し──〈執行者エグゼキユーター〉の細胞片。


    「は……」


    　妙な笑いが込み上げてくる。


    　明めい晰せき夢むだか現実逃避だか、今の俺には知れないが──少なくとも目の前の光景が、現実世界のものでないことにはとうに気付いている。


    　ネヤはいう。


    「……こうして会いに来たのは、あなたに忠告をするため」


    「忠告？」


    　眉まゆ根ねを寄せると、ネヤは囁ささやくような声音で問い掛けてくる。


    「あなたは、〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の攻撃を受けたでしょう？」


    　頷うなずく。碧へき指しによる精神干渉。──もっとも俺の場合、音ね耶やや他ほかの被害者達のように幻覚が重症化せず、どうにか敵を返り討ちにできたのだが。


    　ネヤは無表情のまま続ける。


    「人の記憶を操るあの力には、人の脳に施ほどこされた精神的な枷かせを破る作用があった。まるで厳重なプロテクトが、何らかの外部干渉によって焼き切れてしまうように」


    「────」


    「実際、あの力は神楽かぐらヰゐ音耶にも、大きな影響を与えていたでしょ？」


    　自身のものでもあるはずの名前を、しかし少女は赤の他人でも呼ぶかのように口にした。


    「ああ。音耶は明らかに、〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の術中に陥おちいっていた。幻覚の中で、あいつは間違いなく〝何か〟を見てきたんだ」


    　幻覚から目を覚ました音耶の、異常なまでの狼ろう狽ばいぶりが蘇よみがえる。〈斬殺鬼リツパー〉の出現と、その後もたらされた音耶の死によって、今の今まで思考の外に追いやられていた出来事だった。


    　──いや、違う。あえて深く考えることを避けていただけだ。


    　正体や真相はどうであれ、俺の目の前で斬きり刻まれて死んだ神楽ヰ音耶が──れっきとした〝過去〟を持つ人間であった事実を、認めたくないがための現実逃避だ。


    「あなたは……重大な見落としをしているわ」


    「見落とし？」


    　ネヤは目を細める。


    「あなた自身の存在について。〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の能力が、あなたにだけ通用しなかった──その理由」


    　東しの雲のめ麗れい華か──〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の演出する幻覚世界は、確かに強力無比だった。


    　あの力に呑のみ込まれた少女達は皆、自らの〝過去トラウマ〟に精神を絡め取られたまま、無限の闇やみをさまよっていた。あの神楽ヰ音耶でさえも例外なく。


    　そんな強烈な力が、なぜ俺にだけは通用しなかった？


    　改めて思い返す。それは体内に埋め込まれた〈執行者エグゼキユーター〉の断片による作用なのだろうと、特に深く考えもせずに信じ込んでいた。でもそれはおかしい。道理に合わない。


    　それならば、〈執行者エグゼキユーター〉そのものである音ね耶やにだって、あの幻覚による精神攻撃は通用しなかったはずなのだ。


    「あなたは馬ば鹿かじゃない。本来であれば、幻覚を打ち破ったその時点で、即座にその疑問を追究していなければおかしかった」


    「────」


    　酷ひどく馬鹿らしいミスを指摘されていることに、今さらのように気付く。


    「そう。当然の疑問。だけど、そんな当然の疑問すら──思考の表層に浮かぶ前に〝打ち消して〟しまうほどの〝何か〟が、あなたの躰からだには施ほどこされている」


    「……何だよ。そりゃあ」


    　視界が色を失っていく。足元が硬さを失い、どろりと沈み込んでいく錯覚。


    　ネヤは小さく息をつくと、じっと俺の瞳ひとみを覗のぞき込んできた。どこまでも透き通っていながら、まるで底の見えない──複雑な色相に揺らめく瞳。


    「あの瀬科市まちに訪れる前、あなたはどこに住んでいたの？　家族は？　友人は？」


    　あまりにありふれた、くだらない質問だった。どうしてそんなわかりきったことを訊たずねてくるっていうのか、こいつは。
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    「──うるさい。ちょっと、黙ってくれ」


    「答えて」


    　馬ば鹿かにしないでほしい。そんな質問、すぐに答えてみせるさ。


    　すぐにでも。


    　すぐに──


    　──────。


    「なあ、ネヤ」


    「なぁに」と乾いた声で頷うなずく少女に、俺はおそるおそる問い掛ける。


    「俺はいったい、何なんだ？」


    　空白。虚無。記憶の下流へと繫つながる道を覆おおう、暗黒色をしたトンネル。


    　その先には、何もなかった。見えていないんじゃない。忘れているのでもない。


    　物心ついた人間ならば誰だれもが記憶の内に持っているはずの過去も、想い出も──芥あくた宗そう佑すけの脳内には、存在していなかった。


    「────」


    　つまるところ、単純な話だった。俺に〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の攻撃が効かなかった理由は、紅こう指しによる耐性でも何でもなく。


    　ただ単に──幻覚トラウマを構成するための〝過去〟が存在しなかったというだけ。


    　ネヤは裸足はだしの足元に視線を落とした。


    「……今、わたしが見せているのは一種の夢よ。こうすることでしか、あなたの躰からだに融とけたわたしはコンタクトを取ることができなかった」


    「どうして、今までそうしなかった？」


    「今までは、それすらもできなかったのよ。でも〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の攻撃を受けたことで、あなたの身に施ほどこされた〝処置〟に綻ほころびが生まれたの。……こうしてわたしと会って話したことも、目が覚めればきっと忘れてしまうでしょうけれど」


    　いつだったか巻まき島しまに、俺の身の上をしつこく問いただされたことがあったっけ。


    　そのとき俺は話をはぐらかすばかりで、その質問に何ひとつ答えなかった。


    　──答えないのではなく、答えられないことを──自分自身ですら認識できないまま。


    　震ふるえの止まらない手に、誰かの手がそっと重なった。ほのかな体温が伝わり、前後不覚となりかけている俺の精神をいくらか和やわらげた。


    「あなたにとっての〝現実〟がたとえどんなに朧おぼろげでいびつなものでも、決して目を逸そらさないで。それさえ手放してしまったら、今度こそあなたは何者でも無くなってしまう」


    　体温が消える。周囲の景色に幾筋もの亀き裂れつが入り、ネヤの姿もまた光の粒子となってかき消えていく。


    「──そうすればきっと、また会えるわ。今度はこんな虚像の世界でなくね」


    　待ってくれと手を伸ばす。その指をすり抜けたネヤは踵きびすを返すと、崩な落らくの向こう側へと消えていった。


    



    
      ◇

    


    



    「────、」


    　自分自身の鼓動に揺さぶられて、目が覚めた。荒い呼吸を必死に整える。


    　……酷ひどい悪夢を、見た気がした。


    　内容はまったく覚えていないくせ、奇妙な孤独感と抉えぐられるような痛みだけが、意識の内側に澱おりのごとくへばり付いている。


    　じっとりと額ひたいに浮いた脂汗を乱暴に拭ぬぐったところで、怪け訝げんそうな表情のタクシー運転手と、ミラー越しに目が合う。現在地を尋ねると、目的の山道に入っていた。


    「……お客さん、大丈夫？　本当にいいの？　こんな道の真ん中で」


    　短く礼を述べ、デイパックを背負って外に出る。タクシーを何度か乗り継いで、ようやくここまで来られた。Ｕターンして来た道を戻っていくタクシーを見送り、時刻を確認する。日付はとっくに変わっていた。


    　Ｎ県──定てい州しゆう自動車道。開発の手がほとんど及んでいない山道には、街路灯もまばらにしか設置されておらず、周囲はどっぷりと暗くら闇やみに覆おおわれている。古びたガードレールのすぐ向こう側には、鬱うつ蒼そうとざわつく木々の群れが、手招きするように俺を待ち構えていた。


    　デイパックから上着や懐中電灯、コンパスと地図を取り出す。ペットボトルの水を一口含んでから、ガードレールを踏み越えて森の奥へと踏み入った。


    



    　積層した落ち葉と湿った土で地面は柔らかく、一歩踏み出すごとに残り少ない体力を削られる。ざくざくという足音に混じって、周囲からは夜風にさざめく木々の擦こすれる音や、虫や動物の鳴き声が幾重にも折り重なって響いてくる。……猿や猪いのししに襲おそわれなければいいんだが。なにぶん急な夜間登山だったので、ろくな装備を用意できなかったのが痛い。


    　吐く息は白く色づいて、森の空間に溶けていく。夜の森は酷く冷え込む。これだけ厚着をしていても、全身に纏まとわりつく冷たい夜気が体温を奪っていく。


    　斜面を登りながら、ふと上を仰ぎ見る。


    　枝葉の形に縁取られた夜空には、鈍く輝く月だけが浮かんでいた。ここまで来れば少しは星が見られるかとも思ったが、厚い雲に遮さえぎられた空はどこまでも鈍重で、金属でできた天井めいた閉へい塞そく感かんを抱かせた。


    　おまえは今、独りなのだと、底の見えない闇が語りかけてくるような気がした。


    「は、はぁ──」


    　何度も立ち止まり、地面に膝ひざをつきながら、それでも遅々と進んでいく。がちがちと奥歯を鳴らし、懐中電灯の心こころ許もとない光だけを視界に収めて、ひたすらに山を登る。


    　俺はいったい何をしているんだろう、という疑問に駆られた。


    　成果が出るかもわからない苦労に身をやつし、あえて冒す必要もない危険に、こうしてわざわざ自分から首を突っ込んでいる。


    「……馬ば鹿か野や郎ろう」


    　荒い吐息にまぎれて、そんな嘲あざけりが漏もれる。


    　ここ数か月の出来事を思い返してみれば、俺達のとる決断や行動なんて、どれも何の確証も、安全性も保証されちゃいなかった。実際、何度死に掛けたかなんて、もう思い返したくもない。


    「…………」


    　いったい何度、あいつに救われただろう。


    　そのたび何度、あいつが傷付いただろう。


    　凍いて付いた躰からだにムチを打ち、懐中電灯を握り直して歩き続ける。


    　胸の内側を錆さびのように蝕むしばんでいく感傷から、必死に目を逸そらしながら。


    



    　それからしばらく、疲労と寒さで朦もう朧ろうとする意識を繫つなぎ止めながら山中を歩いた。タクシーで接近してしまっては、〈斬殺鬼リツパー〉に悟られる可能性もある。やがて急きゆう勾こう配ばいだった斜面がなだらかになり、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々で遮さえぎられていた視界が唐突に開けた。懐中電灯の光で、目の前に佇たたずむ建物の外観を舐なめ上げる。


    「ここが──」


    　本当に、あった。疲労も忘れて駆け寄る。


    　崩れかけた外壁には、苔こけと亀き裂れつと蔦つたが幾重にも折り重なりながら絡まり合い、なかば周囲の自然と一体化している。窓に嵌はめこまれたガラスは残らず割れ、すでに錆び付いた窓枠しか残されていない。もはや廃屋と呼んで然しかるべき悲惨な有り様ではあったが、瓦かわらや正面入り口をはじめとした各か所に施ほどこされた精せい緻ちな意匠が、当時の家主の権力と財力とを強く物語っている。


    　長く開発の手の及ばなかった森の奥。


    　そこに人知れず鎮ちん座ざしていたのは、二階建ての朽ちた洋館だった。


    　気配を殺し、懐中電灯を片手で覆おおいながら、まずはゆっくりと館やかたの周囲を回る。


    「……！」


    　視界がそれを捉とらえた瞬間、思わず目を見開いた。


    　館やかたから一〇メートルほど離れた斜面の奥に、タクシーが一台乗り捨てられていた。間違いない、運転手ごと行方がわからなくなっていた件くだんの車両である。


    　この地点は大した標高じゃない。俺が登ってきたルートとは別に、おそらくどこか車でも登ってくることのできるルートが存在したのかもしれない。


    　明かりを消し、手探りで斜面を滑り降りてタクシーへと歩み寄る。


    　そっと覗のぞき込んだ車内は、しかしまったくの無人だった。キーは未いまだ、挿しっぱなしになっている。


    　元来た斜面を登り、洋館の入り口へと歩み寄る。玄関付近を注意深く検あらためてみるが、表札の類たぐいは見当たらない。懐中電灯を消し、空いた右手に拳けん銃じゆうのグリップを握り締めながら、真しん鍮ちゆう細工のドアノブに手を掛けた。


    　そのまま腕に体重を掛けると、分厚い木製の扉は呆あつ気けないほど簡単に開いた。蝶ちよう番つがいの軋きしむ不気味な音が、吹き抜けのホールに大きく反響した。


    　もしも〈斬殺鬼リツパー〉が未だここに留とどまっているとすれば、今の音は聞き咎とがめられ、こちらの存在は気付かれたことだろう。


    　躰からだを滑り込ませて館内に踏み入り、懐中電灯を再びオンにした。


    「───な」


    　瞬間。視界に群がってきた身の毛もよだつ光景に、強烈な吐き気がせり上がってきた。


    　視覚が得た刺激は一瞬にして嗅きゆう覚かくにまで伝でん播ぱし、傷んだ建材や埃ほこりの臭においをことごとく搔かき消した。もう嫌いやというほど嗅かぎ慣れてしまった、濃縮された〝死〟の香り。


    　懐中電灯のグリップの、硬い感触だけをよすがに正気を保ち、臭いの濃い方向へ光を向ける。


    「野郎──ッ」


    　死体。


    　五メートルほど先の床に、バラバラに寸断された人の死体が転がっていた。


    　被害者の躰は、夥おびただしい数の肉片に分断されている。


    　それが人間であると判別できたのは、その頭部だけが無傷のまま残されていたことと、そして寸断された各々の肉片が、しかし綺き麗れいな〝人型〟を保ったまま、整然と床に並んでいたからだ。まるで、活いけ造りか何かのように。


    　犠牲者の頭部と視線が合う。苦痛と恐怖の表情に凝り固まったままの頭部は、まぎれもなく行方不明だったタクシー運転手のものだった。


    　石造りの床には、夥おびただしい量の血ち溜だまりが広がっていた。そっと死体の傍そばに歩み寄り、赤黒い染しみに光を当てる。


    　血液の染みはすでに固まりかけていた。一時間や二時間前に死んだんじゃない。おそらくは、死後一日から二日程度。　


    　──いわれるまま〈斬殺鬼リツパー〉を車に乗せてきた彼は、奴やつにこの場所まで誘い込まれ、そして生きたまま斬きり殺されたのだ。


    　早鐘を打つ心臓を片手で押さえ付け、歯を食いしばって止まない吐き気をこらえる。無惨な死体から視線を振り払って立ち上がる。


    　──結局、自分ひとりでここまで来てしまった。


    〝なにか摑つかんだのなら、その時点で必ず私に報告しろ。妙な疑念やつまらん責任感に駆られて、単独行動だけは起こすな。いいな〟


    　数時間前の、桐きり呀がの言葉がまざまざと蘇よみがえる。事件性抜群の変死体がこうして放置されている以上、あちらはまだこの場所を突き止めていないのだろう。今のところは。


    「…………」


    　逡しゆん巡じゆんは数秒だった。再び歩き出す。


    　それは、桐呀本人がいっていた通り──俺の意識の中に突然生じた、微かすかな疑念だった。


    　思えばあいつは、自分と〈奇腫指キヤンサー〉との関かかわりを俺に語ったことが一度もない。


    　紅こう指し〈執行者エグゼキユーター〉も、元はといえば桐呀から譲り受けた物であったが、その出で処どころについても確証のある答えが返ってきたことはない。


    　つい一日前に連れ込まれた件くだんの施設にしたってそうだ。法を執行する立場に身を置く人間でありながら、あいつはなぜ、ああまで自由に動くことができるのか──


    　そんな抱いて当然であるはずの疑念に、俺の意識は今日という今日まで、ついぞ気を向けることができなかった。


    　まるで。


    　まるで、俺自身知らないうちに脳を切り開かれ、洗脳でもされていたかのように。


    「──今は考えるな」


    　声に出して自分にいい聞かせる。今この瞬間に限って、それは致命的な隙すきになりかねない雑念だ。


    　膨ふくれ上がり続ける違和感を努めて意識しないよう自身に命じ、五感を限界まで張り巡らせて、館内の探索を開始した。


    



    　幸い館やかたはさほど広さがなく、小一時間も経たつ頃ころにはあらかたのフロアを回り終えることができた。やはりかなり前に建てられたものらしく、どこもかしこも建材が腐り落ち、饐すえた臭においが館中を漂っていた。家具や調度品の類たぐいはろくに手入れもされないまま放置され、床やカーペットは堆積した埃ほこりや苔こけに侵食されている。


    　生活臭というものが微み塵じんも存在していなかった。無人になってかなり久しいのだろう。食堂と思おぼしきフロアに設しつらえられた暖炉には黒い煤すす汚れしかなく、書斎らしき部屋には空からの書架が鎮ちん座ざしているばかりで、そこに収まっていたであろう本は一冊も残されていない。


    　この場所は、とうに死んでいた。


    　まるで巨大な死し骸がいの体内に迷い込んだような心ここ地ちだった。


    「────」


    　充満する狂気によって侵されていく理性を、唇くちびるを嚙かみ締める痛みでどうにか保つ。


    　回れる場所はあらかた回ったはずだが、〈斬殺鬼リツパー〉の気配はまったく感じられない。もうここにはいないのかもしれない。


    　ホールに戻る。これみよがしに放置された死体から無意識のうちに距離を置く。ふらつく足は、自然と出口のある方へ向かっていた。


    　躰からだを取り戻した〈斬殺鬼リツパー〉はまず間違いなく、この館やかたを訪れた。そこまでは判明した。


    　だがそれだけだ。何のために？　こんな山奥の、もはや居住空間としての機能など大方失われた廃屋に、奴やつは何の用があった？　だいたいからして、まるで世間の目から隠すようにして突如地形図から姿を消したこの館は、いったいどんな奇態な存在なのか。


    「──？」


    　思考に没頭していたせいで床に向いていた目が、ふと僅わずかな痕こん跡せきを捉とらえた。


    　はっきりと縁取られた靴くつの跡。長年に亘わたって積もり積もった埃ほこりのせいで、館の床には足跡がくっきりと残っていたのだ。


    　跪ひざまずいてよく観察してみれば、三種類の靴跡が見て取れた。いわずもがな俺の分。すぐそこで殺されたタクシー運転手の分。そして、それらよりも一回り小さな──


    「……〈斬殺鬼リツパー〉」


    　間違いない。音ね耶やが愛用していたバッシュの跡である。


    　懐中電灯の光を注意深く床に当て、四方に広がる痕跡の中から〈斬殺鬼リツパー〉が残したものだけを抽出し、追跡していく。


    　奴の付けた道筋には迷いがなかった。食堂へも、二階へ続く階段にも向かうことなく、〈斬殺鬼リツパー〉は一直線にある部屋へと向かっていた。


    　辿たどり着いたのは、先ほど俺が調べたばかりの書斎だった。本の日焼けを考慮してか、窓は存在しない。広さは五～六メートル四方ほど。並んだ書架はもぬけの空からで、他ほかには何もない。


    　ほんの僅かな異常も見逃さないよう、内装をもう一度注視する。この館を訪れた〈斬殺鬼リツパー〉が、他の場所へ足を運んだ形跡は見られない。


    　ならばきっと、この場所には何かが隠されている。


    「……あれは」


    　床一面に敷かれた、上等ながらも経年劣化と湿気で半ば腐りかけたカーペット。


    　その、部屋の片隅に位置する一画が、不自然な形でたわんでいた。


    　前につんのめりながら駆け寄り、カーペットを鷲わし摑づかみにして床から引き剝はがす。埃が盛大に舞い上がり、肺の奥にまでカビ臭さが広がっていく。


    　一見何の変哲もない板張りの床には、しかしよく目を凝らせば、五〇センチ四方ほどの切り込みが刻まれていた。ちょうど一般家庭にある地下収納庫のように。


    　板の隅に備え付けられた金属製のハンドルを半回転させ、強く引く。


    「──ビンゴ」


    　がこん、という重苦しい音と共に床板が持ち上がり、周囲を覆おおう夜や闇あんよりもさらに色濃い暗黒が、その顎あごを大きく開けていた。


    



    　館やかたの地下へと続く鉄製の梯はし子ごは、実に十メートル以上も続いていた。靴くつ底が鉄を打つ甲高い音が、足を下に降ろすたびに耳元で反響する。


    　ようやく床に降り立ち、銃を握り直してから、口に咥くわえていた懐中電灯を点つける。


    　周囲をコンクリートに囲まれた、半円型の空間だった。真上から見ればちょうどカマボコの形に切り取られたスペースだ。広さはさほどなく、半円の頂点にあたる箇所には鉄てつ扉ぴが備え付けられている。日常で触ふれるような扉ではなく、危険度の大きな代しろ物ものを管理する施設を彷ほう彿ふつとさせるような、いかにも堅けん牢ろうな扉だ。


    　取っ手に手を掛けると、扉は呆あつ気けないほど簡単に開いた。館の入り口とは打って変わって、妙なことに鉄扉の開閉はとても滑らかだった。まるで、つい最近まで手入れがされていたかのような……。白骨死体も同然の有り様だった地上と比べて、この得体の知れない地下施設には、人の空気が色濃く残されていた。


    　開け放たれた扉の向こうには、薄暗い通路がまっすぐ続いている。


    　それを見み据すえた瞬間、名めい状じようしがたい悪お寒かんが背筋を舐なめ上げた。


    　地上の館に充満していた虚無や死の気配とはまた異なる──まるでこの扉を境にして、この先が異次元へと続いているかのような、そんな錯覚さえ起こさせるほどの異常な空気感。


    　ここまで来て、引き返せるか。


    　四し肢しを重く絡め取る弱気を、もはや可愛かわいらしくすらある虚勢でもって振り払う。


    　今の俺が、ここで怖おじ気づいて戻ったところで何になる。待っているのは約束された苦痛と死、そして、その巻き添えになるかもしれない誰だれかの苦痛と死だけだ。


    　懐中電灯の心こころ許もとない光だけを拠より所にして、俺は扉をくぐった。


    



    　先ほどまで身をもって体感してきた夜の森の寒さ以上に、この通路は冷たく凍えていた。三〇メートル程度の距離を渡りきり、すぐに突き当たりへと辿たどり着く。


    　目の前には、さっきと同じ分厚い鉄扉が立ちはだかっている。もしも施錠されていれば、逆立ちしたって開放は望めない頑丈な扉だったが、不思議とその懸念はなかった。


    　果たして予感通り、取っ手は何の抵抗もなく回転した。かちりと音がし、自重に従って扉が少しずつ開いていく。


    　センサーが来訪者の存在を感知したのか、フロアが白く強烈な光で覆おおわれる。とっさに目をつぶり、光量に視覚を慣らす。どこかに自家発電設備があるらしい。


    　そうして、目の前に混然と広がる光景を視界に収めた、その瞬間。


    　上階のそれとは比にならないほどの惨状が、視界を覆い尽くしていた。


    「────────」


    　許容を超えてショートした思考が、それでもまず即座に認識したのは、四方に広がる人の死体の群れだった。


    　館やかたのホールでの惨状など比較にすらならない。床に、壁に、天井に──広く開けた空間には、大量の人の死し骸がいが散らばっていた。


    　このフロア全体がミキサーで、彼らはその中に閉じ込められた食材だった。


    〈斬殺鬼リツパー〉によって殺されたわけではないらしい。彼らは原形をほとんど留とどめてはいないものの、散乱した死体はどれも組織が乾ききり、視界を覆おおう血しぶきは赤色を通り越して黒い染しみと化している。白骨化とまではいかないが、死後それなりに時間が経たっているのは明白だ。


    　次に目に入ったのは、片壁の隅に埋め込まれた「水槽」だった。


    　印象としては水族館に近い。どういうわけかシステムは未いまだ生きているらしく、ガラスの向こうに満たされた蛍光色の液体は時おり底から気泡を浮かび上がらせ、その純度を十二分に保っていた。


    　しかし、その水槽の中を泳いでいたのは──決して珍しい魚でも、可愛かわいらしい水生動物でもなかった。


    　人。


    　全裸の人間がざっと八人ばかり、水槽の中に整然と並んでいる。


    　まるで棚に陳列されたホルマリン漬け。


    　彼らは皆、一様に頭ず蓋がいを切り開かれ、露出した脳のう味み噌そに無数のケーブルを押し込まれて、水中をぷかぷかと漂っていた。


    　周囲に散らばる肉片よりも、人としての形や表情、原形をなまじ保っている分──その景観は、いっそうグロテスクさを増長させていた。


    「───、──ッ」


    　跪ひざまずく。口元を押さえ、喉のど元もとを突き破って這はい出る声を必死に抑える。自分が銃を取り落としていたことすら、しばらくの間気付かなかった。


    　心が呑のまれそうになる。なけなしの理性が跡形もなく押し潰つぶされそうになる。


    　これまで目にしてきたどんな凄せい惨さんな現場とも異なる──ここは、紛まぎれもなく地獄だった。


    　この空間の中に、彼らの死が充満しているのではない。


    　長い時を掛けて染み入るように定着した無数の死が、この空間という存在自体を包括し、その意義を形作っていた。


    「……くそったれ」


    　立ち上がる。誰だれに向けたものでもなく、この、目を背そむけたくなるような現実に対して発した罵ば倒とうが、皮肉にも俺の正気を首の皮一枚で繫つなぎ止めていた。


    



    　床に手をついて蹲うずくまったまま、ただ呼吸だけを繰り返していた。


    　そのまま数分間、何も考えず地面だけを凝視し、自分を取り戻すことだけに集中する。


    　最後にもう一度だけ深呼吸をする。それでようやく、表層の冷静だけはどうにか取り戻せた。床に転がった銃を握り直して立ち上がる。


    　伏せていた顔を上げ、目の前の光景をゆっくりと見渡す。


    「……何かの、研究施設か」


    　フロアのそこかしこに、特殊な機材が散見できた。中には用途すら想像もつかないような、明らかに一般には出回っていない装置まである。


    　広さはざっと高校の教室程度。さっき歩いてきた通路も計算に入れれば、館やかたの総面積をゆうに超えているだろう。このフロアで行き止まりではないらしく、奥にはさらに別の鉄てつ扉ぴが控えているのが見える。


    　周囲に散らばる死体を調べる。白骨化までには及んでいないものの、どれも死んでからかなり時間が経たっているうえに損傷が激しく、死因は判然としない。……強しいていえば、覚かく醒せいした〈潰殺魔スカツシヤー〉による攻撃を受ければ、人体はちょうどこのように壊れるだろうか？


    　もともと白く塗られた内装の半分方は、飛び散った血液や肉片で黒く染め上げられており、ここで起きた惨劇の凄すさまじさを物語っている。


    　彼らが身につけているボロきれのような衣類は、どうやら白衣──らしい。試しに何人分かの死体を漁あさってみたが、身分を示すような物は何ひとつ発見できなかった。


    　次に、壁に埋め込まれた水槽に歩み寄る。


    　中に浮かんでいる死体は計八人分。フロアに散らばる死体とは対照的に、瞼まぶたを閉じて水中を漂う彼らの様相はまるでただ眠っているようで、安らぎさえ伝わってくる。


    　生前の面影が充分に見て取れる分、直視するのがこたえる。


    　それにしても、若い。


    　性別はまちまちだが、彼らは皆、せいぜい俺と同い年程度──中には、ずっと小さな子供のものまで交じっている。これをやったどこかの誰だれかに対する、激しい嫌悪と憎悪が湧わき上がる。


    　ぱっかりと切り開かれた彼らの頭部には、ケーブルらしき物が幾本も群がっており、それらは天井を経由してどこかへと繫つながっているようだった。


    　あまりにも常軌を逸いつしたその光景に、確信にも似た予感が浮かび上がってくる。


    「……まさか」


    　もしも仮に、だ。


    　もしもこの残酷極まりない措置に、妄想に取り憑つかれた悪魔的な儀式以外の、何かしらの意味と目的があるとするのなら。


    　それは、おそらく──


    「───！」


    　瞬間。


    　耳の穴からアイスピックで抉えぐられるような、激しい頭痛に襲おそわれた。視界にノイズが走る。平衡感覚を失い、たまらず床に倒れ込んだ。


    「────、──」


    　脳が回る。記憶が回る。


    



    



    　冷たくほの暗い闇やみの底に、僕達は閉じ込められていた。


    　僕達はヒトじゃない。


    　僕達は〝部品〟だった。


    　いつか、神様が飲み干す杯に注つがれるためだけに造り出された人工の才覚。


    　いつか〝全知全能〟の一部を担うための歯車、数多くの構成要素のひとつ。


    　仲間は日に日に減っていく。少しずつ居なくなっていく。


    　僕達は、ヒトじゃない。


    



    　巨大な鳥かごの中に、ひとりの少女が囚われている。


    　その肌も、その髪も、雪のように真っ白な、穢けがれを知らない少女。


    　彼女は決して笑わない。泣きもしない。怒りもしなければ、喜びもしない。


    　──まるで石せつ膏こうの姫君だ。


    　彼女の躰からだは、神様を宿すための〝器〟だった。


    　いつか僕も、彼女の中に注そそがれて、彼女を構成する血肉となる。


    　彼女に触ふれたくてたまらなかった。生きているうちに彼女と話したくてたまらなかった。


    　この何もない、冷たい穴蔵の底で──彼女の存在だけが、僕にとっての光だった。


    



    　そうして一度だけ、僕は彼女と言葉を交わした。


    　空。海。雨。雪。朝。夜。土。風。夏。冬。街。人。


    　僕もまた満足に知らない──それでも、この白い鳥かごの外にある世界の色を彼女に教えた。


    　彼女は最後まで笑わなかった。笑うということすら知らなかった。


    　いつかその身に神様を宿すために、彼女は純粋な白でなければならなかったから。


    　そんな彼女に、それ以外の色を与えたかった。色々な彼女を見たかった。


    　だから僕は最後に、彼女と約束を交わした。


    



    　指と指が、決して切れない鎖のように絡まり合う。


    



    



    「…………」


    　視界が戻る。頭の中を乱舞していた雑音が一気に吹き飛び、霧が晴れるようにして、朦もう朧ろうとしていた意識を強制的に引き戻していた。


    　今の一瞬、脳内を駆け巡った光景には、五感すら伴ともなうほどの現実味が宿っていた。


    　──今のは、〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の攻撃を受けたときに──あるいは事務所でニュースを見ていたときにも垣かい間ま見みた光景だ。


    　この無味乾燥な施設が。水槽の中に浮かんでいる彼らの顔が。声が──さっき、はっきりと、頭の中で再生された。


    　実感が満ちていく。さっきの光景は紛まぎれもなく、記憶のフラッシュバックだ。


    「俺は──この場所を、知って」


    　ぞくりと寒気が奔はしる。


    　正体の知れない魔物が、脊せき髄ずいを這はって少しずつ忍び寄ってくる悪お寒かん。


    「……何なんだ」


    　激しい吐き気と目め眩まいに耐えながら、視線を持ち上げる。見れば、フロアの奥へと続く鉄てつ扉ぴは施錠を確かめるまでもなく開いており、僅わずかな隙すき間まから底の知れない闇やみ色を覗のぞかせていた。


    　獰どう猛もうな笑いが漏もれる。壁に手をついて立ち上がる。もうどうにでもなれ、という心ここ地ちだった。


    　行ってやる。行って、洗いざらい突き止めてやる。


    



    　果たして地獄は、扉の奥にまで地続きで広がっていた。


    　蛍光灯の光に照らされた通路には、さっきと同じような無惨な死体が散らばって折り重なり合い、ここで起きた惨劇の凄すさまじさを物語っている。


    　換気システムが備わっているのか、臭においがこもっていないことだけが唯一の救いだった。


    　円を描くように歪わい曲きよくした通路には、いくつもの扉が並んでいた。鉄扉はいずれも、地中部分に共通する堅けん牢ろうな造りのものである。


    　ひとつひとつ扉を開け、室内を検あらためていく。


    　いくつか施錠されていた扉があったものの、フロアの様相には大きく分けて二種類が存在することがわかった。


    　ひとつは、さっきの大部屋と同じように、遠心分離器や大型冷凍庫といった機材や、コンピュータの類たぐいが持ち込まれた研究用と思おぼしきフロア。


    　もうひとつは、簡便なトイレやベッドがあるだけの──おそらくは、監禁用のフロア。


    　どちらも広さはさほどないものの、こんな冗談みたいな施設が、この辺へん鄙ぴな山の中に埋まっている事実を考えると、今さらながらに笑えてくる。さながら人間大の蟻ありの巣である。


    「くそ──」


    　思わず呟つぶやく──また既視感。


    　俺はいつかこの場所に訪れたことがある。


    　湧わき上がる疑問を押し殺しながら、探索を進める。


    　──すでにわかりきってはいたことだが、転がる死体の数は夥おびただしいものだった。


    　用途に合わせたフロアが二種類あったように、そこかしこに転がっている死体にもまた、二つの〝状態〟が存在した。


    　ひとつはほとんど原形を留とどめない、ざくろのように弾はじけ飛んだ変死体。さっき大部屋に、大量に散乱していたのと同様のもの。


    　もうひとつはやはり、あの水槽に沈められていた少年達のように、何らかの「実験体」として扱われ、果てに解剖されたと思おぼしき状態のもの。しかし、大部屋に設置されていた水槽のような設備は他ほかに見られず、彼らの骸むくろもまた乾き朽ち果てていた。


    　両者の割合に関しては、前者の〝弾け飛んだ状態のもの〟がほとんどを占めている。


    　……施設を周回しているうちに、この空間における状況が、だんだんと理解できてきた。


    　この施設の所有者は、監禁した子供達の躰からだを用いて、人体実験を行っていたのだ。


    　しかし何らかのトラブルによって、研究員に当たる人間達が残らずミンチにされた……。


    　さらに徹底していたのは、肝心の研究内容が記録されていると推測されるメディアが、根こそぎ破壊されていたことだ。コンピュータはハードディスクやメモリをピンポイントで破壊され、書類の類たぐいは一枚すら残されていない。おそらくは、この殺さつ戮りくを行った犯人が持ち去ったのだろう。


    



    　やがて確認したフロアの数が二十を超えたあたりで、今までとは毛色の違うフロアに行き当たった。


    　弾力のある絨じゆう毯たんを踏み締めて中に入る。その一室は、これまでのようにコンクリート打ちっぱなしの簡素な造りではなく、充分に「居住空間」と呼べるレベルの内装と生活設備を備えていた。


    　そして。


    　部屋の最奥にある豪ごう奢しやなデスクに、おそらくはこの部屋の主だろう──上等なスーツを着込んだ人物の骸がぽつねんと鎮ちん座ざしていた。


    　皮ひ膚ふは萎い縮しゆくし、生前の人相はほぼ失われているものの、他の研究員と違って人としての原形はどうにか留とどめている。ただし右肩から脇わき腹ばらにかけてが、無惨にひしゃげていた。


    「…………」


    　すでに何も感じなくなっていた。人らしい感性が急速に失うせている自分に気付く。デスクに歩み寄り、死体を観察する。


    　そして──その顔面に刻まれたケロイド痕を認めた瞬間、絶句した。


    「──門かど間ま、閃せん？」


    　門かど間まグループ。


    　明治から連なる長い歴史を持つ、日本を代表する巨大企業。展開する主要会社だけでもゆうに六十を超え、日本国内に知らぬ者はいない一大複合企業コングロマリツト。


    　それらすべてを束ねていた一族の当主であり──一年前に失しつ踪そうを遂げたはずの門間閃せんが、俺の目の前で息絶えていた。


    「ありえねえだろ、クソが……」


    　もう、大抵のことでは驚かないと思っていたのに。


    　まっとうな日本国民である限り、関かかわりを持たずに生きることはまず不可能といわれる巨大企業のご当主様が、こんな山奥に馬ば鹿かみたいな施設を造って非人道的な人体実験を行ったあげく、実はとっくの昔にこんな陰気な場所でひっそり死体になっていました？


    　悪い冗談も大概にしろ。そう笑い飛ばせてしまえるまでにお花畑な楽観思考は、すでに残っていない。


    「……まだだ」


    　信じるな。見たままの光景だけを漫然と呑のみ込んでいれば、今度こそ自分を見失う。


    　考えろ。結論を出すのは、すべてを調べ尽くしてからだ。


    　部屋の片側の壁を埋める大きな書架には、大量の本がぎっしりと詰まっていた。かなり古びて色あせた稀き覯こう本ぼんの類たぐいまで散見される。


    　ざっと表題を検あらためてみたが、分野、寸法、果ては言語に至るまで、その内容はあまりに雑多だった。特に多く目につくのは、遺伝子工学や医療生体工学といった──つまるところ、人体の神秘に関する高度な専門書。そして傍はた目めには内容すら想像もつかないような──おそらくは宗教的、オカルト的な意味合いを多分に含んだ、酷ひどく怪しげな写本の類い。


    　本棚は所有者の人格を表すとよくいうが──今、目の前にある光景でそれをしてみろと命じられても、それはとうてい不可能な話だった。


    「──？」


    　と、書架の間に、不自然な隙すき間まが空いているのをふと見つけた。ためしに指を差し込んで力を込めてみると、ぎしぎしと軋きしんだ音を立てながら書架がスライドした。書架の背後には金属製のレールが見え隠れしている。


    　どうやら「地下の秘密研究所」などという陳腐なお約束だけでは飽き足らず、こんなわかりやすい隠し通路まで用意していたらしい。


    　……おそらくは、研究員に対するものではなく、外部からの侵入者に備えた目め眩くらまし。


    　ないし、この奥にあるものに用があるか、あるいは持ち出すかするには、必ず門間閃の目を直接通さなければならないという単純明快なセキュリティ。


    　書架で隠れていた内壁には、やはりあの重厚な鉄てつ扉ぴがあった。扉のすぐ傍そばには、なにかコンソールらしき機械が埋め込まれている。これまでの扉が物理的な施錠しかできなかったのに対して、目の前のそれは電子的なロックまで掛けられるらしい。


    　コンソールに近づいたとたん、俺の存在を検知したシステムが立ち上がり、ディスプレイに光を灯ともした。


    　虹こう彩さい認証。生体認証のひとつで、眼球の虹彩パターンを利用して照合を行うセキュリティ。


    　システムはまだ生きている。これ以上先には進めない。


    　そう理解してはいても、試さずにはいられなかった。コンソールを操作し、カメラに目を近づける。数秒の後、ピ、という呆あつ気けない音が鳴り響く。


    「認証完了」の表示と共に、ロックが解除される重々しい音が響いた。


    　思わず低く笑ってしまった。この奥に何が隠してあるのか知らないが──ザルか？　この大仰な認証装置は。


    「──なわけないだろ」


    　もう疑う余地もない。


    　俺は以前にもこの場所を訪れ──そして、この異常な施設と状況において、何かしらの関かかわりを持っていた。それも相当に深く、重要なポストとして。でなければ、生体認証などにデータが登録されているはずもない。


    　頭の中を乱舞する困惑と疑念を押さえ付けながら、重い扉を押し開け、先へと向かう。人ひとりかろうじて通れる程度の暗く狭い通路を、何かに衝つき動かされるようにして歩いていく。


    　終わりはすぐに訪れた。


    　最後の扉を押し開けた瞬間、視界が白一色に覆おおわれた。


    　立ち尽くす。


    　そこは、ドーム状の広い空間だった。プラネタリウムを連想する。周囲の壁には一定の間隔を置いて、どういうわけか棺かん桶おけのような四角いオブジェが等間隔で並んでいる。


    　その空間は、色彩というものをまったく欠いていた。床も、壁も、天井も、ベッドも、クロゼットも、ランプも、棺桶も、何もかも、白。白。白。白の奔ほん流りゆうだ。


    　ここは常温の雪原だ。目も眩くらむような無む垢くに包まれた、外界の穢けがれを知らない無菌の世界。


    　あいつの髪色を思い起こさせる、白亜の檻おり。


    　もう幾度も垣かい間ま見みた──あの白い少女が居た場所。


    　前を見る。


    　すべてを真白く染め上げられた空間において、ただ一点、それを穢す染しみがあった。


    　部屋の中心にぽつりと、死体がひとつ横たわっていた。よろめく足取りで歩み寄る。


    「────」


    　やはり白衣に身を包んだ、研究員のひとりと思おぼしき男性の死体。さっきの門かど間ま閃せんと同じく、人としての原形は保っているものの、全身が萎い縮しゆくし、さらに頭部は跡形もなく吹き飛んでいた。放射状に飛び散った黒い血けつ痕こんが、白い床を惨むごたらしく汚している。


    　だが一点。目の前の死体には、これまで目にしてきたものと異なる要素があった。


    　うつ伏せに転がったまま、力なく四方に投げ出された四し肢し。


    　その右手には、小指がなく。


    



    　──少し離れた床の上に、精巧な義指が転がっていた。


    



    　おそるおそる、それを拾い上げる。


    「……〈奇腫指キヤンサー〉」


    　これまで何度も目にしてきた忌いまわしい義ぎ指し。


    　これまで施設内で目にしてきた、死体の原形を留とどめない大量の他殺体を思い出す。


    　あの殺さつ戮りくを行ったのは──目の前に転がっているこの男なのだろうか。


    「──？」


    　ふと、男の白衣のポケットに何か入っていることに気付いた。


    「携帯端末ＰＤＡ？」


    　手に取ってみると、標準的な携帯電話よりも一回りほど大きい。見たことのない機種だった。


    　とにかく電源を入れてみる。どれだけ放置されていたのかは知れないが、端末はつつがなく起動した。残量は心こころ許もとないものの、バッテリーはまだ残っているようだ。


    　ログイン画面へと遷せん移いする。さっきと同じ虹こう彩さい認証に加え、今度は近赤外線による静脈認証による二重のセキュリティが施ほどこされていた。


    　やることはひとつだった。先ほどと同じ要領で虹彩をスキャンし、次いで指先をセンサーに押し当てて静脈認証を終える。


    「────」


    　認証完了。これで端末のデータを好きに閲えつ覧らんできるようになった。


    　つい先ほどとまったく同じ現象。俺自身のデータが、俺の記憶の埒らち外がいで登録され、使用されていたという現実。


    　未いまだに自らの過去を思い出せない。だが、だからこそ推測できる事実もある。


    　偶発的な記憶喪失──違う。おそらくは、第三者の手によって施された記憶封印処置。それも相当に高度な、一般社会には認可されていない類たぐいの技術による。


    　厳重に覆おおい隠され、施錠された芥あくた宗そう佑すけという存在の正体。


    　その一端を今、ようやく摑つかんだ。


    　携帯端末ＰＤＡに視線を落とす。見たことのないインターフェースだったが、操作は市販のものとさほど変わらないようだ。


    　端末内にはふたつのファイルが残されていた。ファイル名はそれぞれ①と②。味も素っ気も何もない。作成日時は約一年前──去年の一一月。ちょうど、門かど間ま閃せんが失しつ踪そうした時期に当たる。


    　逸はやる気持ちを抑え、①のファイルを開く。


    



    『このデータが閲えつ覧らんされているということは、あなたは何らかの外因によって、この施設の存在を突き止めたのだろうか。今のあなたがどういう立場にあるのか、故人となっているであろう私には知る由よしもないが、それでも記せるだけの情報をここに記しておく。


    　──まず初めに、この施設を建造した門かど間ま一族は、その威名を世間に轟とどろかせる遥はるか昔より、自らの祖先達が信仰し、讃たたえ、恐れ、敬い続けてきた〈神〉を現世に顕現させるという目的を成就させるためだけに、異常なまでの腐心を重ねてきた一族である。


    　彼らが信奉する神の名は〈鵺ぬえ〉。


    　一般に伝承されている妖よう怪かいとしての鵺は、様々な動物の部位を一身に有すというが──門間一族は〈鵺〉という存在を再現するにおいて、〝様々な部位〟という要素をどのように規定したか。


    　それは、人という生物が、他ほかの生物とは一線を画する霊長として存在する上で核となる要素だ。


    　それは心。人格。意志。霊魂。個性。……あるいは、才覚。


    　門間一族は遥か以前より、人間の肉体から〝魂〟を剝離し、別の肉体へと移植するための人体実験に、その身をやつし続けてきたのである』


    



    『長年に亘わたって同族同士での交配を重ね続けてきた門間一族には、いかなるＤＮＡの悪いた戯ずらか、極稀まれに超能力とも呼ぶべき特異な力や体質を有する人間が生まれることがあった。


    　そして、そうした忌いむべき特性を、〝彼女〟もまた受け継いでしまった。それも歴代最高クラスの──一族が切望し続けた妄想を現実のものとしかねない、規格外の能力をだ。


    〝彼女〟の因子が持つ唯一無二の特性──それは科学的な外部干渉を加えることによって、その構造をいかようにも変容させるというものである。一族は〝彼女〟から抽出した因子を用いることで、様々な能力を持つ人間を人工的に造り出す術すべを得たのだ。


    　──彼女の名は、門間閨ねや。初雪のように白く淡い髪を持つ、美しい少女だった』


    



    『閨は、誕生してすぐに外界と隔絶され、専用の〝寝室〟に閉じ込められた。


    　いずれその身に〈鵺〉を降ろす器として、その処女性、純性、神性を穢けがさせないためにである。


    　当時、実験体のひとりとして生み出された私は、幾度か彼女と触ふれ合う機会に恵まれた。


    　一族が求める能力値を満たせなかった失敗作の私は、いずれ処分される時を待ちながら、使い捨ての小間使いとして彼女と無言の逢おう瀬せを重ね──やがて、この無味乾燥な隔かく離り空間において、そのささやかな関かかわりだけを心の拠より所とするようになった。


    　そんな日々を送るうち、私はついに閨ねやと会話を交わす好機に恵まれた。


    　監視の目を出し抜く形で〝寝室〟へと侵入した私は、その日、初めて閨と〝言葉〟を交わした。


    　この白い鳥かごだけが世界のすべてではないことを、私は拙つたない語ご彙いを駆使して、懸命に彼女に伝えた。いつかこの地下から立ち去り、外の世界を共に歩こうと約束もした。


    　最後に、その約束を果たすために閨と指切りを交わし──逢おう瀬せは唐突に終わりを告げた。


    　私の裏切りに気付き駆け付けてきた門かど間ま閃せんによって、私は閨の目前で〝処分〟されたのだ。


    　閨の発した悲痛な悲鳴は、今も耳に焼き付いている。


    　──死に瀕ひんした私が最後に見た光景は、私との約束の象徴たる自らの小指に、歯を突き立てる閨の姿だった』


    



    　それが、〈専用肉体ハードウエア〉の正体。音ね耶やの躰からだは、造り物の人形だったわけじゃない。


    　ただ単純に〝人格〟と呼べるまでの〝中身〟が宿っていなかっただけなのだ。


    　あいつの躰は、肉体年齢と精神年齢が大きく乖かい離りしている。その特性は、疑似人格が内包された〈奇腫指キヤンサー〉を運用するにあたって、この上なく好都合だったのだ。


    



    『目覚めた後に知ったことであるが、その日を境に閨は精神活動を停止し、仮死状態へと陥おちいった。


    　一方の私は、奇跡的に一命を取り留めたばかりか、急速かつ異常な知能の発達を認められることとなる。眠っていた閨の因子が、死に晒さらされたことで後天的に発現した結果であった。


    　新たな利用価値を見み出いだされた私は延命と引き換えに、一族の研究を担う〝探求者〟の一員として、十年以上に亘わたって一族の研究に従事することとなる』


    



    『今から三年前──私が摘出した閨の因子とある悪性腫しゆ瘍ように侵された細胞とを掛け合わせた結果、驚くべき反応が認められた。培養した当該細胞が、信じられないことに〝生体ＣＰＵ〟とでも呼び表すべき、超高度な情報処理能力を備えるに至ったのである。


    　発見の契機となった悪性腫瘍になぞらえて、私達はひとまず、その細胞体を〈キャンサー〉と呼称することに決定した。


    　私は〈キャンサー〉に、失われた閨の義ぎ指しとしての形状と機能を付加し、データ化した〝能力〟をインプットした生体デバイス──〈奇腫指キヤンサー〉を試験的に造り出した。


    　義指に内蔵する〝能力〟には、閨の因子を受け継いだ実験体のものを利用し、また彼らの脳髄から情報を電気的に剝はく離りする手段としても、閨の因子がもたらした能力を使用した。


    　紛まぎれもない悪魔の所業であるが、それに関して弁明するつもりなど毛頭なく、誰だれかに許しを請おうとも思わない。すべては閨を救い、幼い頃ころに交わした約束を果たすためだった。


    　……しかし、そのような過程で誕生した〈奇腫指キヤンサー〉は、まさに悪魔の産物というべき代しろ物ものであった。


    　あのデバイスはひとたび人体に接続されれば、装着者の脳を冒し、その人格・精神を崩壊せしめる。特に初期ロットの〈潰殺魔スカツシヤー〉や〈狙撃手スナイパー〉が装着者の精神に与える負荷は甚じん大だいだった』


    



    『今から二週間前、転機は突然訪れた。


    　あらゆる機能を洗練された後期ロットの〈斬殺鬼リツパー〉が、閨ねやの躰からだを奪い施設から逃走したのだ。


    　彼女の逃走を手引きした人物についてはまったくの不明。しかも重ねて最悪なことに、その何者かは、厳重に保管されていた十数本の〈奇腫指キヤンサー〉までもを持ち去ってしまった。


    　拡散してしまった義ぎ指しについては、どうにか回収するほか始末をつける方法はない。


    　そこで私は、ある手段を講じることにした。


    　それが、私が最後に生み出した〈奇腫指キヤンサー〉──紅こう指し〈執行者エグゼキユーター〉である。


    〈執行者エグゼキユーター〉は、他ほかの義指とは存在を異とする特殊な義指だ。


    　あの義指には、他の〈奇腫指キヤンサー〉のような疑似人格はいっさいインプットされていない』


    



    　目を見開く。不意打ちだった。予想外の記述に思考が停止する。


    　疑似人格が、搭載されていない？
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    『紅こう指しに内蔵されているのは、〈奇腫指キヤンサー〉に対抗するための特殊能力──そして〝人格〟と呼ぶにはあまりに未熟な門かど間ま閨ねやの精神活動を補助・補ほ塡てんし、彼女に自律行動を促うながすための機能だ』


    



    　今、俺の背筋を蝕むしばんでいる衝撃とも痛覚ともつかない感覚は、果たして純粋な歓喜だろうか。それとも単に、許容を超えた真実を知ってしまったことへの拒否反応だろうか。


    　だが、それでも、ひとつだけ断言できる事実が目の前に記されている。


    　──神楽ヰ音耶は、死んでいない。


    



    『この紅指と、そして〈奇腫指キヤンサー〉に関する幾ばくかの情報を、私はすでにある人物へ託している。


    　以前、私が廃棄処分を装い、記憶を改かい竄ざんしたうえで外界に送り出した実験体のひとりだ。


    　漏ろう洩えいに備そなえるため、託すことのできる情報量はあまりに心こころ許もとないが──幸い、この施設に身を置く者の中に、都合の良い身分を有する者がいた。ある警察高官とのパイプ作成のために偽造されたものだろう。それを利用することで彼女は高い社会的身分を得、円滑に〈奇腫指キヤンサー〉を追跡することができるはずだ。


    　私はこれから、〈奇腫指キヤンサー〉の製造に関するデータと、それを知る施設の人間──門間閃せんも含めた全員を処断する。試作型の〈潰殺魔スカツシヤー〉が手元に残されていたのが、唯一の幸運だった。


    　義ぎ指しを酷使する以上、私自身も無事では済むまい。もしも役割を終え、それでも何かを想う程度の理性が残されていたのなら、その時はせめて彼女の〝寝室〟で生涯を終えようと思う。


    〈奇腫指キヤンサー〉に関して、私が伝えることのできる有益な情報はここまでだ。各々の義指のスペックについては、別途ファイルを参照してほしい。


    　──さて、これから先の記述は、あなた自身に関することだ。


    　この先に記された真実は、あなたの存在意義すら揺るがしかねない。もしも、まだすべての記憶を取り戻していない場合、このままデータを閉じてほしい』


    



    　心臓が早鐘を打つ。


    　猛烈に、嫌いやな予感がした。肩の上に、薄ら寒い感覚が染しみ込んでいく。


    　それ以上は進むなと、耳元でけたたましく警鐘を鳴らす本能とは裏腹に、俺の指先は真実を知ることを切望し、画面をスクロールしていた。


    



    『数日前、私は密ひそかに、死亡して間もない実験体の少年の脳に、私の人格の一部──いうなれば〝魂の核〟とでも呼ぶべきデータを移植した。


    　それがあなただ。


    　あなたの前頭前皮質には、私の一部を内包した〝脳型の奇腫指キヤンサー〟が宿っている。


    　移送はすでに済んでいる。しかし、脳への〈奇腫指キヤンサー〉の移植など前例のない試みである。


    　成否は五分五分といったところだが、もしもそのギャンブルが実を結べば、私の生命活動が停止した瞬間に、あなたはそれと入れ替わる形で眠りから目覚めるだろう。


    　あなたには偽装記憶のインプットと、いくつかのプロテクトを施ほどこしてある。


    　私の死と引き換えに目覚めたあなたは、自らが善良な一般市民であることを信じて疑わず、また、家族や過去のない自分自身の存在を疑問にすら思わない。否、思えない。


    　私が想定した結果がどこまで再現されるかは知れないが──つまるところ、あなたという存在は、私という個人とは何ら関かかわりない赤の他人に等しいといえるだろう。


    　だが、その魂の基盤に僅わずかでも私の意志が受け継がれているのならば、あなたはきっと、閨ねやにとっての支えとなってくれているのではないだろうか。


    　……以前、研究機材の調達を行うにあたって外界に出た折、私に与えられた仮の名と戸籍を、あなたに贈ることにした。この穴蔵で朽ちていく私には、もう二度と必要のないものだ。


    　芥宗佑。その名はたった今よりあなただけのものとなる。


    　同胞の生命を無数に摘み取り、恋い焦こがれた少女を救うことができず、この世界に新たな死と絶望の種を振りまき……あげく、その後始末を閨と、ともすればあなたにまで押し付ける結果となった自らの行為に、私は慙ざん愧きの念を禁じ得ない。


    　それでも私は、心から願ってやまない。この白い檻おりから解き放たれた彼女が、いつの日か目を醒さまし、陽の当たる温かな世界の中で屈託なく笑える日が訪れることを』


    



    　彼が遺のこした懺ざん悔げと告白の記録は、今度こそ、そこで終わりを告げていた。


    　あまりの可お笑かしさに、引きつった笑いが唇くちびるからこぼれ出す。


    「そりゃねえだろ、おい」


    　頭のない死体に──自分自身の骸むくろに手を伸ばし、愕がく然ぜんと語り掛ける。すでに乾き、朽ち果ててモノと化したそいつは何も応えてはくれない。


    　これまで、当たり前のように享受してきた日常。


    　日常を取り戻すため、牙きばを突き立ててきた異常。


    　余さず自分の意志だと信じてきたそのすべてが、他人に作られたものであり、仕組まれたものであり、与えられたものに過ぎなかった。


    「────」


    　壁が、地面が、天井が──自分の周囲を取り巻いていたハリボテの現実が、みるみるうちに音を立てて燃え上がり、ぼろぼろと崩れていく錯覚。


    　今こうして自身を苛さいなんでいる、暗あん澹たんとした絶望感に迷わず身を委ゆだねられるのなら、まだ良かった。だが、こうして絶望を感じている思考ひとつに至るまでが他人からの借り物である事実を知った今となっては、そんな逃避さえ許されない。


    　自分の頭ず蓋がいの中に詰まっているものが、他人のデータと細胞で構成された紛まがい物であると認識してしまったとき、人はどんなふうに感じ、行動すればいい？


    　そうやって無意識に考えを巡らせる思考さえ、ただの虚構だ。


    



    「動くなフリーズ」


    



    　そのとき。


    　腹の底まで響く冷然とした声音と共に、金属の擦こすれるかちゃり、という音が響いた。


    　聞き覚えのありすぎる声。ぎこちない動きで、おそるおそる振り返る。


    　皺しわひとつないパンツスーツに身を包んだひとりの女性が、巨大な拳けん銃じゆうを片手に構え、フロアの入り口を塞ふさぐようにして悠然と佇たたずんでいた。


    　猛もう禽きんを思い起こさせる切れ長の瞳ひとみが、推し量るようにこちらを見み据すえていた。


    「───桐きり呀が」


    「動くな、といったぞ」


    　高貴な印象を抱かせる白銀色の銃身がぎらりとぬめる。銃身バレル長一〇インチの重厚な回リ転ボ式ル拳バ銃ー。その圧倒的な威圧感は、女の手には滑こつ稽けいなほどに不釣り合いだ。
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    　彼女のしなやかな人差し指は、すでにそのトリガーにしかと食い込んでいる。巨大な銃口の深しん淵えんが、自らの肚はらに収められている〇・四五四カスール弾の暴威を吐き出すその瞬間を、今か今かと涎よだれを垂らして待ち侘わびている。


    　トーラス・レイジングブル。桐きり呀がの愛銃である。


    「てめぇ」


    　やっとのことで喉のどから絞り出した糾きゆう弾だんの声は、思いのほか乾いていた。


    　桐呀はまるで意に介した様子もなく、害虫を見つめる澆ぎよう薄はくな目のまま、その人差し指に力を込めていく。


    「伏せろ芥ッ！」


    「──!?」


    　その叫びの意図を理解するよりも先に、躰からだが勝手に応じていた。俺が反応しようがしまいが、奴やつは構わずぶっ放しただろう。


    　叫んだ桐呀の右手がバネ仕掛けのように跳ね上がり、その銃口から炎と閃せん光こうが噴き上がる。


    　慌あわてて屈かがめた頭のほんの数センチ上を、巨大な銃弾が逆巻く旋風と共に通過する。少し遅れて響き渡った炸さく薬やくの悲鳴が、ホールの空気を乱暴に攪かく拌はんする。


    　すぐ背後で、肉が弾はじける音がする。振り返る。


    《──────、──ギ》


    　胸の中心をマグナム実包によって喰くい破られた〝何か〟が、不気味な緑の血液を盛大に撒まき散らしながら後ろにたたらを踏んでいた。


    　なんだ──こいつは。


    　人……にはとても見えない。そう呼んで遜そん色しよくないのは大まかなフォルム、シルエットだけだ。素っ裸の全身はのっぺりとした白色の皮ひ膚ふに包まれており、生殖器にあたる部分が見受けられない。何より、その顔にあたる部分には表情というものがまるでなく、レンズのような感覚器らしき瞳モノアイが、申し訳程度に備わっているだけだ。


    　いったいどこから現れたというのか──ともあれ、その〝ヒトガタ〟は、データの閲えつ覧らんに没頭していた俺の目と鼻の先まで迫っていたのだ。


    《ぎ──　……ギき　──》


    〝ヒトガタ〟が、昆虫が翅はねを擦すり合わせるような奇妙な声を上げる。心臓や肺といった重要器官──果たして目の前のそれが、人と同じ構造をしているかは知れないが──を肋ろつ骨こつごと消し飛ばされながら、そいつは未いまだに動いていた。


    　その足先が、俺の脳天目掛けて強烈な蹴けりを繰り出した。


    「──ッ！」


    　慌てて身を屈め、その一撃を避ける。


    　が、とっさに回避動作をとったことにより、手にしたＰＤＡを粉々に破壊される結果となった。


    　再び銃声。二発目の銃弾が、〝ヒトガタ〟の頭部を跡形もなく吹き飛ばした。大口径の銃弾が、人体に対するにはあまりに過剰な破壊をもたらす。今度こそとどめを刺された奴やつの躰からだが後方に吹き飛び、べちゃりと床に倒れ、やがて動かなくなった。


    「馬ば鹿か者もの。油断しすぎだ、芥あくた」


    　紅あかいルージュを引いた唇くちびるで銃口に息を吹き掛けながら、桐きり呀がが悪態をつく。


    「桐呀……おまえ、どうして」


    「おそらくは、件くだんの〈人形師ネクロマンサー〉の能力を応用したセキュリティ機能だろう。で、その不気味極まりない人間モドキは──」


    　肩をすくめて、桐呀がいう。


    「〈専用肉体ハードウエア〉の失敗作、もしくは量産品──といったところか？」


    　呟つぶやく桐呀の視線の先を追う。


    　未いまだぴくぴくと小刻みな痙けい攣れんを続けている〝ヒトガタ〟の右手には、小指に当たる部位が確かに欠けていた。


    「どうしておまえ、ここに」


    「阿あ呆ほう、警察を舐なめすぎだ。……もっとも、一手遅れをとったようだが」


    　恨みがましい視線が、じろりとこちらに向けられる。


    「──単独行動はするな、と忠告したはずだぞ。大方、いらん疑念に駆られていたんだろうが」


    「うるせえ。だったら普段から、他人に信頼される行動を心掛けろってんだ」


    　……とはいえ、こいつがいなければ危ないところだったのもまた事実だが。


    　と、所在なく視線をうろつかせていた俺の方が──先に、それに気付いた。


    　ホールの外周に並んだ棺ひつぎが立て続けに開き、計五体もの〝ヒトガタ〟が歩み出ていた。顔の中心に穿うがたれた一つ目が一斉に黄色く輝き、俺と桐呀を侵入者として認識する。


    「な……まだ」


    「手厚い歓迎痛みいるが──今は邪魔だな」


    　突然の事態に狼ろう狽ばいする俺とは裏腹に、桐呀はどこまでも余裕である。


    　桐呀はレイジングブルの銃じゆう把はを両手で保持し直し、トリガーを素早く引き絞る。


    　瞬またたくマズルフラッシュが白い内壁をさらに白く照らし上げ、立て続けに発射された三発の銃弾が、それぞれ三体の敵を正確に葬り去った。


    《────ぎ──ギ──》


    　残る二体の〝ヒトガタ〟は、仲間の死など歯し牙がにも掛けず、弾を撃ち尽くして無防備となった桐呀に向かって疾走を開始する。


    　左右から同時に繰り出された〝ヒトガタ〟の攻撃を、桐呀はすげなく身を屈かがめて回避した。


    　続けざまに、弾切れとなったレイジングブルを鈍器のごとく横よこ薙なぎに振り抜く。巨大な銃口の上部に突き出たチタニウム素材の堅けん牢ろうな銃身が、左翼で拳こぶしを空振りさせていた〝ヒトガタ〟の頭部をひしゃげさせる。


    　続いて右翼の敵の足首をローキックで刈り取りつつ、桐きり呀がは慣れた手付きで銃をスイングさせてシリンダーを展開した。排出された空からの薬やつ莢きようが床にぶつかり、乾いた金属音を立て続けに響かせる。


    　その音が鳴り止やむ頃ころには、彼女はすでに、懐から取り出したスピードローダーによる弾薬の再さい装そう塡てんを終えていた。まるで手品でも見ている気分。


    　無ぶ様ざまに尻しり餅もちを付いている〝ヒトガタ〟にレイジングブルの銃口を据すえ、桐呀は立て続けにトリガーを引いた。マグナム実包の炸さく裂れつが射手にもたらす反動をものともしていない。銃後部のハンマーが重々しい上下運動を繰り返すつど、暴力的な炸裂音が鳴り響き、緑色の花を床に咲かせる。


    《────ギ、……》


    　そうして。敵はその四し肢しすべてを根本から正確に撃ち抜かれ、一瞬にして戦闘力のいっさいを失った。身動きのとれなくなった敵を見下ろしながら、桐呀は躁そうめいた獰どう猛もうな笑みを唇くちびるに刻む。


    　そして敵の頭部目掛けて、すらりと長い脚を躊ちゆう躇ちよなく踏み下ろした。


    　ぶちゃ、という柔らかいものが潰つぶれる嫌いやな音。


    　鋭く尖とがったハイヒールの踵かかとが、敵の一つ目を無惨に抉えぐっていた。


    《──、！　────！》


    　四肢の自由を失ってなお、〝ヒトガタ〟は身をよじってもがき続けている。それを見下ろす桐呀の瞳ひとみから急速に温度が失うせていき、冷然と細められる。


    「──仕上げだ」


    　心底つまらなそうに吐き捨て、桐呀は呆あつ気けなくトリガーを引いた。最後の銃声が残響し、内臓の大部分を吹き飛ばされた敵は、ようやくその活動を停止した。


    「さて」


    　緑色の血を滴したたらせるハイヒールの踵を床に打ち付けながら、桐呀はこちらに向き直った。その視線が、俺の傍そばに転がっている、壊れたＰＤＡに向いている。


    「……ふん。すべてを知った、という顔だな。芥あくた？」


    「コイツが手配した〝協力者〟ってのはてめえだな」


    　俺の身に起きた大方の事情をすでに察しているのだろう。桐呀は特に驚く様子もなく、両肩をすくめてみせた。


    「記憶を消されている今となっては、自分が実験動物だった過去など実感も湧わかないがね」


    　桐呀は煙草たばこのパッケージから一本取り出して咥くわえ、手慣れた動作でマッチを擦こすって火を点つけた。


    「もう七年前になるか。私は記憶を失くした状態で無戸籍者として保護され、真っ当な施設で育てられた。どこか不ふ明めい瞭りようで釈然としない日々ではあったが、それなりに幸せではあったよ。──一年前、初めて自分自身の真実を知らされた。唐突に、否いや応おうなくな」


    　桐きり呀がはつまらなそうにうそぶき、足元の死体を見やる。


    「与えられたのは〈奇腫指キヤンサー〉の存在と情報、〈執行者エグゼキユーター〉の義ぎ指し──そして警察官という大層な肩書だ。警察内部には、すでに〝芥あくた宗そう佑すけの〟協力者を名乗る人間が潜り込んでいた。数日前まで一般市民に過ぎなかった私の顔に、数人の部下を携たずさえるエリートの仮面が馴な染じむまで、実にスムーズだったよ」


    　桐呀の吐き出した紫煙が霧散し、白い天井と同化する。


    「──まったく、いい迷惑だと思わないか？　くだらん偽善で人を勝手に外に放ほうり出しておいて、その舌の根も乾かないうちに、今度は警察官などという大層な身分を押し付け、得体の知れない義指を回収しろとのたまう」


    　俺の足元の死体を見やる桐呀の瞳ひとみに、複雑な感情の色が浮かぶ。


    「──そこに転がっている馬ば鹿か者ものの頼みでなければ、鼻で笑って袖そでにしていたところだ」


    「おまえは、俺の正体を最初から知っていたんだな」


    「無論だ。……というより、貴様の〝初起動〟に立ち会って色々と身の回りのお膳ぜん立だてをしたのは私だぞ。もっとも当時の様子を鑑かんがみる限り、貴様自身は何ひとつ憶おぼえていないだろうがね」


    　そのうえで偶然を装って俺に接触し、紅こう指しを預けたわけだ。


    　自分がいつからどうやって存在していたか──そんなこと、まるで考えようとも思わなかった。それを意識することすら、あらかじめ封じられていた。


    「一応断っておくが、私だって貴様とそう立場は変わらんよ。外部への露見を警戒したのだろうが──あらかじめ与えられた〈奇腫指キヤンサー〉の情報も、現実とフィクションを混同したＳＦマニアのたわ言として片付けられるレベルの、必要最低限のものだった。貴様が死体の山をまたいでここに辿たどり着くまでに体験した驚きよう愕がくは、おそらく私にとっても同様のものだ」


    　桐呀は首を動かして周囲を見回す。


    「……ここは私の古巣にあたるようだが、その記憶もさっぱり抜け落ちている。事前に与えられた情報の中にも、この施設の所在は明記されていなかった。──義指の追跡にあたって、ここにはもう何の手掛かりも残されていないんだろう。外ほかならない〝芥宗佑〟自身が、すべてのデータを破壊してしまっているようだ。ここにあるのは、常軌を逸いつした異常者共の妄念の残ざん滓しだけだ」


    　桐呀は気を取り直したように息をつく。


    「それで芥、これからどうするつもりだ？　こうしてこの場所を突き止めた以上、〈斬殺鬼リツパー〉の追跡を続ける意志はあるのだろうが──」


    「知らねえよ」


    　卑屈な言葉が口をついて出る。


    「なに？」


    「こうして迷ってることさえ、他人の思考モンだっていわれたんだ──俺にはもう、何かを成し遂げたいなんて大層な願望はねえよ」


    　音ね耶やはまだ生きている。それはわかった。


    　──だが、そこまでだ。


    　あいつを助けたい。取り戻したい。


    　その意志は確かに、今も痛いほどに心臓を締め付けてくる。


    　だがそんな意志さえ、あらかじめ外から植え付けられただけの虚構であるなら、そんなものは人形の手足を手た繰ぐる糸と何ら変わらない。


    　そんな不確かで、不気味な意図に身を委ゆだねられるほどの熱量は──俺の中には、すでに残されていなかった。


    「なるほど。こうまで状況に関かかわっておきながら、いざ真実を知ったら被害者根性でやさぐれて、見て見ぬ振りを貫き通すか。……うん、それもいい」


    　桐きり呀がはさして気にしたふうもなく、保持していたレイジングブルのシリンダーを再び振り出して排はい莢きようした。弾薬を再さい装そう塡てんし、がちゃん、と小気味の良い金属音を立てて弾倉が戻る。


    　そして、その銃口をおもむろにこちらへと向けると、殺虫スプレーのレバーを引くような気軽さでトリガーを引いた。視界を鮮やかな閃せん光こうに覆おおわれ、耳をつんざく轟ごう音おんが響き渡る。


    「────、──」


    　放たれた弾丸は俺の二の腕をかすり、肉を五ミリばかり削ぎ落として、背後の棺ひつぎに大穴を穿うがっていた。大口径の弾丸が皮ひ膚ふを擦さつ過かする衝撃、次いで熱。最後にじわじわと鈍い痛みが押し寄せ、俺は小さく呻うめいて傷口を押さえた。鼓動に合わせて溢あふれ出る血で、服と手が真っ赤に染まっていく。


    「餞せん別べつだ。痛みに責められていた方が、気も紛まぎれるだろう？」


    　彼女はかつかつと音を立てて俺の前に立ち止まると、止血用のバンドや包帯をぞんざいに放ほうり投げ、壊れたＰＤＡを拾い上げた。


    「さっさと消えろ、目障りだ。〈斬殺鬼リツパー〉の始末は私がつけてやる」


    　その言葉を境に、桐呀の声から俺に対するいっさいの興味が失われたのがわかった。


    「…………」


    　その冷淡さが、今はただ、ありがたかった。


    　俺はのそのそとした動作で包帯とバンドを拾い上げると、死に掛けた虫のような足取りで、その白い檻おりを後にした。
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    　瀬せ科しな市に戻ってくる頃ころには、時刻はすでに正午を過ぎていた。帰り道の記憶さえはっきりしないまま、見慣れたテナントビルの前にぼんやりと立ち尽くす。


    　何となく、この事務所に戻ってくることは二度とないだろうと思っていた。


    　昨夜ここを発たったときから──どのような形であれ、次にこの身に訪れるのは明確な破滅であると踏んでいたからだ。


    　実際、その予想は現実となった。違ったのは、その形がまったく想定の埒らち外がいであったこと。


    　大きな地震でも来れば一発で倒壊しそうなテナントビルを一いち瞥べつし、狭い階段に足を掛けて、幽鬼じみた足取りでただただ上階を目指す。


    　いっそ目に映るものすべてが醜みにくく変へん貌ぼうして、俺のことを拒絶してくれれば、世界に決別を告げる折り合いもついただろう。だが、闇やみの内側に隠されていた深しん淵えんを知った今となっても、自分の周囲を包む景色は拍子抜けするほどに何も変わらなかった。


    「あ、おかえりなさーい」


    　──だからこそ、事務所へと続くドアを開けた瞬間、能天気な笑顔と無邪気な声に出迎えられたときも、俺の意識はそれをごく自然なこととして受け入れてしまった。


    「もーっ、先輩ったらひっくり返した料理ほったらかしにして出掛けたでしょ!?　カーペットの染しみ落とすのめちゃくちゃ苦労したんですからね？」


    　あれだけ手て酷ひどく決別を申し渡したにもかかわらず、巻まき島しま舞まい奈なはあの夜の出来事が噓うそであったかのように、まったく普段通りの表情を向けてくる。


    「って先輩、ひっどい顔してますねぇ……なんか全身ボロボロですし。熊くまとでも戦ってきたんですかぁ？」


    　今さらなんと声を掛けていいのかわからず……というか、怒るべきなのか呆あきれるべきなのかも判然としないまま、俺は黙ってその場に立ち尽くしていた。


    「まあいいですけど。とりあえずお風ふ呂ろの用意……って、先輩ケガしてんじゃないですか！　まさかホントに熊殺し!?　いつからそんなワイルドな趣味を！」


    　簡単な止血を施ほどこしただけで、ろくに血も拭ぬぐっていない俺の腕を見た巻島が、血相を変えて駆け寄ってきた。俺の手をとり、ぐいぐいとソファに向かって引っ張ってくる。


    「ととととりあえず手当て！　手当てしないとっ！」


    「…………」


    「えと、先輩？」


    　疲れ果てた頭の中を、未いまだぐるぐるとループし続けている、死者の臭気と無言の怨えん嗟さ。今日まで自分自身のものだと疑いもせずに信じ続けてきたそのすべてが、他人によって埋め込まれた紛まがい物であったという耐え難い現実。


    　そんな絶望の渦中に無遠慮にも割り込んできた巻まき島しまの体温は、酷ひどく懐なつかしく───残酷なほどに、温かかった。


    　不覚にも目元に込み上げてきたそれを、果たして彼女に悟られただろうか。今、自分がいったいどんな表情を形作っているかもわからず、俺はただ深く俯うつむいた。


    　巻島は一瞬きょとんとした顔になったあと、何事か訊たずねようとして開きかけた唇くちびるをそっと閉じて、結局はいつも通りの笑顔を浮かべてみせた。


    「……とりあえず、おかえりなさい。先輩」


    



    



    　かすり傷と呼ぶにはあまりに生々しい銃創を見ても、巻島は何も訊きいてこなかった。


    「はい、オッケー。……ホントにちゃんと病院いってくださいね」


    「ああ」


    　救急箱を閉じながらいう巻島に、短い返事を投げる。清潔な包帯で覆おおわれた傷口は、未いまだにずきずきと灼やけるような痛みを発していた。


    「……なんで戻ってきたんだよ」


    「えへへー。どうしてでしょうねぇ」


    　そのやり取りを最後に、沈黙が降りてくる。ソファに並んで腰掛けながら、しばらくの間、互いに無言の時間が続く。


    　窓に掛けられたブラインドの隙すき間まから、穏やかな外光が差し込んでいる。壁掛け時計の回る音だけが、その静寂を誇張するように、やけに鮮明に響いていた。そういえば今日は日曜だったか、と今さら気付く。


    　巻島がふいに立ち上がる。


    「さーって。ではでは、先輩疲れてるみたいですし、あたしはクールに退散しますね」


    　どこかぎこちなさを感じさせる声で、巻島は唐突に告げた。


    　てきぱきと身支じ度たくを終え、最後にちらりとこちらに向き直る。


    　巻島はいじけたように片かた頰ほほを膨ふくらませると、呆あきれたように小さく息をついた。


    「と思ったけど、やーめた」


    　ぼふっと勢いよくソファに座り込む巻島。その反動でこちらの躰からだが小さく浮き上がる。


    「帰るんじゃねえのかよ」


    「いえ。先輩ったら、可愛かわいがられていた飼い主に捨てられたあげく泥水をすすって生き抜き、やがて数々の修羅場をくぐり抜けて群れのボスとして君臨したものの、すべてを悟った今になってようやくかつての日常を思い焦こがれ懐かしむ孤独な狼おおかみのような目をしてましたので」


    「……どんな目だ」


    　まず人に捨てられた狼という前提が謎なぞすぎる。


    「いえねー、つまりはなんかこう……先輩の構ってちゃんオーラを、あたしの敏感肌がびびびっと感じ取ったのです」


    　雑な総括を終え、巻まき島しまは背もたれに躰からだを預けてぼうっと天井を眺める。


    「……ねえ先輩。こないだいったコト、撤回とかする気ないんです？」


    　神楽かぐらヰゐ探偵事務所の廃業と、巻島との絶縁。どちらも覆くつがえす気なんてない。無言を肯定に変えて一いち瞥べつすると、巻島は小さく息をついて視線を落とした。


    「ふつーの女子高生やりつつ探偵事務所の助手だなんて、ドラマとか漫画みたいで結構楽しかったのになぁ」


    「俺だって、嫌いじゃなかったよ」


    　弱り切った心が、素直な感想を無意識の内に口にする。


    　巻島は、目を丸くしてこちらをじっと見つめてきた。


    「なんだよ」


    「いえ……ちょっと意外だっただけです。今日の先輩はなんだか素直ザ素直ですね」


    　巻島は視線を手元に落とすと、くすりと弱々しい笑顔を浮かべた。


    「……思えばあたしって、先輩のこと全然知らないですよね」


    　どこか自虐を帯びた声音で、巻島はぽつりといった。


    「どこから来たのかとか、どうしてこんなボロっちい探偵事務所やってるのかとか、先輩ったら全然教えてくれなかったし」


    「別に──教えなかったわけじゃない」


    「え？」


    　そんなもの、最初から存在していなかっただけだ。


    　俺自身そのことを疑問にすら思わないまま、プログラミングされた機械のように、与えられた役割を忠実になぞるだけの滑こつ稽けいな操り人形。


    「なあ巻島。おまえさ、もしもいきなり目の前に神サマが現れて、おまえ自身の記憶とか、意志とか、そういうおまえ自身の存在を証明するいろんなものが、実はぜんぶ誰だれかからの借り物なんですよっていわれたら、どうする？」


    　やぶから棒な質問に、巻島はハテナを浮かべて困惑をあらわにする。


    「あ、えと……それって何かのてつがく、です？」


    「そう思うか？」


    　とんでもない。むしろ今の俺にとっては酷ひどく現実的で、即物的な問題だ。


    「す、すみません……。先輩が求めているようなナイスなボケを思い付きません」


    「誰がナイスボケを求めているといった」


    　いいよ、忘れてくれ、と口にしかけたところで、巻島はたどたどしくなぞるような口調で話し出した。


    「それはまあ……きっと、すっごくテンパると思いますよ。つまりは、お父さんとかお母さんに可愛かわいがられてきた想い出とか、こうして先輩のこと好き好き大好きな気持ちとか、そんな先輩のお気に入りな音ね耶やさんに対するわりとマジな嫉しつ妬ととか、そういうのがぜんぶ偽物だったってことですもんね」


    　巻まき島しまはしばらくの間考え込んだあと、おずおずと訊たずねてくる。


    「あの、先輩？　質問を質問で返して爆破されないか心配ですが──記憶が〝借り物〟ってことは、その記憶の元になったオリジナルの誰だれかがいるわけですよね？」


    「ああ、そうだ」


    「そのオリジナルな巻島は、今どうしているんです？」


    「すでに死んでいると仮定しろ」


    「ふむぅ。アイデンティティの危機がクライシスですねー……」


    　顎あごに手を当てるという古式ゆかしいリアクションを披露しつつ、巻島は馬ば鹿かみたいに真剣な表情で考え込んでいる。こんなたわ言、適当に苦笑して流しゃいいのに。


    　たっぷり数分の間、眉まゆ根ねを寄せて懊おう悩のうしていた巻島だったが、やがてさっぱりとした表情で顔を上げると、こちらに向き直ってあっけらかんと笑顔を見せてきた。


    「……でもやっぱり、あたしはあたしのまま、何にも変わらないんじゃないかなって思います」


    「おまえは」
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    　──あっけらかんとした巻まき島しまの笑顔を見ているのが辛くなって、つい目を逸そらす。


    　彼女に理解を求めるのは酷な話だ。どう足あ搔がいても変えようのない現実を正面から突き付けられた時の絶望は、きっとそこに立たされた者にしかわからない。


    「今のおまえは、他人の記憶に操られてきただけの人形なんだ。そこに、価値はあると思うのか」


    「……ちょっとズレてるかもですけど、たとえばハサミとか」


    　そういって、ピースサインを作る巻島。


    「ハサミ？」


    「そういう大量生産品って、ひとつひとつはぜんぶ同じですけど、いろんな場所で、いろんな用途で、いろんな人の役に立っていますよね。ほら、無価値なんかじゃないです」


    「人と物は違う」


    「はい。人は物じゃないから、認めたくない現実とも必死で折り合いをつけたり、歯を食いしばって強がれますよね？　そういう意志の力って、人だけが持ってる強みだと思うんです」


    　意志の力。ただの綺き麗れい事ごとに過ぎない。その意志とやらも含めて、しょせんはただの偽物だ。


    　だというのに巻島は、屈託のない笑顔で断言する。


    「だから、あたしは変わらないと思います。きっとすごく辛つらくて、たくさん泣いたり、周りに当たり散らしたりするかもですけど……。それでも、もしも今のあたしの気持ちが、他ほかの誰だれかから受け継がれたものでも──今のあたしはそれを大切にしたいなって思います。その誰かが亡くなっているのなら、なおさら……否定なんてできっこない。それを含めて、今ここにいる巻島舞まい奈ななんだから」


    「…………」


    「なんちゃって！　なーんちゃって！　無駄にシリアスな今日の巻島、黒歴史確定です……」


    　両手をぶんぶんと振り回して照れ隠ししていた巻島だったが、ふと、その表情から笑顔が引いていった。


    　巻島は床を見つめながら、その横顔を曇らせる。


    「……先輩と音ね耶やさんが、なんか危ないことに首を突っ込んでるんだろうなーっていうのは、だいぶ前から察してはいたんです。一応」


    　……だろうなぁ、と苦笑する。夏だって立て続けに大おお怪け我がして入院食らったし。あれで怪しまれないわけがない。


    「なのにあたしは、せいぜい料理したり掃除したりが関の山で、先輩達の力になれない自分が──悔しかった」


    　数日前。巻島に決別を告げ渡した夜の出来事が、鮮明に頭をよぎる。


    



    〝……ねえ先輩。あたしって、そんなに頼りなかったですか？　あんな顔で苦しんで、悲しんでる先輩の力に──ちょっとだけでもなれませんか〟


    〝あたし、そんなに役立たずな助手でしたか──？〟


    



    　あの巻まき島しまの言葉は真実、自分自身の価値を問い掛けるものだった。


    「そんなあたしは、先輩達にとって無価値でしたか？」


    「……馬ば鹿かいうな」


    　いくつもの陰いん惨さんな事件を追い掛けてきた。山ほどの死を目の当たりにしてきた。


    　惨むごたらしい悲劇の中で、誰だれかが傷付き、誰もが取り返しのつかなくなっていく様を、俺と音ね耶やは正面から見届け続けてきた。


    　そんな地獄のような日々の中で──彼女が浮かべる能天気なその笑顔に、傷だらけの心がどれだけ救われ、どれだけ癒いやされてきたか。


    　彼女が隣にいてくれて──今の俺が、どれだけ救われているか。


    「……良かったぁ」


    　巻島は胸を撫なで下ろしながらいうと、上半身をこちらに傾けてきた。


    　肩の上に、心ここ地ちよい重みがのし掛かってくる。


    　彼女の体温。彼女の匂におい。彼女の声。


    　──今、俺という存在がここにいることの、確固たる熱を伴ともなった実感。


    「そんなひとりで悩んでないで、もっと部下を頼ればいいんです。所長さんなんですから」


    　所長。巻島の口からあまりにも自然に飛び出したその単語が、胸の奥で冷え固まっていた蠟ろう燭そくの芯しんに火を灯ともしたような気がした。


    　呪のろわれた出生も、血に濡ぬれた過去も、造られた記憶も、今の俺には何ひとつ関係ないと心中で吐き捨ててやる。


    　この寂れた探偵事務所の椅い子すを預かるのは──芥あくた宗そう佑すけ、ひとりだけだ。


    「ナマいってんじゃねえ、助手の分際で」


    　どちらからともなく笑い合う。冷たく凍いて付いていた空気が氷解し、少しずつ元の神楽かぐらヰゐ探偵事務所へと立ち戻っていく気がした。


    「……もしも」


    　こちらに躰からだを預けたまま、巻島が囁ささやくように口を開いた。


    「もしも、まだできることがあるなら……諦あきらめないでくださいね。あたしに何かできることがあれば、力になりますから」


    　あえて主語は織り交ぜず、巻島はいつも通りの冗談めいた口調でいう。


    「三人揃そろってないと、やっぱりちょっと寂しいです」


    　困ったような笑顔で巻島がいう。


    　もう、答えは決まっていた。


    



    



    　飲食店のバイトをほっぽって顔を出しに訪れたという巻まき島しまを即刻叩たたき出し、簡単な食事と仮眠をとって、消耗しきっていた体力と気力を取り戻す。


    「──さて」


    　まずはもう一度、気は進まないが──例の施設を徹底的に洗ってみよう。〈斬殺鬼リツパー〉の行方に関して他ほかに当てがない以上、あそこでどうにか手掛かりを摑つかむしかない。


    　桐きり呀がの助力はおそらく期待できまい。試しに着信を入れてみたが、さもありなん、完かん膚ぷなきまでのシカトである。


    　──と思いきや、さっそく折り返し着信があった。


    『芥あくた──』


    　聞き慣れた声。だが、なんか様子がおかしい。


    　負傷しているかのような、覇気のない掠かすれた声。耳を澄ませば、電話の向こうからは激しい銃声や怒号が微かすかに届いてくる。


    「何があった」


    　状況には察しをつけつつ、それが否定されることを切に願う。


    　が、楽観的に過ぎる希望は儚はかなくも打ち砕かれた。


    



    『本部が、〈斬殺鬼リツパー〉の襲撃を受けている──壊滅は、時間の問題だ』


    



    　絶句する。突然どうして──


    「……まさか」


    『そうだ。昨夜、私達があの施設で顔を合わせていた頃ころ──〈斬殺鬼リツパー〉もまた、あの場所に留とどまっていたんだ。Ｎ県には私ひとりで車を使って移動したが、往路も復路も、追跡の気配はなかった。……おそらく車両に、発信機の類たぐいを仕掛けられたんだろう』


    　声音に自らの迂う闊かつを呪のろう響きを含ませて、桐呀は吐き捨てる。


    　……〈斬殺鬼リツパー〉が逃走の手段にタクシーを選んだのは、あえてのことだった。


    　奴やつはわざと自らの尻しつ尾ぽを摑ませることで俺達の追跡を誘い、結果として、今後自らにとって厄介な追っ手となるであろう桐呀の本拠地を突き止めてみせたのだ。


    「すぐ行く」


    『──来るな。貴様が来たところで、何もでき、』


    　こちらの無謀を咎とがめる声を最後に、桐呀の通話が途切れる。


    　状況は、考えうる限り最悪の事態へと展開していた。


    



    



    　一時間後。以前に依頼を通して知りあった人物から借り受けた原チャリを飛び降り、夜や闇あんに浮かび上がる建築物を見上げる。


    　梢こずえの奥にひっそりと佇たたずむ、窓のない矩く形けいの城砦モノリス。──こうして外から眺めている分には、桐きり呀がの悪ふざけを本気で疑いたくなるほどの静けさだった。


    　唯一の出入り口までそっと歩み寄り、鉄てつ扉ぴの取っ手をそっと押し込む。ロックは掛かっていなかった。分厚い扉は僅わずかな軋きしみを立てながら開き、俺という部外者を無言で歓待する。


    「────」


    　とたん、濃密な血の臭においが鼻の奥まで突き刺さった。視線を足元に移すと、臭気の源泉らしい人物が床に倒れていた。


    　この施設の守衛だろうか。その四し肢しを末端から根本まで〝縦に〟斬きり開かれた男性は、手足の本数をざっと三倍以上に増やされたあげく、惨むごたらしい形ぎよう相そうを浮かべたまま息絶えていた。


    　おそらくは出血と痛みによるショック死。ただ敵を排除するだけなら、こんな回りくどいやり方をする必要はないだろう。


    　こんな悪趣味をあえて好む異常者を──俺は、ひとりしか知らない。


    　幸い、建物内の照明は生きている。俺は右手に拳銃FN Five-seveNを構え、残る左手でポケットの中のナイフを握り締めながら、狭い廊下をゆっくりと進んでいく。


    　奥に向かえば向かうほど、目に付く犠牲者の数は増えていく。容赦なく斬り飛ばされた彼らの手には一様に、短機関銃H&K MP5や自動拳銃H&K USP、スタンスティックといった物騒な武器が握られている。ケブラー樹脂製の防弾盾ライオツトシールドを携たずさえた屈強な大男は、盾たてもろとも真っ二つに首を一いつ閃せんされたらしく、立った姿勢のままで息絶えていた。ついには誰だれかが手しゆ榴りゆう弾だんまで持ち出したらしく、壁の一面が大きく抉えぐられ、傍そばの扉が衝撃と熱で歪ゆがんでいた。


    　無数の弾痕が穿うがたれた壁面や床、ぶちまけられた大量の血液、執しつ拗ようなまでに細かく寸断された無惨な死体の数々が、ここで繰り広げられた戦闘の凄すさまじさと、その一方的な顚てん末まつを雄弁に物語っている。


    　これに酷似した光景を、つい昨夜目の当たりにしたばかりだ。ただ、昨日の夜に嫌いやというほど目撃した遺体と違って、目の前の犠牲者達は死してなお、その体温をその身に残している。数分前まで生きて動いていたという痕こん跡せきを、ありありと示している。そのことに辟へき易えきしながら、奥へ奥へと進んでいく。


    「…………」


    　──膨ふくれ上がり続ける不安が、冷静であらねばと努める思考をみるみるうちに圧迫していく。


    　桐呀は確かにいっていた。この建物には、栂つが貴き織おりをはじめとした、過去に〈奇腫指キヤンサー〉に取り憑つかれた人間達が〝入院〟していると。もしも彼女達が〈斬殺鬼リツパー〉の目に付いてしまえば、格好の餌え食じきだ。すでに生きてはいまい。


    　それに、まっこと気に食わないものの──桐きり呀が自身の安否も気になる。一応は。


    「……おめおめ殺されてたら、マジで許さねえぞ」


    　焦燥を独り言で押さえ付け、歩を進める。


    　と。そこで数メートル前方にふと、開きっぱなしの扉を見つけた。まるで馬ば鹿かな獲物の到来を待ち構えているかのように、これみよがしに。


    　扉の傍そばへと近づく。壁に耳を当て、注意深く気配を探る。──人の気配がある。


    　迷っている猶予はない。俺は銃のトリガーに人差し指を掛け、いつでも発砲できるよう意識を研ぎ澄ませる。


    「いち、にの……ッ」


    　さん、と同時に扉をおもいきり蹴けり開け、室内に踏み込む。すぐ足元──視界の端に人影を認め、俺はすぐさま銃口をそちらに向ける。


    「────！」


    　その人影もまた、自らの銃を即座に俺の眉み間けん目掛けてポイントした。互いの銃口が至近距離で交錯する。が、次の一瞬で相手の正体を見極め、すでに半ばまで引いていたトリガーから、すんでのところで指を抜いた。


    　こちらに向けられているのは、大型リボルバー。レイジングブル。


    　白銀色の巨銃の駆り手が、その獰どう猛もうな瞳ひとみと銃口でこちらを睨にらみ据すえていた。


    「──よう。しぶといな」


    「……芥あくたか」


    　桐呀は腹やら腿ももやらから血を流しながら、力なく壁にもたれ掛かっていた。床にまで染しみ出している赤い水みず溜たまりが、その傷の深さを物語っている。


    　持ち上げた銃をゆっくりと下ろしながら、彼女は青あお褪ざめた顔を不機嫌そうに歪ゆがめた。


    「……自分の幸運に感謝しろ。もしも私が万全だったなら、貴様のご自慢の脳のう味み噌そは今いま頃ごろ、背後の壁にぶち撒まけられていたところだ」


    「悪態つく余裕があるなら、まだまだ大丈夫だろ」


    　桐呀の傍に膝ひざをつき、彼女の懐を勝手に漁あさる。案の定、応急処置の道具が入っていた。持っていたナイフで彼女の服を切り裂き、ガーゼを押し当てて圧迫する。


    「……ぐ。おい芥、貴様もっとそっとできないのか」


    「うるせ。傷の手当てくらい、自分でしとけっつの」


    「利き腕をやられた。もうオシャカだろうな」


    　いわれてみれば桐呀は、レイジングブルの銃じゆう把はを左手で保持している。右腕は二の腕付近を深く斬きり裂かれ、赤黒い血液が彼女の指先まで汚していた。手早く処置を進める。


    「……栂つが貴き織おり達──ここにいた〝入院患者〟は、全員無事だ」


    　脂汗を流して痛みに耐えながら、桐呀はぽつりと告げた。


    「奴やつの来襲が判明してすぐに別室に移した。まだしばらくは見つからないはずだ」


    「そうか。サンキュ」


    　安あん堵どと共に胸を撫なで下ろしつつ、俺は桐きり呀がの顔をまじまじと見つめてしまう。


    「……何だ、その目は」


    「いや。おまえいっつも、人殺しに人権なんてねえとかのたまってたろ。貴き織おり達のことなんざ、てっきり見捨ててると思ってた」


    「人聞きの悪いことをいうな。押し付けだろうが偽装だろうが、これでも警察官だ。……人命を尊とうとんで何が悪い」


    「それはありがとよ、っと」


    　包帯をきつく巻き上げ、ひとまずの処置を終える。……が、いかんせん出血が多すぎる。一刻も早い治療が必要だった。


    「──気色悪い目で見るな。まだしばらくは持ち堪こたえられる」


    　懸念が顔に出ていたのか、血の気の失うせた顔に怜れい悧りな仮面をかぶり直した桐呀がいう。


    　桐呀が恐れているのは、二次災害による新たな犠牲者の発生だろう。まだ〈斬殺鬼リツパー〉がこの場所に潜んでいる以上、事情を知らない第三者をここに呼び込むわけにはいかない。


    「うへぇ。やり手のキャリアウーマンは根性も据すわってるねえ」


    　ふん、と鼻息も荒く顔を逸そらす桐呀。


    「おまえも律義だこと。あんな頼み、シカトしちまえばよかったのに」


    　オリジナルの芥あくた宗そう佑すけに頼まれ、外界で束つかの間の平穏に身を委ゆだねていた桐呀は、〈奇腫指キヤンサー〉を巡る事件に関かかわることになったのだ。


    　そういう意味では、こいつも俺と同じく大局に巻き込まれた被害者だったわけだ。


    「本当にな。だがね──」


    　桐呀は呆あきれたように息をつくと、不機嫌そうに瞼まぶたを閉じた。


    「実感としての記憶こそないが……湿った穴蔵の中で実験動物として扱われ続ける人生から、その穴蔵から逃げ出した怪物どもを追い回す人生へ──どちらがマシかなど、考えるまでもない。転換のきっかけを与えてくれた〝恩人〟の頼みとあれば、無む碍げに断るわけにもいくまい」


    　桐呀は普段の怜悧な表情に立ち戻ると、視線をドアの向こうに投げた。


    「奥の通路を進んで階段を下りると、地下実験室に出る。おそらく奴はそこで、貴様を待っているはずだ」


    　──なるほど。〈斬殺鬼リツパー〉はとことんまで愉たのしむつもりらしい。


    　わざわざあの地下施設に俺を誘導したのは、桐呀達の本拠地を探る目的の他ほかに──真実を見せつけることで、俺の精神を極限までいたぶる意図があったのだろう。


    　望むところだ。せいぜいがっかりさせてやる。


    「芥」


    　背を向けた俺に、桐きり呀がが何かを投げ渡してきた。慌あわてて空中で摑つかみ取る。手のひら大の黒い筒状の本体に、金属製のピンが取り付けられている。


    「閃光手榴弾スタングレネードだ。使い損そこねた。貴様が持っていけ」


    　閃光手榴弾スタングレネード。アルミニウムと過塩素酸カリウムをヒューズで爆燃させ、強烈な閃せん光こうと音響パルスを瞬間的に発生させる非致死性兵器ノンリーサルウエポン。


    「いくらあの化け物でも、音と光はそう簡単には防げまい」


    「もらっとく」


    　馬ば鹿か正直に使って効果を見込める相手ではないだろうが──それでも、何かの役には立つかもしれない。武装はひとつでも多い方がいい。


    「月並みな台詞せりふだがね、芥あくた──死ぬな」


    　再び踵きびすを返して歩き出す俺の背中に、そんな控えめな声が掛けられた。片手をひらひらと振ってエールに応えつつ、部屋を出る。


    



    



    　桐呀と別れた俺は、金属製の螺ら旋せん階段を地下へ向かって降りていた。


    　深度を増すつど、じめじめと湿った冷気が肌を撫なで回してくる。


    　やがて、地獄の底へと到着した。


    　桐呀のいう実験室とやらは、目測でもざっと三〇平方メートルほどの広さがあった。周囲の内壁はコンクリートの打ちっぱなしで、その景観は無機質な監獄のようだ。


    　昨夜足を踏み入れた、あの白い檻おりと酷似した空気。


    　外界から切り取られて隔絶された──血なまぐさい、異次元の箱庭。


    　その中心に──


    



    「くすくすくす──」


    



    　──かつての相棒の姿カタチをした死神が佇たたずんでいた。


    「ごきげんよう。わたしなりの趣向を凝らした茶番劇だったのだけど、楽しんでいただけたかしら」


    〈斬殺鬼リツパー〉はどこで調達してきたのか──真っ黒なドレスに身を包んでいた。要所に精せい緻ちなレース細工をあしらわれたシンプルなパーティドレス。剝むき出しの白い肩は、僅わずかな返り血でまだら模様に濡ぬれている。


    「ああもう最悪。こんな露悪趣味のクソ脚本、さっさと打ち切り食らって消えちまえってんだ」


    「あらぁ、残念……」


    〈斬殺鬼リツパー〉は長尺のブレードを片手で振るい、刀身に付着した血ち糊のりを払い落とす。奴やつの周囲を飾るようにして、細切れに寸断された桐きり呀がの部下達の亡なき骸がらが、祭壇に捧げられた贄にえのごとく打ち捨てられていた。


    　武装した大人数を相手取っておきながら──奴やつはかすり傷ひとつ負ってはいなかった。


    「ずいぶん駆けずり回らせてくれたじゃねえか。タクシー代払えよ、糞くそが」


    「くす──別にぃ、わざわざあなた達を陥おとしいれるためだけに古巣に戻ったわけじゃないのよ？　わたしの〝コレ〟も回収したかったから……」


    〈斬殺鬼リツパー〉は手にした刀を持ち上げると、うっとりと瞳ひとみを細めた。緩く反り返った刀身は紛まぎれもなく日本刀のそれだが、柄や鍔つばには極めて近代的な意匠を施ほどこされている。


    　チタン合金製の堅けん牢ろうな刀身を、つや消しの黒色で染め上げられた〈斬殺鬼リツパー〉専用ブレード。


    「前の躰からだじゃ、これは重すぎて扱えなかったのよねぇ」


    　連続航空機墜落事件の折に、奴が愛用していた得物だった。


    　海に落ちて喪失したはずなので、今奴が手にしているのはその予備だろう。


    「ねぇ──あなた、アレ見たんでしょう？　自分の正体を知ってしまったんでしょう？」


    〈斬殺鬼リツパー〉が一歩踏み出す。


    　真しん珠じゆ色の髪がぞろりと蠢うごめき、暗くら闇やみの中で妖あやしく艶つやを放つ。


    「……その割りには、なんだか生気に溢あふれてるわねぇ」


    〈斬殺鬼リツパー〉の声は、明確な不満を帯びていた。


    「ねぇ、もうひとりのお父様？　もっともっと絶望の表情を見せてちょうだい。あなたが今まで〝自分自身〟だと思って信じてきたものは、ただの作り物の虚像なの。他人の出来損ないのコピーなの。わたし達と何ひとつ、変わらない」


    　三日月がいびつに嗤わらう。


    「傑作よねぇ？　〈奇腫指わたしたち〉を必死に追い続けてきたあなたが、よりにもよって〈奇腫指わたしたち〉を造り出した生みの親の〝カタワレ〟だなんて。自らが犯した罪を裁くために、それを自覚もしないまま、あなたは滑こつ稽けいな鬼ごっこを続けてた。ねぇ見て、この汚らしい地下室──無価値なあなたの終しゆう焉えんを飾るには、ぴったりだと思わなぁい？」


    「一ひと括くくりにするなゴミクズ」


    　安い挑発を一いつ蹴しゆうし、ポケットからナイフを取り出す。


    「──てめえの知ってるその情報。出で処どころはてめえの脱走を手引きした奴からか？」


    　生前の〝芥あくた宗そう佑すけ〟が遺のこした記録には、〈奇腫指キヤンサー〉と〈専用肉体ハードウエア〉を外部に持ち出した何者かの存在が示唆されていた。


    　期待したものとはまるで異なる返答だったのか、〈斬殺鬼リツパー〉はつまらなそうに肩をすくめた。


    「……それが誰だれなのかを知って、今から肉片になるあなたに何か得があるのかしら？」


    　臨戦態勢に移った〈斬殺鬼リツパー〉の瞳が、冷たい殺意を孕はらんだ金色へと染まっていく。


    「ああともさ。てめえをぶっ倒したあとに、ゆっくりと確かめてやる」


    　舌を大きく出しながら、刃を引き出す。


    　逆手に握ったナイフで、自らの頸けい動どう脈みやくを一息で搔かき切った。


    「────────」


    　鮮血が迸ほとばしる。


    　脳への酸素供給が途絶え、心臓に埋め込まれた紅こう指しがそれを修復するまでの一瞬、確かに俺は絶命した。


    　──この一撃が、俺の中の迷いと、おまえの存在への手向けだ。


    　なあ芥あくた宗そう佑すけ。おまえは今日ここで死ね。


    　おまえの役目と人生は、芥宗佑おれが引き継ぐ。


    　胸の傷を握り締める。視界が鮮やかな猩しよう々じよう緋ひで埋め尽くされていく。


    　……さあ〈執行者エグゼキユーター〉。


    　宿主の生命状態が危険に晒さらされたとき、てめえは眠りから目覚めるはずだ。


    　さっさと力をよこせ。


    　一回死んだついでだ。てめえのそれも、俺が根こそぎ頂いてやる。


    



    
      ◇

    


    



    《心拍：微小　血圧：微小》


    《体温：低下　──緊急度：Ｓ》


    《敵性指：〈斬殺鬼リツパー〉　──脅威度：Ｓ》


    《執行モード／オン　レベルマックス》


    《排除》


    《排除　排除　排除》


    《排除　排除　排除　排除　排除排除排除排除排除排除排除排除排除排除────》


    《排除排除はいハハハハ　　ハハ　　　　　　　　　──　　　　　　……


    



    
      ◇

    


    



    「黙れ」


    　ねじ伏せる。


    　余さず俺の意思だ。


    　余さず俺のものだ。


    〈執行者てめえ〉ごときに──一ひと欠片かけらだって、くれてやるものか。


    



    



    　火ひ蓋ぶたが切られる。俺と〈斬殺鬼リツパー〉は同時に床を蹴けり砕き、相対距離を縮め合う。


    　長期戦になったら勝ち目はない。


    〈斬殺鬼リツパー〉は絶対に、一息で俺を殺すような真ま似ねはしない。じわじわといたぶりながら、苦痛と恐怖を最大限まで引き出して嬲なぶり殺す。


    　付け入るとしたら、その一点だけだ。


    　だからこそ、初手だけは絶対に譲ゆずらない。腕の一本斬きり刻まれようとも、絶対に喰くい付いて離さない。


    「って、あらっ？」


    　絶対の意志と共に繰り出したスピンキックは、〈斬殺鬼リツパー〉の見立てを僅わずかに上回ったらしい。


    　腹部に直撃を受けた〈斬殺鬼リツパー〉の躰からだが、背後の壁に叩たたき付けられた。老朽化したコンクリートに亀き裂れつが走り、粉々になって舞い上がった砂さ塵じんが奴やつの姿を一瞬覆おおう。


    　唯一の勝機が訪れた。


    「──ああああぁあッ！」


    　過剰に分泌され続けるアドレナリンがもたらす排気の咆ほう哮こうと共に、銃のトリガーを連続で引き絞る。ブロウバックの小気味よい感触。雷鳴じみた炸さく裂れつ音おんの嵐あらしがコンクリで囲まれた空間を跳ね回りながら浸透し、銃口から迸ほとばしるマズルフラッシュは地下の薄うす闇やみを乱暴に引き剝はがす。


    　火花と共に吐き出された五・七×二八ミリ弾の豪雨が、淀よどんだ空気を喰くい破りながら、標的目掛けて殺到する。


    　撃ち尽くす。遊底スライドがホールドオープンし、残弾が尽きたことを射手おれに伝える。


    「────あはっ」


    　砂塵が晴れる。


    「……ッ」


    　舌打ちが漏もれる。片手を頰ほおに添えながら、〈斬殺鬼リツパー〉は心底楽しそうに嗤わらっていた。


    　案の定、無傷。正確に照準を定めて撃ち放ったはずの弾丸は、そのことごとくを〈斬殺鬼リツパー〉のブレードによって弾はじき飛ばされ、背後の壁を穿うがっていた。


    　銃ごと投とう擲てきして不意を突こうかと思い立ったが、〈斬殺鬼リツパー〉相手では威嚇にすらなるまいと考え直す。


    「今度はぁ──こっちの番」


    〈斬殺鬼リツパー〉が接敵する。相対距離が一瞬にしてゼロになる。


    　役立たずの鉄塊でも盾たて代わりにはなるだろう。眼前にまで迫っていた刀身を、銃の遊底スライドと排莢口エジエクシヨンポートで挟み込むようにして受け止める。


    　が──その判断があまりに早計に過ぎたことを、手に伝わる滑らかな感触が悟っていた。


    「──ぱぁんっ」


    　剣先を阻まれたにもかかわらず、なぜか〈斬殺鬼リツパー〉は刀をしっかり振り抜いていた。


    　合成樹脂ポリマーフレームと合金製の拳けん銃じゆうは、しかしいとも呆あつ気けなく両断されていたのだ。


    　その銃じゆう把はを握り締めていた、俺の指もろとも──すっぱりと。


    「──────、ぎぃッ」


    　これまで体験してきたあらゆる痛みとはまったく別種の、末まつ梢しよう神しん経けいを力ちから尽ずくで断ち切られた激痛に、無ぶ様ざまな悲鳴が口から漏れ掛ける。熱い。熱い熱い熱い。指先が熱い。熱いのに、熱い部分がないッ。


    　戦闘続行を訴える意志が、想像を絶する苦痛に競り負けた。とっさに背後へと跳躍し、俺は眼前の敵から目を逸そらすという愚を自覚しながらも、自らの手を見下ろした。


    　右手の第二指から第五指──要は、親指以外すべての指を切断された。滴したたり落ちる血が、床にいびつなまだら模様を描く。


    「ああああ……畜生……ッ」


    　すぐさま前に向き直る。〈斬殺鬼リツパー〉の足元には、バラバラに分解された銃の部品と、ただのモノと化した俺の指が、交ざり合って散らばっている。


    「いい、いいわぁ、その表情……っ」


    　自らの身をかき抱きながら、〈斬殺鬼リツパー〉はその全身で恍こう惚こつを表す。


    「もっと見・せ・て」

  


  [image: ]


  
    　再び弾はじけ飛ぶ〈斬殺鬼リツパー〉の体たい軀く。


    「──てめぇえッ！」


    　煮え立つ痛みと怒りに脳髄を侵食されながら、かろうじて冷静を保っていた思考の一片が、応戦のための新たな得物を振り抜かせる。


    　首を搔かき切るのに使ったナイフを左手に持ち直し、こちらの両りよう腿ももを一いつ閃せんする剣けん戟げきをかろうじて弾き飛ばす。


    　──もう二度と、正面から奴やつの攻撃を受け止めちゃだめだ。基本的な身体能力も、得物の強度も段違いだ。まともに打ち合っていたらすぐに損傷する。


    「ほぉらっ、もっと必死で頑張らないと、もう片方の指もミミズになっちゃうわよぅ？」


    　秒間二桁けたにも及ぶ剣先の嵐あらし。避けることも防ぎきることも叶かなわない斬ざん撃げきが、俺の全身を数グラムずつ削そぎ取っていく。


    「────！」


    　たまらず後方に倒れ込む。床を転がって離脱しつつナイフを手放し、桐きり呀がの部下の死体から短機関銃H&K MP5をもぎ取った。ストックを肩に押し付けてフルオートで撃ちまくる。　


    　八〇〇発／分でばら撒まかれる九×一九ミリパラベラム弾の洗礼──しかしそのうちの一発さえ、壁や天井を乱反射する光のような〈斬殺鬼リツパー〉の躰からだを捉とらえることは叶わない。


    　ものの一秒で全弾撃ち尽くす。


    　その隙すきを見計らって再び接敵してくる〈斬殺鬼リツパー〉。俺は弾切れの短機関銃H&K MP5を敵に向かって投とう擲てきしつつ、足元に落ちていた自動拳銃H&K USPをつま先で蹴けり上げ、入れ替わりに保持する。


    　一発。二発。──ろくに照準も合わせず撃ち放たれた弾丸は、いずれも迫り来る〈斬殺鬼リツパー〉の背後へ虚むなしく消えた。三発目を放とうとトリガーを絞り掛けた瞬間に、奴の斬撃が眼前を奔はしり、銃じゆう把はと遊底スライドが斬きり離された。


    　──丸腰になった。


    「大きい一口、──がぶりっ」


    　ブレードが斬り上げられる。俺の右脇わき腹ばらから左肩口に掛けて、黒い刃先がめり込み、皮ひ膚ふとその下の筋肉、そして肋ろつ骨こつ数ミリに至るまでを抵抗もなく引き裂いていた。


    「────、ぁ」


    　大量の血けつ霧むが迸ほとばしる。吹き上がる赤色に視界が阻まれ、気付いたときには顔面を蹴り上げられていた。


    　地面を無ぶ様ざまに転がり、背後の壁に叩たたき付けられてようやく止まる。脊せき椎ついの軋きしむ嫌いやな音が響き、喉のどから噴き出した血ち反へ吐どが、血ち塗まみれの全身をさらに汚した。


    　痛い。痛い。熱い。冷たい。重い。眠い。意識が朦もう朧ろうとする。


    　さっきの自刃で血を失いすぎたのか、傷口はぱっくりと唇くちびるを広げたまま塞ふさがる気配がない。


    　立ち上がれない。


    　圧倒的だった。


    「くすくす──」


    　俺を蹴けり上げた姿勢のまま、〈斬殺鬼リツパー〉は軸足でくるりと華麗に身をひるがえした。


    　カーテンコールを迎えた役者のごとく、上品なおじぎを披露してみせる。


    「──手品はおしまいかしら？」


    　愉悦を隠さず訊たずねてくる奴やつの声音は、すでにこちらが死に体であることを悟っている。


    　下ごしらえが終わり、いよいよ自身の待ち望んだ時間──抵抗のできない獲物を嬲なぶり、刻み、喘あえがせ、絶望させる〝お愉たのしみ〟の瞬間が訪れたことを悦んでいる。


    「……せっかくなら、もう一演目くらい付き合ってくれよ……」


    　もはやうまく動かない左手で、ごそごそとポケットからそれを取り出す。


    　どうにか指だけでピンを弾はじき、天井に向かって放ほうり投げる。


    　桐きり呀がから譲り受けた──閃光手榴弾スタングレネード。音と光で対象を無力化する非致死性兵器。


    「……がっかりよね」


    〈斬殺鬼リツパー〉は大きく飛び上がると、放物線を描きながら宙を舞う黒い筒に刃を奔はしらせた。一重、二重、三重──瞬またたきの間に閃光手榴弾スタングレネードは無数の破片へと解体され、ヒューズが点火する瞬間を待たずにその機能を失った。


    　苦もなく手しゆ榴りゆう弾だんの除去を終えた〈斬殺鬼リツパー〉は、緩かん慢まんな足取りでこちらへと歩み寄ってくる。


    　俺の眼前で立ち止まった彼女は、その澄み渡った金色の冷たい瞳ひとみで、死体同然の俺を見下ろした。


    「くすっ──少し壊しすぎちゃったかしらぁ。新鮮な悲鳴はもう聞けないかも」


    　肩を小刻みに揺らして嗤わらう〈斬殺鬼リツパー〉の姿を、ぼんやりと見つめながら、


    「…………なぁ」


    　そんな、しゃがれた声を出すだけで、信じられないくらいの痛みが全身を走った。


    「憶おぼえてるか。……いつかおまえに、俺が……いったこと」


    「────？」


    〈斬殺鬼リツパー〉が怪け訝げんな顔をする。構わず続ける。


    「夏の、潰かい殺さつ事件。おまえが、下水で……斎さい賀が鍵けん基きを、執行したあとの、こと」


    　罪人の生命まで尊重する俺のやり方を〝甘え〟と称した音ね耶やに、俺はあのとき、いった。


    



    〝……じゃあ、てめえはなんだ。その奇械仕掛けの躰からだと心で、自分に、他人の何かを奪う権利があるとでも思ってるのか〟


    



    「……正直、ずっと……気にはなってた。おまえのいう通りに、さ……初めて遭遇したその時点で、〈潰殺魔スカツシヤー〉を……斎賀鍵基を、殺すことができていれば……もしかしたら、余計な死人も出さずに……それに、貴き織おりだって、助けられたかもしれないって」


    　全身が痛い。もはや生きているだけで苦痛だっていうのに。


    　……なぜだろう？


    　理由すらもわからない、可お笑かしみが溢あふれてくるのは。


    「──でもさぁ。……そうしたらおまえ、きっと……今もずっと〝奇械仕掛け〟のまんまだったろ？」


    「くすくす──いじらしくて素敵だけど、残念ね。ここにはわたしとあなたの二人きりよ？」


    〈斬殺鬼リツパー〉が嘲ちよう笑しようする。構わない。


    　あの事件から──栂つが貴織と対たい峙じし、彼女を斃たおすことに初めて躊ちゆう躇ちよを覚えたあの日から、神楽かぐらヰゐ音ね耶やは少しずつ変わり始めた。


    　温度の通わない、ただ冷たかっただけの歯車が、確かな熱を帯び始めた。


    「それが、……正しいなんて、俺にはどうしても……──思えない」


    　数日前──隷れい陽よう女学院での出来事を思い出す。


    　いつものように義ぎ指しを換装しようと試みた音耶は、しかし原因不明のエラーを起こしたあげく隙すきを晒さらし、〈斬殺鬼リツパー〉によって呆あつ気けなく討ち取られた。


    　先代の芥宗佑が遺のこした記録の内容に従えば、その身に〈鵺かみ〉を降ろす〝器〟として生み出された神楽ヰ音耶──門かど間ま閨ねやは、本来、自我を持つべき存在ではなかったのだ。


    　中身が空からっぽだったからこそ、彼女は様々な〝人格なかみ〟を宿すことができた。


    　だが──〈奇腫指キヤンサー〉の機能を阻害するほどの〝自我〟が、音耶の中に芽生え始めていたのなら。


    「俺、は───後悔、しない」


    「……茶番はそれでおしまいかしら？」


    　醒さめ切った〈斬殺鬼リツパー〉の表情からは、これから〝お愉たのしみ〟に興じることへの高揚感など、すでに残らず消え失うせていた。


    　ギロチンそのものの無機質さで、〈斬殺鬼リツパー〉は黒塗りのブレードを振り被かぶる。


    「さようなら。わたしの糧かてになることにすら、あなたは値しない。──せめて無価値に無ぶ様ざまに、この地下室に散らばる肉片のひとつになりなさい」


    「……御免だっての」


    　ずきずきと激痛を発し続ける右手から、俺は押さえていた左手をそっと離した。


    「それは──」


    〈斬殺鬼リツパー〉の表情に、初めて驚きよう愕がくの色が浮かぶ。


    　──昨夜。あの白い檻おりの中で回収した代しろ物もの。


    　先代の芥あくた宗そう佑すけが、人知れず大だい殺さつ戮りくを行った、忌いむべき義指。


    　それが今──四指を斬きり落とされた俺の右手に、接続されていた。〈斬殺鬼リツパー〉が目を見開く。


    「さっきの手しゆ榴りゆう弾だんは──ッ」


    　ブラフだっつの。今さら気付いた顔をする〈斬殺鬼リツパー〉の間抜けさに、胸がすく思い。


    　獰どう猛もうな笑みがこぼれる。急速に侵食されていく理性の中で、人外の力を存分に行使できることへの昏くらい喜びが溢あふれてくる。


    　この全能感。この一体感。力に呑のみ込まれてしまいそうだ。


    　血ち塗まみれになった右手の中で、力強く鼓動する〈奇腫指キヤンサー〉の銘は──


    



    「装塡リロード───銀ぎん指し〈潰殺鬼スカツシヤー・ネイキツド〉」


    



    　かつて栂つが貴き織おりと斎さい賀が鍵けん基きのふたりに〝接続〟され、猛威を振るった攻撃特化型の義ぎ指し──その原型となった試作品が今、芥あくた宗そう佑すけを構成する一部と化して起動する。


    　霞かすんだ視界が、瞬またたく間に銀色のノイズに覆おおわれていく。


    　中空に強大な圧力が逆巻き、破壊の力を伴ともなった不可視の槌つちが形成される。


    「この……！」


    〈斬殺鬼リツパー〉のブレードよりも一瞬早く、限界まで引き絞った圧力を解放する。


    　とっさにかざされた奴やつのブレードが鋭い金属音を立てて弾はじけ飛び、その躰からだが銀指の衝撃をまともに受けて後方に吹き飛んだ。


    　立ち上がる。


    　今度こそ、これで最後。


    　文字通り、死力を尽くして疾走する。


    「音ね耶やッ、おまえは人形じゃない──」


    　血を撒まき散らしながら叫ぶ。腹から何かがこぼれた感触。どうでもいい。


    「そんなゴミクズに支配されて、てめえは自分の意志を否定するのか──」


    　思わぬ不意打ちを受け、ふらふらとたじろぐ〈斬殺鬼リツパー〉に──否、違う。


    　神楽かぐらヰゐ音耶に、肉薄する。


    



    「────違うだろォォオオオオオオッ！！！！！！！」


    



    　手加減抜きの全身全霊で繰り出した拳こぶしは、音耶の顔面を綺き麗れいに打ち抜いていた。


    　音耶の躰が後ろに傾かしいで倒れる。殴なぐった俺の方も受け身ひとつとれず、頭から床に叩たたき付けられた。


    　気を抜けば引き剝はがされていく意識を、全身の痛みで呼び戻しながら、俺は祈るような心境で、倒れ伏した音耶を見守った。


    　数秒の間を置いて、音耶は見えない糸に吊つられるような緩かん慢まんな動きで立ち上がった。ふたつの瞳ひとみは虚うつろに開かれたまま、暗い天井を凝視している。


    「あ──────」


    　その口元から、苦く悶もんともつかない呻うめきが漏もれる。その瞳が熾おき火びのごとく、頼りない発光と消散を繰り返しながら見開かれる。


    「……、音ね耶や」


    　地べたに這はいつくばったまま、掠かすれた声でその名を呼ぶ。


    　肉体の内側という不可視の戦場で、自らの全存在を奪い尽くそうと襲おそい掛かる侵入者に対し、必死の抵抗を繰り広げているであろう彼女にとって──ほんの少しでもいい。彼女が自身の心と躰からだを奪還するための微かすかな足掛かりになるよう、肺の中の空気を振り絞って叫ぶ。


    「戻ってこい──神楽かぐらヰゐ音耶ッ」


    　その一喝が契機となったのかどうかは、俺には窺うかがい知れない。


    　しかし音耶はがくがくと全身を震ふるわせながら、その両手をゆっくりと持ち上げていた。


    「──わたし、から」


    　音耶の左手が、右の義ぎ指しを摑つかむ。そして、


    「────出て、行けぇ──ッ！」


    　癒ゆ着ちやくした金きん指しを半ば引き千ち切ぎるようにして、自らの躰から切り離していた。


    「───はぁ、はぁ」


    　手にした義指を地面に叩たたき付け、音耶は荒い呼吸を繰り返していた。


    　やがて、車に轢ひかれたカエルのような有り様と化している俺に気が付くと、たどたどしい足取りで歩み寄り、ぺたりと力なくへたり込んだ。


    「あなたは……」


    　その表情が、みるみるうちに悲痛に歪ゆがんでいく。


    「あなたは……馬ば鹿かです。大馬鹿だ」


    　なじる音耶の声は、しかし怯おびえるかのように震えていた。


    「こんな、わたしの──空虚な人形なんかのために……どうして」


    「人形人形うるせえっての。おまえはもう、立派な人間サマだろ」


    　音耶ははっと気付いた顔をして押し黙った。自身の出生についての記憶を、確か彼女は〈幻灯師フアンタズマゴリア〉の能力を受けた後に思い出していた。そして、その事実を俺が突き止めたこともまた、今に至って察したのだろう。


    「で、俺の部下だ。……生命のひとつやふたつ、コンビニ行くぐらいの気軽さで懸けてやるさ」


    　そこまで口にして、腹の奥から熱いものが昇ってきた。激しく咳せき込む。血の塊を何度も吐き出し、飛び散ったそれが音耶の躰を赤黒く汚す。


    「宗そう佑すけさんっ！」


    　やかましい悲鳴が耳元で鳴り響き、思わず顔をしかめる。


    　音ね耶やは身につけていたドレスを脱ぎ捨て、俺の傷口に強く押し当てた。失血で麻ま痺ひしかけていた痛みが蘇よみがえり、無ぶ様ざまな声が喉のどから漏もれる。


    「お願い、死なないで──宗そう佑すけさん」


    　焼け石に水もいいところな止血を試みながら、音耶は子供のように声を上げて懇願してくる。


    「……馬ば鹿かいってんじゃ、ねえっての……」


    　などと強がってはみたものの──いい加減、もう限界だ。少し気を抜くだけで瞼まぶたが勝手に下りてくる。ここまで躰からだ張ってこいつを連れ戻した手前、肝心の俺がくたばっていちゃ世話ないが──これは少し、まずそうだ。


    　ともあれ、まずはさっさと腕の良い医者でも手配してもらうしかない。あとは自分の気力と生命力、そしてちょっとばかしの悪運の強さを信じるしかあるまい。


    　──だが。


    



    「こんなところにいた」


    



    　そんな、身の毛もよだつような声が、ふと頭上から降ってきた。


    　霞かすむ視界で声のした方に焦点を合わせる。


    　地上へと続く螺ら旋せん階段の頂上に、小柄な少女が佇たたずんでいた。身につけているのは拘束服だろうか。全身を締め上げていたベルトは外れ、ぶら下がった金具が手すりに当たって小さな金属音を立てた。


    　現れた少女の姿を認めた瞬間、音耶が目を見開いて呟つぶやく。


    「──彼女は」


    「幌ほろ月づき、翠すい子こ……」


    　黒い傘かさを携たずさえた殺人者。この街で、まことしやかに存在を囁ささやかれる都市伝説。


    　──〈黒傘アンブレラ〉。


    　その正体の片割れである少女が、虚うつろな瞳ひとみで階下を見下ろしていた。


    「なぜ、彼女が……」


    　目覚めたばかりで状況を把握しきれていない音耶がいう。


    〈奇腫指キヤンサー〉に関かかわり、そしてそれを奪われた者の末路として、幌月翠子もまたこの施設に囚われていたのだ。〈斬殺鬼リツパー〉襲撃による混乱に乗じて自由の身となり、拘束から脱したのだろう。


    「許さない。……許せるわけ、ないじゃない」


    　乾ききった少女の唇くちびるから、昏くらい怨えん嗟さの声がこぼれ落ちる。


    　そして──次の瞬間、彼女がとった行動に、俺と音耶は同時に言葉を失った。


    　幌月翠子は何を思ったのか、階段の頂上から突然飛び降りたのだ。


    「──、──」


    　金きん指しが接続されていた頃ころの華麗な身体能力など見る影もない、無ぶ様ざまな着地。生身の状態で、七メートルもの落下に躰からだが耐え切れるはずもない。コンクリの床に叩たたき付けられた幌ほろ月づき翠すい子こは、ゴミのように地べたに這はいつくばったまま、ぶるぶると小さく躰を震ふるわせていた。


    「やっと手に入れた、非日常──私とこの世界を繫ぐ〝存在価値〟──もう絶対に、放さない。放すもんか」


    　その光景を見ていた音ね耶やの顔が、嫌悪と恐怖に歪ゆがむ。


    　幌月翠子のつぶらな瞳ひとみを黒く濁にごらせているのは、異常なまでの執念だった。


    　ぶつぶつとうわ言のように呟つぶやき続ける彼女の様相は、完全に常軌を逸いつしている。


    「わたくしの───ゆび」


    　落下の衝撃で足を痛めたらしい。それでも幌月翠子はずるずると、ある一点だけを目指して地面を這いずっていく。


    「あいつを、止めろ……音耶」


    　奴やつの目的を察した瞬間、混濁していた意識が一気に醒さめた。声を絞り出して音耶に指示を出す。


    「でも……っ」


    　躊ちゆう躇ちよする音耶の視線は、俺の傷口に押し当てられたドレスに向いている。止めどなく溢あふれ続ける血液は、すでに音耶の両手を真っ赤に汚している。


    　今にも尽きようとしている俺の生命と、数秒後に訪れるであろう脅威。高確率の死と、確実な死。冷静に秤はかりに掛ければ、選択の余地などないはずだった。


    「音耶……ッ」


    　もう一度訴える。音耶は悲痛な面持ちで唇くちびるを嚙かみ締めながら、駄々っ子のように首を横に振り、俺の傍そばから離れようとしなかった。


    「この程度で死にゃしねぇ──最優先事項を見失うなッ」


    　以前の彼女であれば、即座に決断し、行動に移しただろう。目の前の敵に完全なとどめを刺すために。


    　だが今の神楽かぐらヰゐ音耶からは、そんな合理的な判断力などとうに失われていた。


    　──そうこうしているうちに、タイムリミットは呆あつ気けなく過ぎた。


    　幌月翠子が、地面に打ち捨てられていた金指の元へと辿たどり着いてしまったのだ。


    「はぁ──っ」


    　笑顔と呼ぶにはあまりにおぞましい醜しゆう悪あくな表情。長い長い禁欲の果て、久々の恩恵にありついた麻薬中毒者の様相で、幌月翠子は音耶が投げ捨てた金指にかじり付く。


    「──────」


    　拾い上げられた金指〈斬殺鬼リツパー〉は、即座に幌月翠子の欠けた右手へと再接続される。一瞬の沈黙ののち、再び人外の異能を手にした彼女の躰がびくりと跳ねた。


    「わたわたワタしは、〈黒傘アンブレラ〉──」


    　虚うつろだった彼女の黒い瞳ひとみが、みるみるうちに金色のノイズに侵されていく。


    「街を恐怖にオオ陥おとしいれる、きタイの殺人鬼───ちちちち違う違う違う、返せ返せカエセ斬きり刻んでザクザクザクザクくすくすくすくすクスクス──！」


    「……ったく」


    　既視感。両手を広げ、躰からだを折って支離滅裂な発言を繰り返す幌ほろ月づき翠すい子この姿は、これまで対たい峙じしてきた〈奇腫指キヤンサー〉の装着者達と寸分違わない。


    　……あの地下で目にした記述を思い出す。〈奇腫指キヤンサー〉の中でも、もっとも機能的に洗練されているとされた金きん指しにさえ──ついに人格同士の競合が発生したのだ。


    「ころ。殺す、斬り殺──殺すかえセ！　わたしのカラダ──返せェ」


    　幌月翠子は地を這はう蛇へびの素早さで、すぐ傍そばに転がっていた得物──俺が使っていたナイフを手に取ると、金色の瞳をにたりと歪ゆがめ、俺と音ね耶やに振り向いた。俺の傷口を押さえる音耶の腕が固く強こわ張ばる。


    「……ごめんなさい、宗そう佑すけさん。少しだけ、我慢していてください」


    　事ここに至り、遅すぎる決心を固めた音耶がいう。


    　眼前に迫る脅威を迎え撃つため、音耶は立ち上がろうと片かた膝ひざを立てる。が──


    「そんな──噓うそ」
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    　音ね耶やが蒼そう白はくになって呟つぶやく。彼女の両脚は小さく震ふるえるばかりで、一向に立ち上がろうとしなかった。


    　──おそらくは紅こう指しを失った影響だろう。〈執行者エグゼキユーター〉によるバックアップを欠いた状態に、音耶の躰からだがまだ対応しきっていないのだ。


    「クスくすくス──」


    　一歩一歩緩かん慢まんに、俺達にとっての死が歩み寄ってくる。


    　音耶の手が、すでに感覚を失くした俺の手を包み込むように握る。謝ることも、憤いきどおることもせず、音耶はただ悲嘆に暮れた瞳ひとみで、こちらをじっと見下ろしていた。


    　──気にすんな、と視線で返して苦笑する。気張った結果としては下の下だが、まあやれることはやり尽くしたうえでのデッドエンドだ。終始翻ほん弄ろうされていただけの音耶を責めるのも、お門かど違いだろう。せめておまえだけでも逃げろと格好つけたいところだが、今の音耶の状態ではそれも叶かなうまい。死に体の宿主に見切りを付けたのか──右手に接続していた俺の義ぎ指しは、いつの間にか外れて転がっていた。


    　足音が止まる。幌ほろ月づき翠すい子こは俺と音耶の目の前で立ち止まると、金の瞳でこちらを見下ろしてきた。対する音耶はその場から動けないながらも、せめてもの抵抗とばかりに俺の躰を強く抱き寄せた。情けない。


    「あな、あなタ、ごときが──二度も」


    　ほつれた声で、幌月翠子がぽつりという。


    　彼女の視線は、硬直している音耶を素通りし、横たわる俺へと注がれていた。


    「あなタが──わたしノ──わたし達の存在そのモノを、───脅おびやかす」


    「……身に余る光栄だよ。糞くそが」


    　幌月翠子としての記憶と〈斬殺鬼リツパー〉としての記憶が混濁しているのだろう。憎悪と屈辱に満ちた形ぎよう相そうで、彼女は俺の胸にナイフの切っ先を据すえた。


    　……そりゃガッツリ武装した戦闘員の集団をひとりで壊滅させるような超人が、俺ごとき凡人に二度も煮え湯を飲まされたのだから、恨みのひとつやふたつ買うだろう。


    「だカラ、今、ここデ───」


    　ナイフが奔はしる。その剣速は音耶の反応速度など軽く凌りよう駕がし、俺の生命を光よりも早く奪い去るだろう。


    「──!?」


    　しかし次の瞬間、幌月翠子は即座に攻撃を中断すると、弾はじかれたように後方へと飛び退のいた。


    　頭上からの轟ごう音おん。次いで炸さく裂れつ。


    　幌月翠子が立っていた足元の床がコンクリの破片を撒まき散らして弾け飛び、クレーターじみた銃じゆう痕こんを穿うがっていた。


    「桐きり呀がさん……」


    　音ね耶やが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。階下の全員が振り仰いだ先──脇わき腹ばらから血をこぼした桐きり呀がが、螺ら旋せん階段の手すりからレイジングブルの銃口を突き出していた。


    　幌ほろ月づき翠すい子こは一瞬こちらに視線を移したが、すぐに前方へと振り向き、音耶の脇を駆け抜けて疾走した。負傷による影響を過剰なまでの身体能力でねじ伏せ、幌月翠子は豹ひようの身軽さで階段を駆け上っていく。


    「ちぃッ！」


    　初撃で敵を仕留め損そこねた自らの不手際に舌を打ちながら、桐呀は銃口を足元へと向け、立て続けにトリガーを引き絞った。


    　雷鳴のような炸さく裂れつ音が連続して響く。撃ち出された〇・四五四カスール弾が、薄い鉄板をたやすく引き裂き、標的を食い破る鋼鉄の豪雨と化して、階下から迫る幌月翠子に襲おそい掛かっていた。


    　解き放たれた四発の銃弾のうち、一発が標的の躰からだを捉とらえていた。だがそれだけだ。弾は幌月翠子の肩の肉を抉えぐり取る程度に留とどまり、その生命を奪うには及ばなかった。


    　あっという間に階段を上り切った幌月翠子を、銃を構え直した桐呀が迎え撃つ。


    「邪魔しナいでよ──オバサん」


    「今度は避よけるなよ──化け物」


    　撃ち尽くしたレイジングブルを放ほうり捨てると同時に、桐呀は短機関銃H&K MP5を構え直した。


    　だが、あの金きん指しに接近を許した時点ですでに趨すう勢せいは決していた。桐呀の指がトリガーを引き切るよりもなお速く、ゼロ距離まで接敵した幌月翠子のナイフが綺き麗れいな弧を描いて奔はしる。


    「舐なめるな、馬ば鹿か者」


    　その一いつ閃せんによる被害を、もう使い物にならない右腕一本に留めた桐呀の技量は賞賛されるべきものだった。あるいは、金指が未いまだ調子を取り戻していないことも幸いだったかもしれない。


    　ガードした上腕を縦に抉られながら、桐呀は構わず、刺さったナイフを幌月翠子の腕ごと捻ねじり上げる。生じた一瞬の隙すきを突いて、桐呀は左手に保持している銃を敵へと向けた。


    「────！」


    　その時点で、相手に一枚上うわ手てをいかれた事実を悟ったのだろう。幌月翠子はナイフの柄から手を放し、逃走を開始する。


    　その背中に向けて、桐呀が容赦の無いフルオート射撃を敢行する。すぐに弾倉は空からになり、地下空間に静寂が戻ってきた。


    　俺と音耶の視界から、通路へと駆け込んだ幌月翠子の姿はとっくに外れている。


    　しかし、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような桐呀の表情を窺うかがい見れば──結果を察するのは簡単だった。


    「……くそ」


    　桐呀が呟く。張り詰めていた糸が切れたのだろう。弾切れの銃がその手から滑り落ちると同時に、彼女は床に崩れ落ちていた。


    　──金きん指しを取り戻した幌ほろ月づき翠すい子こは、まんまと逃げおおせたらしい。


    「────」


    　そこでようやく、こちらの糸も切れた。黒い絵の具を垂らされたように、意識が暗く染まっていく。


    「……宗そう佑すけさん？」


    　耳元で囁ささやかれる音ね耶やの声も、もうよく聞こえない。


    　今はとにかく───寒い。
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    　幌ほろ月づき翠すい子こが、曲がりなりにも模範的な生活を送り続けることができたのは、四歳の頃ころに経験したある出来事が大きい。


    



    　物心ついた頃から、彼女は自分が人と違うことを自覚しつつあった。


    　周りの子供達が、どうして笑っているのかわからない。


    　自分を取り囲む家族達が、どうして喜んでいるのかわからない。


    　幼い翠子は、身を引き裂くような孤独感と疎外感に苛さいなまれつつ、それでも自らの異常性を自覚できる知性を持っていたから、かろうじて社会の輪に留とどまることができていた。


    



    　由緒正しい家に生まれ出た彼女には、齢よわい九〇を超える曾そう祖そ父ふがいた。


    　かつて帝国陸軍に属する勇猛な兵士であった彼は、今や情緒不安定で偏屈な老人として、家族の間でも疎うとまれる存在となっていた。足腰の弱り切った彼は、日がな一日寝室に閉じ籠こもったまま、ほとんど姿を見せることはなかった。


    　両親から溺でき愛あいされていた翠子は、曾祖父と会うことを許してもらえなかった。


    



    　──ある日翠子は、ちょっとした隙すきを見つけて曾祖父の寝室へと潜り込んだ。落ち窪くぼんだ瞳ひとみで曾ひ孫まごを睨ねめ付ける老人に、翠子は自らの〝異常性〟を、幼い彼女なりの言葉で語って聞かせてみた。


    　どうせ誰だれとも話さない人間なのだから、自分の秘密もばらしてしまっていいやと考えたのだ。


    



    〝翠子。孤独であることは、何も変ではないよ。人は独りだ。人は孤独だ〟


    



    　翠子の話を聞き届けた曾祖父は、訝いぶかしむことも、笑い飛ばすこともせず、誠実な口調でそう答えた。


    



    〝なぜなら人はね、お互いに殺し合い、奪い合うようにできている。生命の本質はね、翠子、生きていることではなく、失うことにあるんだ〟


    



    　そういって曾祖父は、夢と奇跡に溢あふれたお伽とぎ話ばなしを語り聞かせるような優しい声音で、幼い翠子に自らが駆け抜けた数々の戦場での出来事を、ひとつひとつ語った。


    　銃弾で眼球が弾はじけ、地雷で両足が吹き飛ぶ光景。


    　喉のどを銃剣で突かれ、砲弾で全身が四散する光景。


    　曾そう祖そ父ふの口から紡つむがれるそれらの物語を夢想するたび、翠すい子こは胸に名めい状じようしがたい温かみが満ちていくのを感じた。


    　そうだ。このもどかしさの正体が、ようやくわかった。


    　──わたしは、せかいに、たいくつしていたんだ。


    



    〝人はいつしか優しくなりすぎた。隣人を愛し、規範にかしずき、そうしていつしか、生命を奪うことの尊とうとさを置いてきてしまった。──それを愛せないという翠子は、そんな蒙もう昧まいな人間達よりも、ずっと優れた子供なんだよ〟


    



    　曾祖父の言葉は幼い翠子にとって難解であったが、それでも、自分の存在を誰だれかに認めてもらえたことが、彼女はたまらなく嬉うれしかった。


    



    〝……いつかスイコも、曾祖父おじいさまみたいになれるかなぁ？〟


    



    　ああ、と。彼は皺しわだらけの枯れ木めいた指で、翠子の髪を優しく梳すきながら、穏やかな笑顔を浮かべてみせた。


    　その出来事を知った翠子の両親によって、曾祖父の姿が屋敷から消えたのは、それから三日後の出来事だった。


    　それ以来、彼には一度も会っていない。


    



    



    　そして、現在。


    　金きん指しを取り戻し、〈黒傘アンブレラ〉としての存在意義を取り戻した翠子は、折れかけた脚を引きずりながら、それでも一心不乱にある場所を目指している。


    



    　──待っていてくださいね、曾祖父さま。


    　翠子は、わたくしはこんなにも立派になりました──


    



    
      ◇

    


    



    　目が醒さめて、まず最初に知覚したのは、全身くまなく這はい回る激痛だった。


    「…………」


    　耐え難い痛みに顔をしかめつつ、ゆっくりと瞼まぶたを開ける。どうやらベッドに寝かされているらしい。


    　殺到してくる光と共に、不ふ明めい瞭りようだった視界が徐々に色を取り戻していく。無機質な灰色をした天井を、淡雪のような汚れのない白が覆おおっている。


    　その白色が、ベッドの傍そばで俺のことを見下ろしていた誰だれかの髪の色であると、少し遅れて気が付いた。垂れ落ちた柔らかな毛先が頰ほおをくすぐる。


    　濃密な血臭とは似ても似つかない、優しく甘い匂においが鼻び孔こうを撫なでる。


    「……おはようございます」


    　これまでと何ひとつ変わらない──しかし、どこか懐なつかしさを覚える穏やかな声音で、神楽かぐらヰゐ音ね耶やは小さく微ほほ笑えみながら、そんな当たり前の挨あい拶さつを口にした。


    「…………信じらんね」


    　まさか本当に生き延びてしまうなんて。正直、生還は望めないと確信していたのに。喜びよりも驚きの方が勝っていて、感情表現がとても追い付かない。


    「──づぅ」


    　とにかく半身を起こそうとした瞬間、更なる激痛に襲おそわれて思わず呻うめく。まるで躰からだ中じゆうの神経が断線したように、全身ぴくりとも動かない。


    　ここがどこなのかは、味も素っ気もない内装を見れば一発でわかる。〈斬殺鬼リツパー〉の襲撃を受けた収容施設の一室だろう。


    「ほらほら、だめですよ動いたら。あと自分のお躰もしばらくは直視しない方がいいです。フランケンシュタインもかくやという酷ひどい有り様ですので」


    「……想像もしたくねえよ」


    　あの野郎、何回俺のこと斬きりやがったっけ。自ら頸けい部ぶを抉えぐった傷さえ瞬時に完治させる紅こう指しの生命力促進作用が、まったく追い付かなくなるほどの負傷。胴体に食らった一いつ閃せんについては、もう思い返すだけで怖おぞ気けが走る。最後に走ったとき、明らかに中身こぼれた感触あったし。


    　……しかしまあ、こうして正気を保てているところを見ると、装着した〈潰殺魔スカツシヤー〉による精神汚染の影響は残らなかったようだ。装着時間が短かったからか、これも紅指による作用なのか、あるいはその両方か──ともあれ、ほとんど奇跡のような命拾いをしたわけだ。


    「でも、ほら」


    　音耶はそっと俺の右手をとると、俺の視界に入るようにゆっくりと持ち上げた。


    　目を見張る。包帯で覆われ、痺しびれていて感覚もほとんどないが、俺の掌てのひらの先にはあるべきものがしっかりと付いていた。


    「右手の指、ちゃんと繫つながっちゃいました。斬られた断面があんまり綺き麗れいだったからって……」


    　悪いた戯ずらっぽい笑顔で告げる音耶だが、内容が生々しすぎてまったく喜べない。


    「まったく、あなたは──」


    　と、音耶の表情に陰りが落ちる。


    「毎度のことながら無謀過ぎるんです。そのくせ、いつもいつもこうして命拾いをするものだから……いつまで経たっても懲こりることを覚えてくれない」


    「悪かったな。文句垂れんなら、もうちょい頼りがいのある部下に成長してくれっての」


    「……宗そう佑すけさんの事情については、すでに桐きり呀がさんから聞きました」


    　ふいに音ね耶やが切り出した言葉に、俺は僅わずかな動揺を覚えた。音耶が今日まで拠より所にしていた俺という存在は、かつて彼女が焦こがれた少年の紛まがい物でしかないのだ。


    「あなたは確かに、私が幼い頃ころに逢あった〝彼〟ではありません。〝彼〟はすでにこの世の人ではなく、あなたは彼の一部をほんの少し与えられただけの別人だ」


    「…………」


    「でも、そんなのはもう関係ないんです」


    　まだろくに指の繫つながっていない手を握り締められる。痛みよりも先に気付いたのは、音耶の瞳ひとみに浮かんだ、叱しつ責せきと安あん堵どの入り交じった気配だった。


    「あなたのおかげでわたしはここに帰ってくることができたんです。わたし達が〝出会って〟から、もうすぐ一年経つんです。……その節目を前にして、勝手に死なないでください」


    「あー……そうだっけ」


    　気け圧おされて、つい視線をあさっての方に泳がせる。


    　今年の二月──いや、あの白い檻おりの中での逢おう瀬せを含めれば、それよりもずっと遠い昔から。


    　その長く短い時間の中で、ガラスケースの中に収められた無む垢くな人形に過ぎなかった少女は、この世界に満ちた汚お穢わいと醜悪さと──そして、ほんの僅かばかりの幸福を知った。


    　こんな屈託のない笑顔で笑い、時には憤いきどおり、悲しみ、そして迷うことのできる──ヒトの脆もろさを得た。あの義ぎ指しに収められた人格すら、拒むほどに。


    「──そうだ。あれからどんだけ経ってる」


    　そんな重要なことに、ようやく思い至る。危うく死に掛けたおかげで、時間の感覚が吹っ飛んでいる。この部屋には窓もないので、時間帯すら判然としない。


    「まだ一晩です。あ……」


    　音耶が背後を振り返ったとたん、ノックもなく鉄てつ扉ぴが開かれる。


    「ふん、目が醒さめたか芥あくた」


    　モーターの駆動音。電動式の車くるま椅い子すに座ったまま部屋に入ってきたのは、桐呀だった。


    「あの負傷でよくも生きていたものだ。医者と設備が無事だったことを感謝するんだな」


    「どうしておまえそんな元気なん」


    　涼しい顔で悪態をつく桐呀の姿もまた、全身を包帯に覆おおわれており、痛々しいことこの上ない。むしろ俺のようなチート能力がない分、重傷具合でいったらこいつの方がまずかったのではないだろうか。


    「馬ば鹿かいうな。件くだんの能力の影響を差し引いても、貴様の方がよほど重傷だ。あれでピンピンしているのだから、もはや生物の埒らち外がいだよ」


    　桐きり呀がは化け物を見る目でこちらを睨にらみつつ目を細めた。


    「──貴様の心臓に宿っている紅こう指しの作用だろう。輸血を施ほどこしたとたん、あの見るに堪たえない損傷が驚異的な速度で回復を始めた。……頸けい動どう脈みやくの傷は〈斬殺鬼リツパー〉にやられたのか？」


    「いや、自分でやった。こう、ザクッと」


    「宗そう佑すけさん、あなた本当に何してるんですか……？」


    　傍そばの音ね耶やが、露骨に苦い顔をする。


    　桐呀が肩をすくめる。


    「……貴様がこうして生きているのがつくづく不思議でならん。頭を吹き飛ばせばいつか死ぬ分、ゴキブリの方がまだ良識がある」


    「たぶん冗談でいってるんだとは思うけど、間違っても実行に移すんじゃねえぞ」


    　やりかねないもんな。あのデカい銃で、ズドンとひと思いに。


    「あ、あの……桐呀さん？　おふた方とも怪け我が人にんなんですから、少しお手柔らかに……」


    　と、見かねた音耶が椅い子すから立ち上がり、愛想笑いを浮かべながら割り込んできた。──紅指のない状態にも慣れたのか、その挙動に違和感は見られない。


    　……そういえば、こいつらの絡みって久々に見るな。


    「────」


    　桐呀は不機嫌そうに口をつぐんだまま、音耶の顔をまじまじと見つめている。


    「えぇと……私の顔に、何か……？」


    　気まずそうに微ほほ笑えみつつ、腫はれ物に触るようにおずおずと問い掛ける音耶。


    「ときに神楽かぐらヰゐ」


    「は、はい！」


    　気を付けを命じられた軍人のごとく、びしっと姿勢を正す音耶。


    　そんな彼女にまじまじと顔を近づけながら、桐呀は獲物を見定めるように瞳ひとみをすがめる。


    「──貴様は、そんな顔をするんだな」


    　やがて、抑揚を欠いたいつもの声音で、そんな一言を静かに告げた。


    「え、えぇ……はい？」


    　困り切った様子で音耶が頷うなずき、それを見た桐呀が呆あきれたように瞼まぶたを閉じる。いかなるときも冷徹で厳格な鉄仮面が、その一瞬だけ、微かすかな綻ほころびを見せたような気がした。錯覚かもしれない。


    「……いい、何でもない。忘れろ」


    　桐呀は吐き捨てると、興味を失ったように音耶から視線を逸そらしていった。


    「〈斬殺鬼リツパー〉の逃走から、すでに一八時間が経過している。奴やつの身柄は確保できていない。一応、自宅と学院周辺には網を張っているが、のこのこ戻っていくとも思えんしな」


    　音耶の表情が曇る。やはり〈斬殺鬼リツパー〉は、あのままここから逃げおおせたのか。俺は訊たずねる。


    「この施設の周辺地域の封鎖は？」


    「ザルもいいところだ。──今回の戦闘で、直属の部下の大半が失われた。体勢を立て直すには時間がいる。今の私達に、組織としての機能はほとんど残されていない」


    　告げる桐きり呀がの声に、むざむざと部下を殺されたことへの静せい謐ひつな怒りと憎悪が混じる。


    「……後ほど幌ほろ月づき翠すい子この資料を運ばせる。ではな」


    「き、桐呀さん。わたしも何か手伝いましょうか？」


    「いらん。部外者は引っ込んでいろ」


    　まだまだ昨晩の事後処理が山積みなのだろう。一方的な捨て台詞ぜりふを残し、桐呀はスティックを器用に操作して車くるま椅い子すを旋回させた。


    「と、芥あくた」


    　桐呀は首だけで振り返ると、低い声でいった。


    「忠告だ。紅こう指しの補助があるといえど、今の貴様が瀕ひん死しの怪け我が人にんであることには変わりない。どのみち動けはせんだろうが、無理をすれば傷が開く。くれぐれも妙な気は起こすな」


    　最後にそう釘くぎを刺し、桐呀は部屋を出て行った。


    「……聞いての通りです」


    　再びふたりきりになった部屋で、音ね耶やは椅子に座り直しながら、ぽつりといった。


    「状況はあまり芳しくありません。すでにどこかで、新たな〈斬殺鬼リツパー〉の犠牲者が出ている可能性もあります」


    　膝ひざの上にのせた両手をぎりと握り締めながら、音耶が振り絞るような声でいう。


    「──わたしの責任です」


    　昨夜、迫り来る〈斬殺鬼リツパー〉を前にして一歩も動けなかった時のことを省かえりみているのだろうが、そんな不可抗力を盾たてにされても正直困る。


    「芳かんばしくないってほどでも、ないんじゃないのか」


    「……？」


    　わからない表情をする音耶から顔を背そむける。小さな声でぼそりと告げる。


    「少なくとも、おまえは戻ってきた」


    「────」


    　沈黙が落ちる。音耶は今、どんな顔をしてこちらを見ているのだろう。


    「つーかさ。おまえが事務所にいないと、巻まき島しまの奴やつがやかましくてたまらない。おまえがあしらってくれてないと、俺が被害こうむる」


    　もうどうにでもなれという心境でまくし立てる。


    「あんな零細事務所から所員ひとり消えたら、それもう倒産待ったなしだろうが。──勝手にいなくなるんじゃねえ、馬ば鹿か野や郎ろう」


    　リアクションはない。なんか言えよ。という心ここ地ちでちらりと振り向く。


    「……もう」


    　音ね耶やはこちらを見つめながら、にやにやと嬉うれしそうに頰ほおを緩めていた。


    「素直じゃないですね。わたしが居なくて寂しかったのなら、そういえばいいのに」


    「────」


    　何かの拍子にぽろっとこぼれてしまいそうな本音を押し隠すために無言を貫いていると、音耶は静かに切り出した。


    「金きん指し──〈斬殺鬼リツパー〉の出力は他ほかの義ぎ指しと桁けた外れで、躰からだを乗っ取られてからずっと、わたしの意識は彼女に押し潰つぶされたまま底のない闇やみの中で微睡まどろんでいました。あのまま時が経たてば、神楽かぐらヰゐ音耶という人格はいずれ消滅していたでしょう。……それでいい、と諦あきらめてもいました。あなたのことを守りきれなかった自分なんて、もうどうでもいいと思ったから」


    　音耶の記憶は、〈斬殺鬼リツパー〉に敗北を喫したあの夜で一度途切れている。当然、残された俺は殺されていると思い込んでいただろう。


    　音耶は静かな声で続ける。


    「でもあなたの声が、あなたの存在が、わたしをこの世界に引き戻してくれた」


    　ベッドに横たわる俺の額ひたいに、音耶がこつんと自分の額をのせてくる。


    「ありがとう。わたしのために戦ってくれて」


    　音耶は俺の耳元で、憂いの織り交ぜられた声音で囁ささやく。


    「わたしを救ってくれたのがあなたで──よかった」


    「────」


    　もはや返す言葉も無い。真正面からこんな恥ずかしい台詞せりふを投げかけられて、いったいどう反応してやればいいというのか。再び顔を逸そらす俺の耳元に、音耶が唇くちびるを近づけて可お笑かしそうに囁きかけてくる。


    「……宗そう佑すけさん？　もしかして照れてます？」


    「微み塵じんも照れてねえから少し黙ってろ！」


    　いよいよむず痒がゆくなってきた。がばっと衝動的にベッドから起き上がり、テンション高めで調子こいてる音耶の鼻先に詰め寄る。


    　でも俺、怪け我が人にんなわけで。さっきまで腕一本ろくに動かせなかったわけで。


    「いだだだだだだだだだ」


    　そんな単純な現実に気付くも時すでに遅く、たまらずベッドから転げ落ちた。


    「ちょっと!?」と音耶がとっさに身を乗り出し、床とキスする直前に抱き留められる。


    　が、音耶もそのまま体勢を崩し、結局ふたりして床に転がる羽目になった。


    「ちっくしょう……」


    　全身のあちこちが半端じゃなく痛むが、音耶がクッションになってくれたおかげで、どうにか傷口が開く事態は避けられたらしい。


    「……？　おい」


    「…………」


    　しかし俺の躰からだを抱きかかえたまま、音ね耶やはなぜか一向に動こうとしない。


    「さっさとベッドに戻せっての。自力じゃ動けねえんだよ」


    　睨にらみ付けながら告げるが、目の前の音耶はなぜかむくれた表情を向けてくる。


    「いやです。素直じゃない宗そう佑すけさんは、このまま抱きまくらの刑に処します」


    　何を思ったのか、音耶は俺の背中に回した両手にぎゅっと力を込めてくる。


    「痛い痛い痛い痛い死ぬ死ぬ死ぬ！」


    　瀕ひん死しの患者に全力でハグしてくるって、どういう神経してんだこいつ！


    「大切な助手が帰ってきたっていうのに……わたしまだ、ちゃんとあなたから言葉を掛けてもらっていない」


    　痛みに悶もだえる俺に、音耶は不機嫌そうなジト目のままそんなことを訴えてくる。


    「はぁ？　言葉って何だっての──」


    　やぶから棒な要請にしかめっ面を返したところで──何となく合が点てんがいった。


    　適当にあしらおうと思ったが、湧わき上がる期待感できらきらと瞳ひとみを輝かせている音耶を前にすると、否定の言葉は引っ込んでしまった。


    　なんていうか……あんだけ頑張って連れ戻した手前、さすがに無む碍げにできる空気でもないというか。現在進行形で、生命握られてるわけだし。


    「宗佑さん？」


    「うるせえよ……少し黙ってろ……」


    　ぶつぶつと答えつつ、深呼吸。


    　……よし覚悟完了。はい、せーの。


    「………………おかえり、っつーか」


    　たっぷり三〇秒ほどの逡しゆん巡じゆんを置いて、消え入りそうな声でどうにか告げる。


    　キャラじゃなさすぎる。


    「つーか、ってなんですか。つーかって……」


    　さもありなん音耶的には不満だったらしく、不満気な表情を崩さなかったものの、ややあって小さくため息をつくと、


    「──はい。ただいま」


    　柔和な笑顔を浮かべ、俺の躰をもう一度だけ抱き寄せた。


    



    



    　桐きり呀がの部下が持ち込んできた、幌ほろ月づき翠すい子こに関する資料の数々を、音耶とふたりで読み漁あさる。


    　彼女の逃走を許した今、彼女の身の上や人格から次の行動を予測し、被害を未然に防ぐ必要があった。


    「……意味が、あるのでしょうか」


    　膝ひざの上に載せたバインダーのページを捲めくりながら、音ね耶やが小さく呟つぶやいた。


    「幌ほろ月づき翠すい子こはおそらく、あの斎さい賀が鍵けん基きと同様の状態に陥おちいっています。彼女の体内には、すでに〈デッドセル〉が生成されているでしょう」


    〈専用肉体ハードウエア〉以外の人体に接続された〈奇腫指キヤンサー〉は、装着者の体内に〈デッドセル〉と呼ばれる腫しゆ瘍ようを形成する。その腫瘍デツドセルは、義ぎ指しから流し込まれる毒素を増幅させ、装着者の体内に循環させる〝第二の心臓〟の役割を果たす。


    　その除去には、宿主へのダメージを抑えて腫瘍のみを破壊する音耶の〝除去ネクローシス〟と、腫瘍の座標を精査する俺の〝透視スキヤン〟──ふたつの能力が必要となる。


    　──が、音耶の〈執行者エグゼキユーター〉が破壊された今となっては、それも不可能な話である。


    「金きん指しに呑のまれた今の彼女は、すでに無差別な殺人鬼です。人間だった頃の資料が役に立つとは──」


    「思考停止するなっての」


    　弱音を吐く音耶に振り向いていい放つ。


    「今までだってそうだったろ。汗まみれになって街中走り回って血ち反へ吐ど吐いて──それでも、それが徒労に終わったことなんて一度もなかったはずだ」


    　音耶は一瞬目を丸くしたあと、決意するように唇くちびるを結んだ。


    「……はい。信じます、あなたを」


    　力強く頷うなずく音耶を一いち瞥べつし、再びノートＰＣのモニターに視線を落とす。


    　幌月翠子。一四歳。


    　由緒正しい名門家系、幌月家に生を受ける。


    　両親祖父母、共に存命。兄弟はなし。隷れい陽よう女学院中等部に所属。剣道部に在籍。


    　品行方正、成績優秀。学院での彼女は穏やかな人格者であり、周囲からの信頼は厚い。家庭内でのトラブルや犯罪歴はなし。


    　ミッションスクールに通うがクリスチャンではない。かといってたちの悪い新興宗教の類たぐいにのめり込んだ経歴も見られない。


    　中等部生徒会の一翼を担う一方で、彼女は特に親しい友人を持たなかったらしい。他人との距離の取り方に長たけ、それが彼女独特の魅力となっていた。


    「……典型的な優等生、ですね」


    「ああ。それに、周囲の環境にも目立った問題点はなかった。幌月翠子の殺人嗜し好こうは、虐待やいじめなどの外的要因から発生したものではなく、先天的に生まれ持ったものである可能性が高いと予想できる」


    　……厄介だ。〈狙撃手スナイパー〉や〈潰殺魔スカツシヤー〉の時のように、外因から犯人の行動パターンを予測することができない。


    　幌ほろ月づき翠すい子この秘められた心理を分析し、推測することでしか、彼女を炙あぶり出す方法はない。


    「宗そう佑すけさん、これを。桐きり呀がさんの尋問記録です」


    　音ね耶やが差し出してきたバインダーを受け取り、ページを捲めくる。


    



    　──〝わたくしの存在は、世界にとっての異物でした〟


    



    　桐呀の質問にほとんど応じなかったらしい幌月翠子が、それでもふと漏もらした一言。


    〝秩序〟を愛せず、〝混沌〟を好み。


    〝生命〟に価値を見み出いだせず、それが滅び行く〝過程〟にこそ魅力を覚える。


    　優等生の仮面の裏で、音もなく泡立っていた粘性の深しん淵えん。


    　その片へん鱗りんが、目の前の資料には記されていた。


    



    〝あなたに想像できますか？　猿しか住んでいない惑星に、自分だけが人間として生を受けてしまったことの苦痛と、孤独が〟


    



    　普通の人間が〝異常者〟あるいは〝精神病質サイコパス〟と呼ぶ、それは社会から逸脱した特異な感性。


    　だが、それを生まれ持った当人である幌月翠子にとって、この世界は真実──得体の知れない異界だったのだ。


    　音耶がいう。


    「……幌月翠子のネット閲えつ覧らん履歴や電子書籍のアーカイブには、特に実在した連続殺人鬼に関する文献が多く存在していたようです。バートリ・エルジェーベト、エド・ゲイン、アルバート・フィッシュ───それに、切り裂きジャックジヤツクザリツパー」


    　そのフレーズが、金きん指しにインプットされた人格と能力のそれに重なる。


    　人の歴史に刻まれた、醜みにくい血色の汚お穢わい。


    　幌月翠子は彼らの遺のこした〝偉業〟を夜な夜なベッドの中で読みふけりながら、そこに自分の姿を重ね合わせ、仮かり初そめの快感に身を委ゆだねていたのだろうか。


    「あとは……戦争や紛争に関するノンフィクションやエッセイの類たぐいも散見されます」


    　と、その後も資料に目を通していた音耶が、ふと独り言のように呟つぶやいた。


    「……驚いた。彼女、曾そう祖そ父ふまでご存命なんですね。幌月笙しよう葉よう……」


    「────」


    　音耶が呟いたその名前に、微かすかな引っ掛かりを覚えた。どこかで聞いたことがあるような。


    「戦争……」


    　ついさっきの音耶の言葉が蘇よみがえる。即座にブラウザを立ち上げ、無事な左手で検索窓に名前を打ち込む。エンター。


    「……こいつか」


    　幌ほろ月づき笙しよう葉よう。


    　一九××年生まれ。元大日本帝国陸軍軍人。


    　陸軍士官学校を卒業後、満州事変や日中戦争をはじめとした数々の作戦に従軍し、往く先々で多大な戦果を上げる。


    　順調に昇進を重ねながらも、彼は最後まで前線に立つことにこだわり続け、多くの敵兵を自らの手で仕留めている。終戦後はそのまま隠居生活に入り、それ以降、歴史の表舞台からは完全に姿を消しているが──


    「……なんだか」


    　音ね耶やが眉まゆをひそめて言い淀よどむ。いいたいところは察しがついた。


    　故国に身を捧げた誇り高い軍人と、自らの欲望を満たすために人を殺あやめる殺人鬼。


    　在り方としては、まったくの対極だ。実際、このふたりの名前を別々に知ったのなら、こんな突飛とも呼ぶべき確信には至らなかっただろう。


    　幌月翠すい子こと幌月笙葉──彼らは、どうしようもなく似ている。


    「音耶」


    「……はい。幌月翠子が四歳のとき、笙葉は数人の使用人と共に、隣県の別宅に住居を移しています。それ以降、少なくとも表向きには一度も会っていないようですが、これは──」


    「ああ。別居といえば聞こえはいいが──笙葉はたぶん、幌月家から追放されたんだ」


    　笙葉の幌月家内での立場を考えれば、通常ありえないといっていい事態だ。


    　──幌月翠子の異常性は、確かに先天性のものなのだろう。


    　しかし、その異常性を明確な形として〝補強〟したのは、おそらく幌月笙葉だ。


    　魂の隔世遺伝とも呼ぶべき現象。自らの形質を色濃く宿した可愛かわいい曾ひ孫まごを膝ひざに乗せながら、彼は自らの武勇伝を誇らしげに語って聞かせたのかもしれない。


    　自身が渡り歩いてきた戦場の景観を。飛び交う砲弾に、銃弾に抉えぐられた死体の無惨な有り様を。銃を突き付け合い、刃やいばを交えて生命を奪い合うことの興奮を。戦地を紅あかく汚す血の、身も凍るような鮮やかさを。


    　戦場を駆けた兵士の実体験に基づく〝死の現実感〟が、まだそれを目の当たりにしたことのない幌月翠子に明確な実像を与え、成長した彼女の妄想を鮮明なものにした。


    「……だから、幌月笙葉は追い出されたのですね」


    「幌月笙葉が持つ勇猛な闘争心は、今の時代にはもはや無用の長物だ。大切な愛まな娘むすめが野蛮な思想で汚されることを、翠子の両親は許さなかった」


    　だから排はい斥せきされた。


    　時代錯誤の骨こつ董とう品ひんは、新たな時代を担う少女に悪影響しか与えないと断定されて。


    「なあ音ね耶や。スポーツ選手しかり、学者しかり──偉大な先人から教えを乞こうた人間ってのは、最終目標として何を望むだろうな？」


    　訊たずねる。音耶はしばらくの間足元を睨にらんでいたが、やがて消え入りそうな声で答えた。


    「それは……その先人を、師を超えることだと思います」


    「そうだ」


    　人の技術は、そうやって世代を超えながら少しずつ研けん鑽さんされていく。後継者による積み重ねが文明を築き上げ、人間を万物の霊長たらしめた。


    「では、殺人鬼にとっての師を超えることってのは、いったいどういう意味を持つ？」


    　瞬間、音耶は伏せていた顔を勢いよく持ち上げた。


    「──殺します。自らの手によって、自らの規範となった人物を……」


    「ああ」


    　先人の魂にまで染しみ込んだ犠牲者達の生命を、その先人の生命ごと、自らの血肉として貪むさぼり食う。そうして出来上がるのは、さらに鋭利に研ぎ澄まされたひとりの殺人鬼だ。


    　幌ほろ月づき翠すい子この思想はまだ計り知れないが──〈斬殺鬼リツパー〉のように、奪った生命を自らの糧かてとして捉とらえるタイプの下げ衆すならばきっとそうする。義ぎ指しに憑つかれた今の幌月翠子もまた、そんな衝動に囚とらわれているのではないだろうか。


    「いっとくけど、あくまで推測に過ぎないからな」


    　そもそも幌月翠子とはろくに話もしていないのだ。その人物像を把握するには、まだまだ判断材料が乏しすぎる。


    　しかし音耶は揺るぎない瞳ひとみでこちらを見つめたまま、確固とした口調でいう。


    「はい。それでも……あなたは間違っていないと思います」


    　音耶は自分で持ち込んだ時計を見る。午後一〇時過ぎ。


    「幌月笙しよう葉ようの所まで、車を使って一時間といったところでしょうか」


    「──おい」


    　応じる声が思わず低くなる。こいつはまだ、そんな無謀なことを考えてるのか。


    「こっちが体勢を立て直すのが先だ。もう一度捕ほ捉そくできさえすりゃ追跡することはできる。桐きり呀がに任せろ」


    　音耶はきょとんと目を瞬またたかせたあと、眉まゆをハの字にして微ほほ笑えんだ。


    「……やだな。怖い顔しないでください、冗談です。もうひとりで突っ走ったりしませんよ。さすがに懲りました」


    「どうだかな」


    「信用ないな」


    　音耶は椅い子すから立ち上がると、ベッドの縁にそっと腰を下ろした。スプリングがぎしんと安っぽい音を立てて僅わずかに沈む。艶つやめく白い長髪がふわりと揺れた。


    「あの、宗そう佑すけさん」


    「なんだ、──っ!?」


    　音ね耶やは突然振り返るやいなや、ベッドの上で前かがみになり、こちらに向かって勢いよく飛び付いてきた。驚く間もなく視界を覆おおわれ、音耶の唇くちびるがこちらの唇を塞ふさいだ。


    「────」


    　瑞みず々みずしい果実のような感触。ほのかな体温と、彼女の吐息の甘い匂におい。たったふたつの感覚にすべての神経をさらわれて、全身が無ぶ様ざまに硬直している。


    　目の前の音耶は羞しゆう恥ちに頰ほおを染め、瞳ひとみを閉じたままいつまでも離れようとしない。あまりに不意打ちすぎて、怒鳴ればいいやら抱きしめればいいやら頭突きをかませばいいやら、かつてない事態に思考が大渋じゆう滞たいを起こしている。


    　だが、そんな逡しゆん巡じゆんはすぐに終わりを告げた──太ふと腿ももに突然、鋭い痛みが走る。


    「！　──てめ」


    　何をされたかとっさに察し、音耶の躰からだを全力で押し退のける。


    　だが、その判断は致命的なまでに遅すぎた。


    「籠ろう絡らく作戦、大成功です。さっき、替えの包帯を取りに行ったときにくすねてきたんです」


    　姿勢を立て直しつつ悪いた戯ずらっぽく笑う音耶の手には、空からの注射器が握られていた。


    　何か、薬品を注入された──そう自覚したときには、躰が力を失いベッドに倒れ込んでいた。


    〈斬殺鬼リツパー〉戦で、大量の出血を起こしたときと似た感覚。全身の神経が役立たずのガラクタと化して、微み塵じんも動けない。


    「──、待──」


    　待て。行くな。


    　引き止める声すら満足に出せない。意識が急激に濁にごり、遠ざかっていく。


    「……そんな怖い顔しないでください。刺し違えるつもりなんて毛頭ありませんから」


    　音耶の笑顔が、ふと寂しげなそれに変わる。彼女は髪をひるがえして踵きびすを返すと、こちらに背を向けたまま、静かに告げた。


    「さようなら。もしも帰ってこられたら──また、一緒に」


    　否いや応おうなく失われていく聴覚の断片が、そんな辞世の句じみた囁ささやきをかろうじて聞き取る。


    



    　鉄てつ扉ぴが閉じる重く冷たい音を最後に、すべての感覚は途切れていた。


    



    
      ◇

    


    



    　高速で背後へと流れていく照明灯の光は、いつかテレビで見た蛍ほたるの群れを彷ほう彿ふつとさせた。


    　これまで幾度も何気なく目にしてきたものにすら、そんな感慨を覚えてしまう自らの変化に戸惑いつつ、音ね耶やはバイクのハンドルを強く握り直した。


    　落ち着きなく震ふるえるタコメーターの針から視線を持ち上げる。桐きり呀がの元から無断で拝借してきた大型二輪──自らの髪色と同じくホワイトに塗装されたヤマハ・ＦＪＲ一三〇〇の巨体と出力に時おり振り回されながら、音耶は闇やみに落ちた隘あい路ろをひた走る。


    　騎手の拙つたない運転に、排気量一二九八㏄を誇る水冷エンジンが不満のわななきを上げ、路面から伝わる振動が音耶の矮わい軀くを責め立ててくる。


    　全身を冷たい風に晒さらされながら、歯を食いしばる。


    



    　予定よりも数分ほど遅れて目的地の手前に到着した音耶は、茂みの奥にＦＪＲ一三〇〇を停車させ、リアに固定されたトップケースから得物を取り出した。桐呀の部下が使っていた自動拳銃H&K USP。未いまだ混乱のさなかにある施設から、どうにか持ち出すことのできた唯一の銃火器だ。弾薬が装そう塡てんされているのを確かめ、腰に差す。


    　背中からは、同じく無断で持ち出した接近戦用の武器──〈斬殺鬼リツパー〉のブレードがのし掛かってくる。酷ひどく重たかったが、懐に忍ばせたナイフでは心こころ許もとないのもまた事実だった。せめてリーチの一点だけでも圧倒しなければ、あの敵には勝てる気がしない。


    　準備を終えた音耶は、地図を思い出しながら夜や闇あんを駆け抜ける。


    　特に迷うこともなく、目的地は無事に見つかった。


    　都市部から外れ、周囲を木々に囲まれた人ひと気けのない僻へき地ちに、幌ほろ月づき笙しよう葉ようの屋敷はひっそりと建っていた。周囲は漆しつ喰くい塗りの高い塀で囲まれ、その向こう側に豪ごう奢しやな瓦かわらぶきの屋根が覗のぞいている。敷地は広く、造りも相応に立派ではあるが、そこから感じられるものは威厳でも品格でもなく、ただただひっそりとした衰退の気配だけだった。


    「…………」


    　踏み出す足が、ふと止まる。


    　──桐呀達に黙ったまま単独でここを訪れたのは、やはり早計だったかもしれない。今さらのように、そんな後悔が音耶の胸を締め付ける。


    「……違うでしょう」


    　これでいい、と首を振る。いくら弱体化しているとはいえ、あの〈斬殺鬼リツパー〉を相手取って、全員が無事で済むとは思えない。


    　もう他ほかの誰だれかが、たったひとりでも犠牲になることがたまらなく許せなかった。それが見ず知らずの他人であっても。


    　たとえ偽善であっても、以前と違ってヒトの──生命の在り様を知ってしまった今となっては、それがみすみす失われていくことを見過ごすのは、もう絶対に出来ない相談だった。


    　しかしそれ以上に、音耶の意志を大きく占めているのは、ある種の使命感であった。


    



    　──〝わたくしの存在は、世界にとっての異物でした〟


    



    　尋問する桐きり呀がに対し、幌ほろ月づき翠すい子こはそう答えたという。


    　この世界に存在する多くの人間のものから大幅に乖かい離りした──幌月翠子が持つ異形の価値観。


    　生まれ落ちた世界から拒絶されることの、孤独感と絶望感。


    　今、翠子に対して音ね耶やが覚えている感情は、憎悪でも恐怖でもなく、ある種のシンパシーだった。


    　互いに、世界にとっての異物。必要とされない存在。


    　自分もまた幼い頃ころに──あるいは〈奇腫指キヤンサー〉を巡る様々な物語を経て、それとまったく同じ諦てい観かんへと行き着いた。


    　自分と翠子は、その限りなく狭く切り取られたある一点の内側から一歩も動けないまま、背中合わせで佇たたずんでいたのだ。


    「……でも、今はもう違う」


    　これは、過去の自分を振り払うための戦いだ。


    　あの哀れな少女はある意味で、かつての音耶自身の鏡像だった。


    　だからこそ自らの手で執行する。今日まで経てきた数々の戦い──そのいずれにも該当することのない茫ぼう洋ようとした動機が、炎のような衝動となって音耶をこの場所に導いていた。


    　もしも自分がこの場で敗北しても、この躰からだを再び金きん指しに乗っ取られることは二度とない。幌月翠子を倒しさえすれば、遅れて訪れるであろう桐呀達が、宿主を失った金指を回収してくれるだろう。


    「──わたしの存在はもう、永遠にわたしだけのものなんだから」


    　彼が身を挺ていして教えてくれた真実を、二度と取り落とさないよう拳こぶしを握る。


    　渦となって押し寄せる不安の中で、その強固な確信だけがよすがだった。


    



    　正面玄関に回ったとたん、音耶は自分の到着が一歩遅かったことを悟った。


    「……さすが宗そう佑すけさんですね」


    　引き戸の鍵かぎが破壊されている。今の状況で、この屋敷に侵入しようとする者など、彼女を置いて他ほかにない。


    　音耶は腰から抜いた拳けん銃じゆうのグリップを握り締めながら、慎重に引き戸を開ける。


    　土足のまま板張りの床を踏み締め、暗くら闇やみに包まれた廊下を、気配を殺しながら進んでいく。


    　──とたん、注意を払うまでもなく、強烈な臭においが漂っているのがわかった。


    　鼻の曲がるような、血臭。


    　一歩一歩進んでいくと、やがて廊下に明かりが漏もれているのが目についた。


    　もしも先に敵が待ち構えているとすれば、自分の気配などとうに察しているだろう。すぐに発砲できるようトリガーに指を掛け、音ね耶やは廊下を駆け出した。


    　反撃の隙すきなど与えない。翠すい子この姿を認めた瞬間、すぐにでも心臓を撃ち抜いてみせる。


    　光の元に辿たどり着く。ふすまを蹴けり開けると同時に、部屋の中央に佇たたずむ人影に銃口を向ける。


    　行あん灯どんのほのかな明かりに照らされたひとりの少女が、背後の障子に異形の影を落としていた。


    



    「───あら、〈執行者エグゼキユーター〉」


    



    　大きな袂たもとを蝶ちようの羽のように広げた幌ほろ月づき翠子は、音耶に背を向けたまま横顔を向けた。


    　昨夜着ていた拘束衣の代わりに今、翠子が身につけているのは、鮮やかに模様染めされた振り袖そでだった。白地のところどころに毒々しく咲き誇る紅あかいまだら模様が、日本人形のような顔立ちをした少女の体たい軀くに、あつらえたようによく似合っている。


    　その、あまりにも安穏とした敵の表情に、音耶はしばし戦意を抜かれることとなった。


    「……〈斬殺鬼リツパー〉」


    　自問する。今の彼女は──いったいどっちだ？


    「くすくす──ねぇ聞いて。こぉんな枯れ木みたいな有り様なのにぃ、血の色はこんなにも色鮮やかで、生命に満ちあふれているの」


    　目の前に広がる凄そう絶ぜつな光景に、音耶は思わず顔をしかめた。


    　彼女の身を包む振り袖の模様──精せい緻ちな絞り染めに見えたそれは、返り血だった。全身に浴びた鮮血が、白しろ無む垢くの布地を染め上げている。


    　広い和室の畳には、紅い花が盛大に咲いていた。細切れに寸断された肉片がそこかしこに転がっている。


    　唯一原形を留とどめていた片手は、少女のいう通り枯れ木のように[image: ]やせ細り、小鳥が留まっただけでも折れてしまいそうだった。目め眩まいに襲おそわれながら、音耶は乾いた声で呟つぶやいた。


    「幌月──笙しよう葉よう」


    　しょせん、ただの蛋たん白ぱく質しつの残ざん骸がいだ。そのはずだというのに、もう見慣れているはずの死体すら──今の音耶にとっては吐き気すら催もよおす、生命を奪われた哀れな犠牲者の残ざん滓しだった。


    「……曾お祖じ父いさまったらね、たぁくさん褒ほめてくれたノ。小さい頃ころの、わたくしも曾祖父さまみたいになるねっていう約束……憶おぼえててくれたんダねって……──」


    　ぎしぎしと、錆さび付いたブリキの玩がん具ぐめいた動作で、翠子が振り返る。


    　逃走時に桐きり呀がの部下の死体から奪ったのだろう──その小さな手には不釣り合いな、肉厚の軍用コンバツトナイフが握られていた。刃先からは血が滴したたり、白い振り袖をさらに汚していく。


    　音耶は思う。自らの特異な因子を、世代を超えて受け継いだ〝娘〟に生きたまま解体されながら、かつて戦場を踊った老兵は果たして何を想って逝いったのだろうか。


    　答えてくれる者はいない。


    「──クスくす。ギ────ねェ〈執行者エグゼキユーター〉。どうシテあなたァ、そんな目デわたしを見テるの？」


    　返り血に濡ぬれた翠すい子こはすでに、泣きも笑いもしていなかった。ただ義ぎ指しの侵食による崩壊の音色だけが、刻一刻とその相そう貌ぼうを醜みにくく歪ゆがませていく。


    「わたしは〈黒傘アンブレラ〉──わたしは、違う違う違う。返せ返せ返せ……」


    　見開かれた一対の瞳ひとみが金色のノイズに染まり上がり、薄うす闇やみの中に色彩を灯ともす。


    「それは、──躰ソレはわたしのものだッ」


    　獣の咆ほう哮こうを上げる翠子を前にして、音ね耶やの中に巣くっていた微かすかな迷いは、すでに残らず消し飛んでいた。


    　最高峰の性能を持つとされる金きん指しでさえ──宿主との精神のバランスを少し崩しただけでこの有り様だ。必要以上に膨ふくれ上がった義指への執着と渇望が〝隙すき〟となったのだろう。義指の侵食を受けず、どころか内蔵された疑似人格をねじ伏せるほどの精神力を発揮していたはずの翠子は、今や完全に汚染されていた。


    



    「金指〈斬殺鬼リツパー〉──あなたを敵性指バンデイツトと判断し、これより撃墜いたします」


    



    　手の中の拳けん銃じゆうを構え直し、その銃口を翠子の心臓に向けてポイントする。

  


  [image: ]


  
    「あなただけは、わたし手ずから執行して差し上げましょう」


    



    
      ◇

    


    



    　激しい頭痛と共に意識を取り戻したと同時に、現状の大部分を即座に把握した。


    「…………桐きり呀が、状況は」


    「状況も何も、神楽かぐらヰゐが武装とバイクを盗んでここから姿を消した。それだけだ。──無論、行き先に心当たりはあるな？」


    　ベッドの前──低い声音で問いただしてくる桐呀の手には、空からの注射器が握られていた。どうやらアレの中身で、無理やり覚かく醒せいさせられたらしい。


    　桐呀の腕時計を窺うかがい見る。あれからまだ三○分も経たっていない。


    「くそ、あいつ……！」


    　ベッドから躰からだを起こす。手足はどうにか不自由なく動くようになっている。頭痛と目め眩まいが酷ひどいが、躰の痛みは幾分麻ま痺ひしていた。


    「待て。どこへ行くつもりだ」


    「……行くんだよ。俺も」


    　桐呀の車くるま椅い子すに手をつき、痺しびれの残る足を引きずるようにして歩く。


    「その状態でか？　いいから彼女の行き先をいえ。すぐに部下を向かわせる」


    「……それをさせないために、あいつはわざわざひとりで出て行ったんだろうな」


    　くそ。いらねえ自己犠牲精神まで目覚めやがって──本気で反へ吐どが出そうだ。


    　桐呀は何か考え込むようにして瞳ひとみを細めていたが、すぐにこちらに向き直った。


    「待て芥あくた。さっきの忠告は脅しじゃない。向かった先で傷が開けば、今度こそ生命の保証はできんぞ」


    「承知だっての」


    　脅しじゃないことなんざ重々自覚している。


    　とにかく今は、一秒でも早く────


    「ふん。そうか」


    　予想に反して、桐呀は呆あつ気けなく引いた。


    「ではどうして貴様、地べたに這はいつくばっているんだ？」


    「──？」


    　いつの間にか、目線が床にまで下がっていた。手足が床に密着したまま離れない。粘着剤に絡め取られたゴキブリの気分だった。


    　いったいいつ倒れた？　躰が動かない。冷たい汗が全身から吹き出てくる。音耶に打たれた薬の影響か。


    「薬だけじゃない。それだけ重傷だということがどうしてわからん？」


    　どれだけ全身に力を込めても、躰からだはもう、微み塵じんも動かなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　音ね耶やの全身に刻まれた夥おびただしい数の裂傷は、もはや数えることすら無意味だった。動くたびに溢あふれ出す鮮血が、石畳を紅あかく汚していく。


    「どうシタのぉ、〈執行者エグゼキユーター〉──アナタってその程度なの？　クスクスくすくす！」


    　音耶と翠すい子こ──ふたりの決戦の舞台は、すでに室内から中庭へと移っていた。夜空は不気味なほどに晴れ渡り、音耶が対たい峙じする敵の瞳ひとみと同じ色をした月が、微かすかな明かりを地上に振りまいている。


    　逆手にナイフを構え直した翠子は、長い袂たもとを翼のごとくたなびかせながら、再び石畳を蹴けり上げて音耶へと肉薄する。


    　翠子──〈斬殺鬼リツパー〉の精度は、昨夜のそれと比べて格段に劣っている。


    　宿主の肉体的損傷に加えて、精神的な錯乱。金きん指しとの同調不和。〈専用肉体ハードウエア〉から切り離された今の金指に、昨夜のような流麗さは微塵も見られない。


    　事実、もしも音耶が〝本調子〟であったのなら、目の前の金指を駆逐することなど造作もなかっただろう。


    　接敵と同時に迫り来る斬撃。対する音耶が、手にしたブレードを構え直す。


    「斬ざぁん」


    　袈け裟さ懸がけの軌道。布石も駆け引きもなく、真正面から馬ば鹿か正直に繰り出されたそれを──音耶は、回避することも防御することもままならず、白い肌に新たな紅色を刻み付けられる結果となった。


    「……ッ」


    　鋭い痛みが上腕に走り、苦痛の声をかろうじて嚙かみ殺す。対して翠子は、音耶の太た刀ちを一度たりとも受けていない。


    　今繰り広げられているのは戦闘などではなく、ただの一方的な玩がん弄ろうだった。唯一、音耶が持ち込んだ銃火器は全弾撃ち尽くす前に切断され、役立たずの鉄塊となって屋敷の中に転がっている。


    　もはや、まな板の上の鯉こいと変わらない現状に歯嚙みしつつ、音耶は取り落としかけたブレードをどうにか保持し直す。


    　これまで〈執行者エグゼキユーター〉たる神楽かぐらヰゐ音耶が発揮してきた戦闘能力は、その大部分を紅こう指しにインプットされたモーションデータに依存していた。


    　そして、その補助端末を失った現在の音ね耶やの戦力低下は、あまりにも甚じん大だいだった。


    　音耶本人も、そのリスクを自覚していたつもりではあったが──いざ戦闘に及んだとたん、彼女は自らの肉体をもって自らの認識の甘さを思い知らされる羽目となったのだ。


    「ここまで──弱体化しているなんて」


    　敵の動きが見えない。躰からだがついていかない。経験や技術で補える範囲を完全に逸脱している。


    「斬きれ切れきれちゃえ──ハムになりなさイ！」


    　頸けい動どう脈みやく目掛けて横薙なぎに振るわれた斬撃を、音耶はすんでのところで弾はじき返す。


    　音耶が駆る〈斬殺鬼リツパー〉の専用ブレードも、その殺傷力を発揮する暇ひまなどない。続けざまに繰り出される翠すい子この斬撃から身を守る盾たてとして扱うのが、今の音耶には限界だった。


    　金属同士が衝突し、甲高い不協和音を中庭に反響させる。


    「ふ──っ！」


    　音耶は素早く体勢を立て直すと、下段に構えたブレードを一息に切り上げた。


    　が──あまりにも凡ぼん庸ようなその一いつ閃せんはいとも呆あつ気けなく躱かわされ、標的を素通りして虚空を切るのみに留とどまった。


    「……重い！」


    　音耶の抱いた感想は、至極当然のものである。


    　切れ味と堅けん牢ろう性せいを極限まで高めるため、特殊な比重と製法によって生成された合金製ブレードは、通常の人間が扱うことを想定していない──紛まぎれもなく〈斬殺鬼リツパー〉専用と呼んで相違ない兵装だった。


    　いくら肉体の強度と豊富な戦闘経験を持つとはいえ、刀の扱いに慣れていない少女が扱いきれる代しろ物ものではとうていなかった。肉体と義ぎ指しの相性の悪さという要因もあったとはいえ、理性を失う前の翠子でさえ、満足に扱い切ることはできなかったに違いない。


    「死ね、死ね、死ね死ねシねシネ──バラバラに斬り刻まれテ車にハネられて売春婦はロンドンの路地裏でバラバラに解体して斬りキリキり──！」


    　その言動が秒刻みで常軌を失っていくのと裏腹に、翠子が繰り出す剣けん戟げきのキレは、少しずつではあるがその精細さを取り戻していく。相対した仇きゆう敵てきへの憎悪、敵意──それらの因子が義指の出力を増幅させ、本来の性能を引き出し始めている。


    「シィ！」


    「────！」


    　翠子の黒い刃先が殺到する。左胸部、鳩みぞ尾おち、右脇わき腹ばら。三か所をほぼ同時に抉えぐり取る、刺突による三点トリプルバースト。どうにか弾き返すも、対応し損そこねた最後の一撃が音耶の脇腹を持っていく。


    「────ぐぅッ！」


    　深い。


    　これまでのダメージとは異なる、内臓を傷付けられた独特の感触が背筋を震ふるえさせる。


    　まるで対応できない。致命傷を防ごうと、重さをこらえて振り回す刃は見当違いの空間をさまようばかりで、音ね耶やは徐々にその全身を斬きり刻まれていく。なぶり殺しも同然の状態だった。


    「この……！」


    　音耶が苦し紛まぎれに下段回し蹴げりを放つ。翠すい子こは僅わずか数センチの後退でそれを回避する。


    　紅こう指しが接続されていたときには猛威を振るった体術も、現在では見る影もなかった。


    　──もう保もつまい。音耶の肌を抉えぐる刃の深度は、一ミリずつ増してきている。


    　加えて失血による影響は、彼女の反応速度と判断力の幅を秒刻みで削り取っていく。


    　音耶の視界を、徐々に色濃くなる死の帳とばりが覆おおい隠していく。


    　──死ぬ。


    「う───ぁあああああああッ！」


    　心に染しみ込む冷たい実感が、ほんの一時の推進力を音耶に与えた。音耶の繰り出した全霊の刺突を、翠子はナイフの腹で正確に受ける。


    　そのまま射程外まで押し返された翠子は、玉砂利を踏み締めて制止したまま、どういうわけかその動きを止めていた。


    　ぼうと浮かび上がる一対の金の瞳ひとみをゆらゆらと揺らしながら、翠子がぶつぶつという。


    「──殺す、殺す殺す。アナたも──芥あくた宗そう佑すけも──」


    「……ええ、そのつもり、でしょうね」


    　必死に呼吸を整えながら、音耶も応じる。全身からの出血──特に脇わき腹ばらの傷が酷ひどい。傷口がどくどくと脈打ち、右脚を伝って地面に血ち溜だまりを作っている。


    「くすクス──奪い尽くしてあげる──あなたの大切ナもの、ひとつ残ラずバラバラに──解体してあげるわぁ」


    　敵の唇くちびるから紡つむぎ出された言葉は、果たして義ぎ指しと宿主──どちらの意志なのか。


    「いいえ。あなたに宗佑さんは殺させない。彼が居てくれたから、わたしは人間わたしになれた」


    「────」


    「たとえ世界を敵に回そうと、誰だれにも渡さない。──彼の存在そのものが、わたしが世界ここに居ることの理由になるから」


    　くすくすくすくす、と。


    　躰からだを折って心底可お笑かしそうに笑いながら、翠子がゆらりとナイフを構え直す。


    「よりにもよって他人が、自分の存在価値ですって？」


    　玉砂利が弾はじける。ブレードとナイフの刃先が衝突し、臨界を超えて火花が上がる。


    　かろうじて受け止めた翠子の一撃は、これまでのどの斬撃よりも苛か烈れつだった。


    「……ふざけナいで。そんな不確かな偽善の肥やしにされるために、わたくしがようやク見つけた存在価値を、あなた達に奪わせろっていうの？」


    「────！」


    「人はどこまでも独りナのに。どこまでも孤独なのに。……ねぇ、聞かせテよ。得体の知れない他人を信じるのって怖くないの？　心の奥底が視みえない誰だれかに愛されるのって嬉うれしいの？　──もしもいつかその拠より所に裏切られたとき、あなたはあなたでイられるの？」


    　それは、一度はその身を委ゆだねた〈斬殺鬼リツパー〉に見切りをつけられ捨てられた少女の恐れだった。


    　鍔つば迫ぜり合いをしながら、翠すい子こは瞳ひとみを見開いて絶叫した。


    「……そのふざケた理想ごと、バラバラに引き裂いてあゲる」


    　ナイフを切り払いながら、翠子は暗夜に咲き誇る月下美人の可か憐れんさで踊る。


    「わたくしは〈黒傘アンブレラ〉──腑ふ抜ぬけた世界を恐怖と混沌に陥おとしいれル稀き代たいの殺人鬼。その存在価値を、もう誰にも奪わセない──！」


    「もしかして、あなたは──！」


    　──それは、あまりに皮肉な光景だった。


    　今まで〈斬殺鬼リツパー〉に侵され掛けていた幌ほろ月づき翠子の人格が、「〈斬殺鬼リツパー〉で在り続けたい」という強固な意志によって、結果的に義ぎ指しの侵食を押し退のけている。


    「……翠子さん。ようやく、少しだけあなたのことがわかりました」


    　音ね耶やは扱いきれないブレードを放ほうり捨てると、腰に差したナイフを抜いて構えた。


    「あなたは稀代の殺人鬼なんかじゃない。他人の幸福を妬ねたんでいるだけの──ただの駄々っ子です」


    　躰からだに刻まれた損傷と出血は、すでに戦闘継続の限界を迎えている。


    　全身を蝕むしばむ痛みと寒気のアラートを無視し、音耶は唇くちびるに笑みを刻んだ。


    「──今、何カ聞こえタかしら」


    「つまるところ、怖くてたまらないんでしょう？　あなたは、他人が」


    　いっそ可愛かわいらしい仕草で首を傾かしげる翠子を、音耶は軽けい蔑べつも露あらわな声音で告げる。


    「だからそれを排除する方に思考が先走りする。あなたは他者に対する根源的な恐怖を、生まれ持った殺意として認識することで自分のヒエラルキーを保とうとした」


    「────」


    　翠子の表情は、すでにあらゆる感情を失い凍り付いていた。金色のノイズが灯ともるその瞳だけが凝然と音耶を──あるいは、その向こう側にある未知の何かを見み据すえている。


    「自分の価値を他者に委ねることが弱さなら、あなたの〈黒傘それ〉はそれすら通り越したただの虚無だ。あなたは金きん指しという虎とらの威を借りて、自分では手の届かない他人の幸せを刈り取る、ただの亡霊に過ぎない」


    　音耶は血ち塗まみれの足を踏み出す。


    「そんなものに──わたしは負けない」


    「デク人形の───分際でェ」


    　衝突する。刃と刃が打ち合う。


    　だが両者の力は拮きつ抗こうしない。むしろ得物の質量が互角になった分、音ね耶やの握るナイフは衝撃を殺しきれずに弾はじき飛ばされ、無防備な心臓を翠すい子この前に晒さらす結果となった。


    　翠子がナイフを振り被かぶる。その斬撃は、〇・三秒後には音耶の胸筋と肋ろつ骨こつを叩たたき割り、その奥でかろうじて躍動を続けている心臓を完全に破壊するだろう。


    「────？」


    　しかし翠子は、あるはずのない光景を目の当たりにすることとなった。


    　光の疾はやさで繰り出したナイフの腹を、音耶は掌てのひらで正確に払いのけて回避していた。


    「え」


    　翠子の瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれる。


    　必殺必中であったはずの一撃を、苦もなくいなされた事実と、そして──


    



    「あなタ───右目」


    



    　それは、音耶本人ですら気付かない〝変化〟であった。


    　真っ直ぐに敵を見み据すえる彼女の右目。その虹こう彩さいを濡ぬらすのは、鮮血よりもなお鮮やかな猩しよう々じよう緋ひ。


    　それは見間違えようもなく、目の前の敵によって破壊され、消滅したはずの紅こう指し〈執行者エグゼキユーター〉が放つ、裁きの輝きだった。


    



    　それは神楽かぐらヰゐ音耶──門かど間ま閨ねやの体内の因子が持つ、唯一無二の特性による奇跡だった。


    　科学的な外部干渉を加えることによって、その構造をいかようにも変容させる特異体質。


    「どう、しテ──」


    　続けざまに振るわれた横よこ薙なぎの一いつ閃せんを、音耶はミリの単位で見極めつつ身を屈かがめて避ける。その回避動作がそのまま反撃への予備動作として機能し、背転と同時に跳ね上がった右脚が、翠子の顎あごを盛大にかち上げた。


    「が、──ッ」


    　音耶の肉体は、長らく彼女自身の器官いちぶとして接続されていた〈執行者エグゼキユーター〉に搭載された機能のほぼすべてを、情報として取り込んでいたのだ。


    　そうして宗そう佑すけのケースと同様、内包されていた情報が音耶の危機を感じ取ると共に覚かく醒せいし、そして今──紅指にインプットされていた戦闘力を、精巧に再現していた。


    「いかが致しました？　〈斬殺鬼あなた〉らしくもない。凡ぼん庸ようです」


    　音耶は猫類を思わせるしなやかさで着地すると、口から血を流して悶もだえる翠子に対し、手の甲を向けて挑発する。


    「────ッ！」


    　不覚を取った翠すい子この瞳ひとみが、金のノイズすら侵食する憤ふん怒ぬの一色で染まっていく。ナイフを握り直した翠子が地を蹴ける。


    　夜や闇あんに包まれた静寂の庭園を、紅あかと金の光帯が互いに絡まり合いながら、糸を引いて踊る。


    　長い微睡まどろみから解き放たれた紅き猛もう禽きんの在り様は、まさしく暴虐の一言に尽きた。暴れ回る独こ楽まの苛か烈れつさで幾重にも奔はしる斬撃のことごとくを、音ね耶やは弾はじき、躱かわし、いなしながら、的確な反撃を加えていく。圧倒的だった両者のダメージ差が、瞬またたく間に縮んでいく。


    「おしまいです」


    　そして乱撃の末に生じた、翠子の決定的な隙すき。音耶は振り袖そでの袂たもとを摑つかみ取ると、その手を蹴り上げ、翠子の手からナイフを弾き飛ばした。遠く離れた屋敷の縁側に、放物線を描いて飛んだナイフの刃先が音を立てて突き刺さる。


    〈斬殺鬼リツパー〉から、得物を奪った。


    　緊張が途切れると共に、蓄積した損傷が音耶の躰からだに押し寄せた──その矢先だった。


    「あああああぁアぁああ──────！」


    　視界が大きく揺れる。悲鳴にも似た裂れつ帛ぱくと共に放たれた翠子の拳こぶしが、音耶の左顔面を綺き麗れいに抉えぐっていた。──殴なぐられた？　刃物を執とってこそ真価を発揮する〈斬殺鬼リツパー〉に、素手で？


    「……認めナい。私は、」


    　翠子は全身を血と痣あざで染め上げながら、よろめく音耶に追いすがる。


    「私は、戦ウんだ──この壊れた世界で、独りで！」


    　すぐさま立ち直った音耶が、殴られた頰ほおを拭ぬぐいながら苦笑を浮かべる。


    「……納得しました。一時的とはいえ、〈斬殺鬼リツパー〉があなたに圧倒されていたわけです」


    　強固な自我。醜悪なまでの執念。


    　その在り方自体は、とてもいびつで捻ひねくれていながら──目も眩くらむほどの熱量に満ちた彼女の存在は高潔でもあり、この世界に確固と根を下ろしている。


    　そんな幌ほろ月づき翠子の強さに、音耶は今や憧どう憬けいに似た感情すら抱いていた。


    「それでも、わたしは───」


    　踏み出す。だからとて、容赦などない。


    　翠子の手から再び放たれる一撃が凡ぼん庸ようならば、音耶の手が繰り出した一撃もまた脆ぜい弱じやくだった。もはや互いに避けることも防ぐことも叶かなわず、飛んでくる拳を傷だらけの躰で受け止め続ける。


    　すでに限界など超えていた。斬きり刻まれた四し肢しからは熱が失うせ、感覚など消えている。


    　失血によって呼吸は半ば止まっており、視界はおぼろげな輪郭だけしか映していない。


    　なのに。


    　胸の内側で、熱く躍動を続ける心臓だけが──膝ひざをつくことを許してくれない。


    



    「は────」


    「──、──」


    　見るに堪たえない泥仕合。ゆうに五十を超える交錯のすえ、ふとした拍子にようやく互いの間合いから離れる。


    　音ね耶やは崩れ落ちそうな脚を気力だけで支えながら、掌てのひらに感覚を集中する。瞬間、独特の熱がこもる感触を自覚する。


    「〝除去ネクローシス〟能力は……使える。でも──」


    〈斬殺鬼リツパー〉の侵食に押し負けた翠すい子この体内には、確実にデッドセルが宿っているだろう。


    　それを除去しないまま〈畸腫指キヤンサー〉を切除した瞬間、その腫しゆ瘍ようは体内で破裂──溜ために溜め込んだ毒素をぶち撒まけ、宿主の精神を完全に破壊してしまう。


    　デッドセルを暴発させず、取り除くことのできる唯一の方法──それが紅こう指しに備わった〝除去ネクローシス〟能力だ。しかし……


    「〈執行者エグゼキユーター〉ぁ───」


    　思考に耽ふけったその一瞬が、音耶にとっての致命的な隙すきとなった。慌あわてて顔を上げる。


    　先ほど音耶が放ほうり捨てたブレードを、翠子はすでに拾い上げていた。漆しつ黒こくの刀を両手で保持した彼女は、もう音耶の眼前にまで肉薄している。


    　弧を描いて迫る刃先。こめかみに食い込み、両目ごと脳を寸断して突き抜ける軌道。


    　まともに受ければ間違いなく即死であり、そして、それを回避する手段など音耶は持たなかった。


    「って、あら？」


    　だからこそ、音耶の口から漏もれたその声は心底、間が抜けていた。


    　何者かに後ろ襟えりを引かれた音耶の躰からだが後方に倒れ込み、その眼前を刃が通過する。


    　一方の翠子もまた、現れた何者かによって胸を蹴けり上げられ、勢いよく後方に吹き飛んでいた。


    　そのまま背中から倒れ込んだ音耶は、ぱちぱちと目を瞬またたかせたあと、自分を抱き留めている背後の何者かの方へと、おそるおそる振り返る。


    　たった数十分前に別れを告げたはずの顔が、そこにあった。


    「案の定暴走しやがってとか、死に掛けの人間に一服盛りやがってとか、ところでなんで紅指復活してんのとか、いいてえことは死ぬほどあるけど、俺もおまえも本気で死にそうだから後回し！」


    　まくし立てるような怒声を耳元で聞き届けながら、音耶は啞あ然ぜんと口を開く。


    「そうすけ、さん」


    「……つーかなんか前にもあったな、こんなん。あと早く起きろ」


    　背中を強く押され、よろめきながら起き上がる。改めて背後を振り返った瞬間、ぼやけた視界でもなお、ありありとわかるほどの血の色が、音耶の目に飛び込んできた。


    「──傷が、開いて」


    「ロックだろ……気にすんな。桐きり呀がのナイスドライビングテクで少しやられただけだ」


    　顔色蒼そう白はくなまま強がる宗そう佑すけの服は、その半ば以上が紅あかく汚れていた。その左目も、染しみ出した液体と同じ色に染まっている。


    「……その有り様で、紅こう指しの能力を発動させているんですか」


    　責める口調で質ただす音ね耶やに、しかし宗佑はにべもない。


    「説得力がねえんだよ、馬ば鹿か──それより、そろそろ来るぜ」


    　宗佑が顎あごをしゃくる。不意打ちを受けた翠すい子こは、それでも意識を失わず、墓穴から起き出したゾンビのごとく立ち上がろうとしていた。


    　前方を睨にらみながら、宗佑は背後の音耶に向かって告げる。


    



    「さて。幌ほろ月づき翠子のデッドセルを〝除去ネクローシス〟するぞ」


    



    　──音耶の〝除去ネクローシス〟は、接触した細胞を瞬時にして壊え死しさせる特殊な電磁パルスである。装着者の体内に打ち込めば確実にデッドセルを灼やき尽くす反面、僅わずかに照準を誤っただけで、相手を確実に死へと追いやってしまう。


    　そこで、装着者の体内に巣くったデッドセルを視認する手段が必要となる。


    〝透視スキヤン〟能力──紅指の断片を躰からだに埋め込まれた宗佑が持つ能力だ。


    「……そのつもりで、ここへ？」


    「なわけねーだろ。さっきもいったが、紅指が復活してることなんざ完全に想定外だ」


    「では、わたしを助けに？」


    「…………」


    「その躰で、これ以上は無茶です──といっても、あなたはどうせ聞く耳を持たないのでしょうね」


    「今のおまえがいうな」


    「やっぱり。……どうしようもないお人好しだ、あなたは」


    　何も変わらない。死ぬような目に遭っても、自分の存在そのものを脅おびやかす現実を突き付けられても、彼はそれを乗り越えて、自分の傍そばに寄り添ってくれる。


    　そんなことが、たまらなく嬉うれしかった。


    　差し迫った現状も、全身を襲おそう痛みさえ忘れて、音耶は肩を揺らして笑う。


    「────」


    　最後の余力を振り絞り、音耶は呼吸を再開する。循環させる呼吸から、放出する呼吸へ。


    　音耶の右掌てのひらが、徐々に紅い燐りん光こうを帯びていく。


    「充塡完了アームド」


    　攻撃準備完了の合図と共に、宗そう佑すけもまた紅あかく輝く左の瞳ひとみで、ずるずるとこちらに近づいてくる翠すい子この姿を凝視する。


    「右胸部。第三、第四肋ろつ骨こつの隙すき間ま、正中線から三センチ、皮下三・五センチ」


    　こうして音ね耶やに指示を送っている今も、宗佑は脳が煮え滾たぎるような苦痛を覚えているはずだった。それでも彼は引き結んだ表情を欠片かけらも崩さず、強い眼まな差ざしで前だけを見つめている。


    「きついのかましてこい、音耶」


    　背中に掛けられたその言葉が起爆剤だった。音耶は地面を蹴けって飛び出す。


    「〈斬殺鬼リツパー〉……！」


    「〈執行者エグゼキユーター〉──！」


    　体勢を立て直した翠子はブレードを振りかぶりながら、接近する音耶を捕ほ捉そくする。


    　確かに、わたしの魂は空からっぽで。


    　確かに、わたしの躰からだは造り物で。


    　わたしがここに存在していることの意味は、虚うつろで不確かなものに過ぎない。


    　それでも約束をした。


    　様々な色彩の溢あふれるこの世界を、いつか共に歩こうと指切りやくそくをした。


    「……この意志ねがいだけは、絶対に」


    　振り下ろされたブレードをかいくぐり、宗佑の指示から寸分違わぬ精確さで、音耶はデッドセルの寄生座標である翠子の胸部に掌てのひらを押し当てる。


    



    「奇械仕掛けなんかじゃ───ないんだから！」


    



    　苛か烈れつな産声さけびと共に放たれたその一撃が、中庭を紅く照らし出した。特殊な電磁パルスを標的の体内に打ち込み、デッドセルを跡形もなく灼やき尽くす〝除去ネクローシス〟の鮮烈な光。


    「────、──」


    　翠子の躰が一度だけびくりと跳ね、見開かれた瞳から金色の光が失うせていく。


    「それでは。おやすみなさい、〈斬殺鬼リツパー〉」


    　生み出されてから今日まで、数えきれないほどの殺さつ戮りくを繰り広げてきた金色の義ぎ指しが、音もなく宿主から切り離され石畳の上にぽとりと落ちる。


    　それに呼応するように──翠子の矮わい軀くもまた力なく地面に崩れ落ち、動かなくなった。


    



    



    　激しい閃せん光こうは一瞬で鳴りを潜め、後には不気味なほどに静まり返った戦場だけが残された。


    　おぼろげな月明かりに照らされながら、音耶はふと夜空を見上げた。周囲が人工の光に乏しいからか、ぼやけた視界の中でも月と星の綺き麗れいな輝きだけは垣かい間ま見みえる。


    「…………」


    　遥はるか過去に宙そらで生まれ、そして今、自分の前に広がっているその色彩を美しいと思った。


    　───それにしても、寒い。音ね耶や自身すっかり失念していたが、脇わき腹ばらをはじめ全身からは未いまだに血が垂れ流しになっている。


    　もう一歩も動けなかった。音耶の躰からだが、ぐらりと前のめりに倒れていく。


    「よっと」


    　その華きや奢しやな躰を、誰だれかが正面から受け止めた。


    「はいごくろうさん……ってこら起きろ。こんなとこで寝落ちしたら凍死するぞ」


    　耳元で、ぶっきらぼうな誰かの声が響いた。遠ざかりかけていた意識が、戻ってくる。


    「……でも、ねむいです。それにわたし、寒くて」


    「ワガママいってんじゃねえ。ガキじゃあるまいし」


    　厳しいな、と音耶は力なく苦笑する。


    　こんなに死にそうなのだから、もう少し優しくしてくれたっていいのに、と。


    「……彼女に──幌ほろ月づき翠すい子こに、いわれました。もしも拠より所にしている誰かが目の前から消えたとき、それでも自分は自分でいられるのか、と」


    　寄り添い、依存し、自分の存在を相手に委ゆだねて生きることの不安定さ。


    　その疑問は〈奇腫指キヤンサー〉と宿主の関係にも似て、冷めた音耶の躰を否いや応おうなく責め立ててくる。


    「ね、宗そう佑すけさん。あなたは、わたしの前から消えないでくれますか」


    　不安に暮れた声で問う音耶に、彼は表情ひとつ変えないまま、乾いた声で答える。


    「さあな。人間死ぬときゃ死ぬし、愛想尽かせばそれまでだ。切れた糸が何かの拍子で繫つながることもあるんだろうが、まあそんなのは稀まれだよな」


    「────」


    「でもまあ、そういう喪失の傷だって、時間を掛けさえすりゃいくらでも癒いやせるのがヒトの強みだろ。難しく考えることじゃあ、きっとない」


    　そんな素っ気ない答えに、音耶は唇くちびるを尖とがらせた。


    「……いじわる。少しは、安心させてくれればいいのに」


    「そしたらおまえ、マジで寝るだろ」


    「そうかも……」


    　かろうじて返事をする自分の声すら、まるで朧おぼろの彼方かなたの出来事のようだった。


    　彼は力なくもたれ掛かってくる音耶の躰を抱え上げると、何でもない口調でいう。


    「それより、とっとと帰ろうぜ」


    「───はい」
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    「あ、先輩。よく死にませんでしたよねー」


    「ようやく退院した俺への第一声がそれかよ……」


    　合皮が破れて中身が覗のぞいたソファに躰からだを預けながら、久方ぶりの事務所の空気を堪たん能のうする。私服姿の巻まき島しまは、どこから調達してきたのか、脚立の頂上で謎なぞの飾り付け作業に勤いそしんでいた。


    「だって腸がはみ出るとか、どこの夜や叉しや的なモンスとファイトしてきたんですかって話ですよ……」


    「はみ出したもんはしょうがねえだろ……」


    　この通り、きちっと回復したしね。我ながら奇跡のような生命力である。


    「しっかし……」


    　様々なパーティグッズやら手作りの飾り付けやらで、景気よく彩られた事務所の内装を見回しながら息をつく。


    「何これ。何かの儀式？」


    「じゃなくてサプライズですよぅ、サ・プ・ラ・イ・ズ！　退院おめでとうパーティ的な！」


    　なるほど。クリスマスに正月と退屈な年末年始を病室で過ごし、約三か月に及ぶ入院からようやく退院したっていうのに、誰だれひとり迎えにすらこないのかよと密ひそかに傷付いていたら──密かにこんな準備を進めていたとは。


    　粋いきなことをする。


    「……もっとも、うちらが必死こいて準備してる最中に空気読まないで勝手に帰ってきちゃった先輩はマントルより深く猛省するべきだと思いますが」


    「今の流れのどこに俺の落ち度があるかな」


    　もっと期間に余裕をもって作業に当たればよかったと思うんだ。


    「もう一回、ちょろっと撥はねられてきてくれません？　原チャあたりに。その間にきちっと準備しますので」


    「何か最近、おまえから風当たりの強さを感じるんだけど気のせい？」


    　明らかにちょろっとのレベルを超えた所業である。巻島はわざとらしい仕草でぷい、と顔を背そむけて頰ほおを膨ふくらませる。


    「ふーんだ。あんだけマジトーンで人に相談してきたくせに、またひとりで勝手に暴走して腸はみ出してきた先輩のことなんて知りませーん。腸怒ってます」


    「じゃあおまえも腸はみ出したいのかよ……」


    　と、ポケットの中で携帯がバイヴした。発信者は──


    『芥あくたか。ようやく退院したそうだな。ひとまずおめでとう、といっておこうか』


    「はいはいサンキュ」


    　相変わらず抑揚のない声だったが、桐きり呀がが人の躰からだを気遣ってくるなんて珍しいことなので、素直に礼を述べておく。


    『それにしても、あのボロ雑ぞう巾きんのような状態から本当に持ち直すとはね。プラナリアじみた生命力だな』


    　こいつに生命力云うん々ぬんいわれたくない。俺に負けず劣らずの重傷だったくせに、三週間ぽっちの入院でもう現場復帰してるんだから頭が下がるというものだ。


    『ところで芥あくた。吉報ひとつと凶報ふたつ。どれから聞きたい』


    　いきなり萎なえる質問を投げかけられ、げっそりした気持ちになった。


    「……悪いのふたつ、先に」


    『先日、幌ほろ月づき翠すい子こが目を覚ましたよ』


    「────」


    　さらっと告げられた衝撃事実に、携帯を取り落としそうになった。


    『まあ肉体的にも精神的にも、社会復帰までにはそれなりに根気のいる治療が必要となるだろうがね』


    「……そうか」


    　そんな月並みな相あい槌づちしか返せない俺に、桐呀は淡々と続ける。


    『貴様らの博愛主義にはほとほと愛想が尽きる。──宿主どころか、あの金きん指しを破壊するなと凄すごまれた時には、本気で貴様の息の根を止めることを考えたよ』


    　うんざりを通り越して、憎悪すらこもった声が耳に刺さる。


    〈斬殺鬼リツパー〉に部下を大勢殺されている身としては、忸じく怩じたる思いなのだろう。


    　だが──〈奇腫指キヤンサー〉という存在の真相を知ってしまった今となっては、それを破壊することに躊躇とまどいが生まれてしまったのも、また事実だった。


    『ふたつめの凶報だ。こちらはあえて貴様の退院まで黙っていたんだが。例の地下施設から発見された門かど間ま閃せんの遺体だがね──調べた結果、奴やつの脳に〈奇腫指キヤンサー〉化の痕こん跡せきがあることが認められた』


    「────」


    　表情が強こわ張ばる。握り締めた携帯が、きしりと音を立てる。


    『正否含め、詳しいところはまだわからんがね。──だが最悪のケースを想定した場合、奴もまた義指に魂を移し替え、現世に未練たらしく存在していることになる』


    　──〝芥宗そう佑すけ〟が遺のこした記録を思い出す。


    〈斬殺鬼リツパー〉を解き放ち、〈奇腫指キヤンサー〉を持ち出し、この世に災厄を振りまいた何者か。


    「……そうかい。じゃ、今度こそきっちり落とし前つけねえとな」


    　まったく、と吐き捨てたい気分だった。


    　ともあれ、退院早々片付けなければならない事案が増えてしまったわけだ。


    『では最後に吉報だ。こちらはもう、ずいぶん前の話になるんだがね──』


    　桐きり呀がはもったいぶるような様子でそこまで口にして、すぐに口をつぐんでしまった。


    「？　なんだよ」


    『──いや、やはりいい。どうせじきにわかる。どうしても知りたければ、貴様のところの可愛かわいい所員ふたりにでも直接聞くんだな』


    　桐呀はらしくもなく笑うと、いつものようにぷつりと通話を切った。


    「……何だっての」


    　再び沈黙した携帯片手に首を傾かしげていると、後ろから肩を叩たたかれた。おう、と振り返る。


    「ぱーん」


    　眼前三〇センチの至近距離からクラッカーがパーンと射出され、飛び出した紙テープが俺の顔面を直撃した。たまらず後ろにひっくり返る。


    「ぶっ飛ばすぞ！」


    「はーい、良い子の皆は真ま似ねしないでくださいねー。それと先輩、暇ひましてるなら飾り付け手伝ってくださいな」


    　使用済みのクラッカーを俺の頭に載せながら、巻まき島しまがいう。


    「俺の退院パーティじゃないのかよ……」


    「どうせならリハビリも兼ねてです。それにですねぇ……」


    　巻島がにっこりと満点の笑顔を浮かべて、両手をばっと広げる。


    「この退院パーティ……なんと隊員パーティでもあるのでーすっ！　じゃじゃーん！」


    　こいつは頭は大丈夫なんだろうか、と本気で心配になる。


    「やだな先輩、かわいそうな子を見る目で見ないでください。字が違うんですよぅ、字が！　新しい隊員さん、もとい所員さんが今日から事務所に来るんです。その歓迎パーティも込みなんですってば！」


    「ちょっと待て」


    　待たれよ。


    「？　なんでござんしょ？」


    「オーケィ。だいたいのことには百歩譲って目を瞑つむる。突っ込むの面倒くさいしな。で、なんでよりにもよって、所長の俺がいないところでそんな大事なことが決まってんだよ！」


    　がーっ、と一息にまくし立てる。給料支払うのは俺である。加えて〈斬殺鬼リツパー〉の追跡費用やら長期入院やらのせいで金欠状態もいいところなのである。


    「あーさむさむ。ただいま帰りましたー……って、あーあ。宗そう佑すけさん帰って来ちゃったんですね」


    　と、カウベルの鳴る音と共に、もうひとりの所員が両手に買い物袋を下げて帰宅してきた。


    「そうなんですよー音ね耶やさーん。先輩の空気読めなさときたらもう……」


    「怒りを通り越して憐れん憫びんの情が湧わくレベルの空気読めなさです。わたし達がどれだけ入念に計画を進めてきたかわかっての狼ろう藉ぜきですか？」


    「…………」


    　本当に居い心ごこ地ち悪くなったな、この事務所。


    「ま、帰ってきてしまったのなら仕方ないです。──退院、おめでとうございます」


    　音ね耶やはダッフルコートを脱ぎながら、巻まき島しまと比べると若干大人びた、しかし巻島に負けず劣らず無邪気な笑顔で、俺の帰宅を迎えてくれた。


    「……あれ。どうしたんです宗そう佑すけさん？　そっぽ向いて」


    「……何でもない」


    　……あれ？　何だこれ。どうして俺が照れてるんだ。


    「びびび……疎外感……」


    　隅っこの方でうずくまってる巻島はもうこの際、放ほうっておくとして。


    「って音耶。おまえもッ！」


    「はい？」


    「なんで所長サマに黙って、新しいバイトとか雇ってんだっての！」


    　きょとんと目を丸くする音耶の鼻先に人差し指を突き付け、びしっと叱しかり付ける。


    「あら。わたし達、宗佑さんが居ない間にも、ふたりですっごい頑張って事務所切り盛りしてきたんですよ？」


    　──音耶は俺よりも一か月早く退院している。俺が不在の間、事務所の空気はどうなってるんだろうかと本気で心配したものだが、必要のない気遣いだったらしい。


    「ねぇ、巻島さん？」


    　そっぽを向いていた巻島が、勢いよく振り返りながら拳こぶしを握る。


    「その通りですっ！　もはや今の神楽かぐらヰゐ探偵事務所は、あたしと音耶さんのふたりで回っていると断言してもいいくらいのレベルですよぅ！」


    「正直なところ、宗佑さんはもう必要ないといっても過言ではないかもしれません」


    　だから何なんこれ。泣くぞ。


    「ふっふっふー。特に男性のお客さんが急激に増えましてですねぇ。商売繁盛、女子力のガールズパワーは絶大ですぞ！」


    「ちょっと待て巻島。事務所の方向性が明らかに変わっちゃってる気がする！」


    　明らかに違う目的で来てるだろそいつら！　風営法に抵触しないレベルで励んで頂きたい。


    　急速な脱力感に襲おそわれてソファに沈み込む俺に、音耶が困ったように笑い掛けてくる。


    「心配しなくても大丈夫ですよ。でもその新人さん、宗佑さんも知ってる女の子ですし。きっとうまくやっていけると思います」


    「……俺が知ってる女子ぃ？」


    　誰だれだよ。そもそも、音ね耶やと俺で共通する女子の知り合いなんて、巻まき島しまか瑠る花かちゃんくらいなもんだろうに。後者に至っては現役小学生なわけで、下へ手たしたら俺の手が後ろに回る。


    　するっていうと──


    「……って、おい。まさかその女子って、貴き織おり──」


    「はいはい、お楽しみは後にとっておきましょう。それでは巻島さん、ふたりで料理やっつけちゃいましょう」


    「待て待て待て待て！　そんなんではぐらかせる話題じゃ──」


    　驚きよう愕がく半分、困惑半分で戸惑う俺の追求を、音耶はぱんぱんと両手を叩たたいて打ち切ってしまう。巻島が右手でびしっと敬礼をする。


    「あいあいさーです！　今日もご教授よろです、先輩！」


    　駄目だ。ふたりしてもう完全にスルーモードである。こうなってはもう、どれだけ詰め寄ろうが口を割るまい。際限なく込み上げ続ける興奮をどうにか抑えつつ、渋々息をつく。


    　と、窓の外に視線を移した巻島の瞳ひとみが、ふいにきらきらと輝きを帯びた。


    「あ───！　音耶さん、先輩、ちょっとこっちこっち！」


    　巻島は両手で俺と音耶の手を引き、窓ガラスにほっぺたをくっ付けた。


    「……どうりで冷え込むと思ったら」


    「───わぁ」
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    　白く色づいた空から、まるで花びらが舞うようにして、微かすかな陽の光を受けてきらきらと輝く粒子が降り注いでいた。初雪だ。


    「積もるといいですねぇー」


    「────」


    　はしゃぐ巻まき島しまとは裏腹に、音ね耶やは言葉もなく、ただその幻想的な景観に目を奪われていた。


    　そうか。そういえばこいつ、雪を見るのはこれが初めてなんだっけ。


    　久々の降雪に感極まったらしい巻島が、勢いよくこちらに振り返ってくる。


    「あのあのお二人さん！　突然なんですけど来週あたり、新人さんも交えてぱーっと、スノボとか行きません？」


    「全治三か月の重傷から回復して一週間後にスノボって、アグレッシブにも程があるだろ……」


    　つーか、勉強しろよ受験生。


    「すのぼ……？」


    　わからない顔で首を傾かしげる音耶に、巻島は悪い遊びを教える上級生のような顔でにししと笑う。


    「あ、やっぱり音耶さんスノボ処女ですね？　だいじょうぶっ、ウェアもボードも巻島先輩が貸したげますから！」


    　スノボ処女っていうなや。


    　期待半分、困惑半分の音耶を差し置いて、巻島はもうすっかり遊びに行く気満々だ。鼻歌なんぞを歌いながら、とてとてと軽い足取りでキッチンへと駆けていく。


    　音耶はそっとこちらに振り返ると、なぜかおどおどと両手を合わせながら訊たずねてくる。


    「あの、よくわからないですけど……宗そう佑すけさんも来ますよね？」


    「……いや、俺はパス。怪け我が治りきってないし。巻島とふたりで遊んでこい」


    　にべもなく断る俺に、しかし音耶はジト目で不満をあらわにする。


    「──嫌いやです。行きましょう」


    　音耶はきっぱりとそういうと、白い頰ほおをほんのりと赤く染めながら目を逸そらす。


    「色々な世界の色。見せてくれるって──約束しましたもんね？　言げん質ちはずぅっと前に頂いちゃってます」


    　照れ臭くさそうに微ほほ笑えんで──音耶はそっと、右手の小指をこちらに差し出してきた。


    　本来、彼女には欠けていたはずの一部。今は何の変哲もない、ただの生身の小指だ。


    〈執行者エグゼキユーター〉を失った音耶は、今は件くだんの施設から発見されたという〈空白ブランク〉の義ぎ指しを着けている。要はただの自由に動くハイテク義指である。


    「……宗佑さん？」


    　おそるおそるといったふうに訊ねてくる音耶。


    　そんな顔をされて、……断れるはずもない。


    「……滑らねえからな。まだリハビリ中だ」


    　俺は努めてぶっきらぼうに答え、自分の右手を差し出した。生々しい縫ぬい跡の残った、一度はこの躰からだと離れ離れになった小指。


    　それを音ね耶やの小指をそっと絡ませ、小さく振って、誓いを立てる。


    「ゆーびきーりげーんまん」


    　楽しそうに唱えながら、音耶は大きな瞳ひとみでこちらをじっと見つめて、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


    　何となく恥ずかしくなって、窓の外に視線を戻す。


    　しんしんと音もなく降りしきる氷粒は、まるで、隣に寄り添う少女の髪のように透き通っている。

  


  
    　あとがき


    



    　ついへいじりうです。


    　本作を手にとっていただき、本当にありがとうございます。


    　奇き械かい仕じ掛かけのブラッドハウンドシリーズ、これにて完結でございます。


    



    　最終回には「物語の死」を感じさせるものと、「物語の完成」を感じさせるものがある──というのは、自分が作家を志す切っ掛けとなったある作家さんの言葉ですが、これは何も創作に関してだけではなくて、人生におけるあらゆる物事全般に対して当てはめることができるのではないかなあ、などと思います。


    　楽しいことにも苦しいことにも、幸福なことにも不幸なことにも、永遠と思えるほど長い出来事にも、あっという間の出来事にだって、いつかは終わりというものがその向こう側にあって、そこには間違いなく「結果」というアンノウンが待ち受けています。


    　ひとつの出来事が終わりを告げた後、自身の内側に残っている感情と記憶の残り火が「充足」であるか、それとも「後悔」であるか。「有意義」であったか、「無意味」であったか。楽しかったか。それとも辛つらかっただけなのか──。


    　僕達が、不安定に揺れ動く感情を抱えた人間という生き物である以上、それを数学テストの解答のように○か×かの二極で表すことは決してできませんが、それでも結局のところ、多くの物事に付随する結果というものは、「是ぜ」か「否ひ」のどちらかに収束してしまうのだと思います。売上や点数といった数字に換算されるものから、もやもやと実体のない感情のもやに至るまで。


    　その「是」と「否」の積み重ねと比重が、個々の人間を構成する様々な要素として──たとえば学力や体力、ものの感じ方、捉え方、そしてもちろん作家としての実力に至るまで──肉付けされていき、良くも悪くも強い影響を与えていくということを、三冊書き上げた今になって実感しております。とても複雑な気持ちです。


    　自己と向かい合う──という行為は、人だけが持ち合わせる尊とうとい機能です。たとえばいつかの未来で、人とまったく同じ精神作用を持ち合わせた人工知能の開発が行われた場合、その行為を機械で再現することこそが、開発における最大の障害となるのではないかなと個人的には思います。というか、ぜったい再現されないでほしいです。感情というものは、作られるものではなく、築かれるものであるべきだからです。


    



    　今、このあとがきをご覧頂いているあなたが、もしもいつか耐え難い後悔や失敗に突き当たったとき、それでも決して絶望しないでください。


    　その絶望はきっとただの過程であり、人生の道筋に数多く転がっている「否」のひとつでしかありません。立ち止まりさえしなければ、新たな「是ぜ」があなたのもとに訪れてくれるはずです。というのもしょせんは他ひ人と事ごとの綺き麗れい事ごとなのですが、他人の苦しみに感情移入して激げき励れいしたり慰めたりできるのも、数多くの生き物の中で唯一、人間だけが持つ美徳です。


    　……とはいえ、自分は皆様の顔も声も生い立ちも知らないただの一作家ですので、小説という媒体を通して、ひとつの葛かつ藤とうの形を示すのみです。


    　奇妙な義ぎ指しを巡る戦いの中で宗そう佑すけと音ね耶やが辿たどり着いた、ひとつの結末──本作の中に、皆様の人生の血肉となる何かをかけらほどでも見み出いだして頂ければ、作者としてそれ以上の喜びはございません。


    　未熟なシリーズに最後までお付き合い頂いた皆様にとって、奇き械かい仕じ掛かけのブラッドハウンドという物語が「死」ではなく、ひとつの「完成」として記憶の片隅に刻まれてくれることを、心より願っております。


    



    　謝辞です。


    　計三冊に渡って、クセの強い世界観とキャラクター達を魅力的に描き切ってくださったマルイノ様、相も変わらず未熟な私を見捨てずご指導してくださった担当編集の小こ山やま玲あき央ひろ様、ガガガ文庫編集部様、本作の出版にあたって多大なご助力を賜たまわったすべての関係者様へ、本当にありがとうございました。


    



    　そしてなにより、この本を手にしてくれた貴方あなたに、最大の感謝を。


    　研けん鑽さんを続けつつ、再び貴方と会える日を心待ちにしております。

  


  
    ついへいじりう


    Riu Tsuiheiji


    



    完結です。長いような短いような（そして必死な）ひとときでした。宗佑と音耶、最後まで傷だらけなふたりですが、それを見届けてくれる誰かが居てくれる限り、彼らの戦いと結末は無意味ではないはずです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    奇械仕掛けのブラッドハウンド３
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